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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【星ノ守千秋とアカウント・ハック】

【上原祐とシナリオ介入】

【星ノ守心春と継ぎ接ぎロールプレイ】

【雨野景太と意図的に導かれし者達】

【天道花憐と独占契約】

【インターミッション・ゲーマーズと課金トーク】

【ゲーマーズとネクストステージ】




　あとがき








【星ほしノ守もり千ち秋あきとアカウント・ハック】






　自分が初めてゲームを作ったのは、小学四年生の時でした。

　コンシューマー向けの初心者用ＲＰＧ作成ツールを興味本位でいじるという、なんてことはない、極めてオーソドックスな出で逢あい。ゲーム好きなら誰だれでも一度ぐらいは通る道と言っても過言ではないでしょう。

　ただ、この時の自分に、ほんの少しだけ、他の人と違ちがった部分があったとすれば……それは、自分が、まがりなりにも一本作品を「完成」させたことでしょうか。

　自分の勝手な印象ですけど、この手の作成ツールに手を出す人の多くは大たい概がい途と中ちゆうで飽あきて投げ出してしまいます。壮そう大だいな自分好みのＲＰＧを作ろうと息巻いてみたはいいものの、最初の村一つ作ったあたりで息切れし、そうこうしている間に他に興味が移ってしまうというパターンが一番、多いんじゃないでしょうか。

　というのも、かくいう自分がまさにそのタイプでして。最初にチュートリアルを受けながら手がけた大作ＲＰＧ構想なんかは、序じよ盤ばんも序盤、最初の村のイベントをどうにか作り終えたあたりで力ちから尽つきてしまい。

　本当ならここで放置してお終しまい、という流れだったのですが……。

　自分はそこで、あることに気付いてしまったのです。

「あれ？　この村の話、無む駄だに作り込んだせいで、単体で閉じられるんじゃ……」

　と。

　そう、全く意図したことではなかったのですが、丁てい寧ねいに丁寧に一つのイベントを描びよう写しやしていたおかげで、それ単体で、一つの物語として成り立ってはおり。

　だったらいっそのこと、無駄に壮大な物語設定は全部切り捨ててしまい、これで「掌しよう編へん」として完成としてしまおうと……ある意味小こ狡ずるい発想が、最初の転機でした。

　結果として、これこそが、自分、星ノ守千秋の……いえ、《のべ》の、処女作となりました。

　それを作っている間は、とにかく創作が楽しかったことを今でも覚えています。

　勝手に壮大な計画を描えがいた結果様々なハードルや縛しばりに苦しまされた大作ＲＰＧ構想時とは、全然違って。

　最初から無理のない範はん囲いでゴールが設定されたそれを作っている間は、心にも時間にも余よ裕ゆうが出来ました。脇わき道みちに逸それることも、無駄に細部を作り込むことも自由。結果、最後まで気軽にただただ楽しく作れたその掌編はあっという間に完成し、自分は大層充じゆう足そく感を抱いだいたものです。

　ですが、かといって、それだけで「自分は今後もゲーム制作を続けるぞ！」なんて単純に思ったわけでもありませんでした。確かに創作行こう為い自体は楽しかったですが、実際そこにかけた時間や労力のことを思うと、自分の中では決して優ゆう秀しゆうな娯ご楽らくと言い難かったのもまた事実で。

　それがどうして今日まで、こうして小規模ながらもフリーゲーム制作者として活動するに至ったのかと言えば……やっぱりそれは偏ひとえに、自分の作品をプレイし、感想をくれた人がいたからでしょう。

　最初はＲＰＧ作成ツールに付属されたネット投とう稿こう機能に、なにげなく、折角作ったのだからと、その掌編作品を上げたのがキッカケでした。……別に自分の作品に特別な自信を持っていたわけではありません。自分なりに頑がん張ばって作りはしましたし、納得もしてましたけれど、流石さすがに「他者の創作物と比べてもなお優れているものだ」なんて慢まん心しんは微み塵じんもありませんでした。

　事実それはシステム的にはホント面白みの一切ない作品で、もしかろうじて特とく徴ちようと呼べるものがあるとすれば、今の作風にも繫つながる独自の、世間的には奇き抜ばつらしい世界観（自分個人は王道だと考えています）が多少滲にじみ出ていたぐらいです。

　それでも頑張って作ったものですし、匿とく名めい性が保たれた簡単な投稿機能もあるのだから……と、本当にただの自己満足で投稿したにすぎなく。

　だから、本来なら、ランキングがどうこう以前の問題で、感想の一件どころか、誰かにプレイして貰もらえるかどうかも怪あやしい作品だったわけですけれど……。

　しかし、世の中には大変な物好きがいるらしいです。

　投稿から数日経過したある日、突とつ然ぜんその作品に、たった七文字の感想……「ちょっとうけた」というコメントがつきました。

　それは客観的に見ればあまりに微び妙みような感想です。少なくとも絶賛などでは到とう底ていありません。言い方によっては、もしかしたら否定的な意見でさえあるのかもしれません。

　けれど、なぜでしょう。




　当時の自分にはそれが……たったそれだけのことが、もう、飛び上がって踊おどり出したい程に嬉うれしかったのです。




　それは、まるで未経験の快感でした。

　少し卑ひ屈くつな言い方をすれば、承認欲よつ求きゆうが満たされたが故ゆえの恍こう惚こつ、というのもあったでしょう。実際昔から自分は引っ込み思案で友達が少なく、いじめという程露ろ骨こつではなくとも嘲ちよう笑しようや陰かげ口ぐち程度はいくらか受けるような子供でしたから、ネットの世界に居場所や自己実現の場を求めていたところは確かにありました。

　けれど、そんな背景やら動機から来る快感さえ些さ末まつに思える程……とても原始的でシンプルなドキドキやワクワクが、この胸をいっぱいに満たしてもいて。

　それは、幼少期、クレヨンで自由に楽しく書き殴なぐった絵を、親が笑顔で受け取ってくれた時に似た幸福感のような。




　作る側が楽しく作って、受け手側が笑ってくれて。




　この、ただただ幸福なコミュニケーションに、自分はすっかり心しん酔すいしました。

　すぐに二作目、三作目を制作し、また少しだけ反応を貰い、浮うかれ、けれどそのうちコンシューマー版作成ツールに対するプレイ人口の少なさが如によ実じつになり始めたため、仕方なくパソコン版での制作に移行。フリーゲーム投稿サイトに登録し、感想や意見をより多く貰うための窓口としてブログを作り。

　そうしてふと気付けば、私はいつの間にやらすっかり「フリーゲーム制作者」という肩かた書がきになっていました。

　けれどその間──正味のところを白状すれば、創作活動の全てが終始ずっと楽しかったかと訊きかれれば、その答えはＮＯです。

　慢まん性せい的に、産みの苦しみ、というのがあるのは勿もち論ろんですが。それ以上に、創作活動というものは、その規模が広がれば広がる程……続ければ続ける程、ただ楽しく幸福なだけのコミュニケーションではいられないのだな、ということを思い知らされました。

　端たん的てきに言ってしまえば、辛しん辣らつな評です。自分の心の切れ端はしたる創作物に好評がつけば飛び上がる程に嬉しいその一方で、悪評がつけば、当然ながら傷つき落ち込むわけで。

　人によってこのダメージには大きく差異があると思いますが、自分は、やはり弱いタイプだったようです。シンプルにただ「つまらん」と言われただけで、自分でも意外な程にやるせない気持ちに囚とらわれます。

　その理由はおそらく……自分という人間が、根本のところで、創作活動というものを「善よかれと思って」行っていたから、なのでしょう。

　それこそ先程例に出した、幼児が母に見せる絵のように。ただ誰かに喜んで貰いたいという極めて無む邪じや気きで私的な活動動機。だから、そこに突とつ如じよ美術の先生が現れて「ここが技術的に未熟」とか指し摘てきされ始めたりすると、相手が完全に正論なのは重々分かりつつも、酷ひどくしょんぼりとしてしまう。

　勿論、公おおやけの場に作品を発表している以上「自分のことを好きな人だけ身の回りに沢たく山さん居て欲しい」なんてのが現実的ではない、酷く甘ったれた理想だというのは、自分でも百も承知です。そんなの……言われなくても、そもそも現実の学生生活でイヤという程思い知らされてきたことですから。

　でも、だからこそ、自分が趣しゆ味みの世界に求めていたのは、そんな理想の……「気の合う人と楽しく笑って過ごす」だけの、極めてゆるい、時間で。

　ですが、「フリゲーム制作者」として精力的に動けば動くほど、反比例して、自分はそれだけではいられなくなっていきました。

　プログラム技術の向上やマンネリの回かい避ひ、システムの目新しさ、それでいて一いつ貫かんした独自性の確立など……様々なことを求められ始めました。

　勿論、それは自分が「上」を目指したが故の代だい償しようです。それは分かっています。

　それでも……それでもやはり、時折……自分なりの多大な努力の末に作り上げた作品に無む慈じ悲ひな悪評がついた時などは、自分は一体なぜこんなことを続けているのか、と、分からなくなりました。

　結果的に誰にも受け容いれて貰えないものを……そうとも知らず、何ヵ月も一いつ生しよう懸けん命めい、善かれと思ってせっせと作っていた自分が……みじめで、みじめで。

　現実の学生生活で疲ひ弊へいした心を癒いやし、明日あすへの英気を養うために始めた趣味・娯楽。なのに気付けば自分は、むしろそこでこそ、剝むき出しの自分を残ざん酷こくなまでに厳しい目で評価され、切せつ磋さ琢たく磨まさせられていて。そんなの……本ほん末まつ転てん倒とうもいいところで。

　だけど、そんな風に思いつつも、それでもずっとずっと、同じ《のべ》というアカウントで作品を発表し続けることをやめられなかったのは。

　たった一人。

　ずっとずっと、自分と同じ感性で、距きよ離り感かんで、温かさで、じゃれてくれる人がいたからで。

　その人がブログに寄せてくれる、簡素で、ちょっと不器用で、でも温かい感想が、いつも楽しみで。

　必要以上に互たがいに踏ふみ込まない、だけど理解し合って、「楽しい」だけはちゃんと共有出来る関係が、たまらなく心地良くて。

　この人とこの距離感で遊び続けるためなら、多少辛辣な批評の目に晒さらされるぐらい、全然なんでもないことのようにさえ、思えて。

　……そんな今や、自分がある意味家族以上に心を開き、時に頼たよれる拠より所に、時に一いつ緒しよに悪戯いたずらを楽しむ悪友のように思えていた、本当に本当に大事な存在。




　それこそが──《ヤマさん》でした。




　　　　＊




「ぬーん……ぬーん………………うぬ────ん……」

「お姉ちゃんお姉ちゃん、居間のテーブルでこれ見よがしに辛つらそうに突つっ伏ぷしているとこ大変恐きよう縮しゆくだけれど、その悶もだえ方、全然可愛くない」

　妹のコノハにそう言われ、ハッと顔を上げると、いつの間にやら星ノ守家のリビングにはカーテンが引かれ、ＬＥＤシーリングライトの柔やわらかい光に照らされていました。

　自分はどこか狐きつねに化かされたような気持ちになりつつも、ぽんやりと妹に尋たずねます。

「えっと……今日はお昼から、上うえ原はらさん達とボードゲームをしていたような……」

「うん、してたね。チアキお姉ちゃんらしくもない、男女五人とかいうリア充じゆう然とした面子で、リビング占せん有ゆうして。おかげでこちとら家に居い辛づらいったらなかったわよ。折角の『捗はかどる』夏休みだってのに……」

「ん？　捗るってなにが？」

「そんなもの当然エロ──……べ、勉強に決まっているでしょう、お姉ちゃん」

「ほへー、相変わらずコノハは優等生さんだねぇ。自分とは大おお違ちがいです」

「ま、まあね。せ、生徒会長としては、それぐらい努力して当然よね、うん」

　どこか目を泳がせて呟つぶやきながら自分の前を横切り、革張りのソファの方へとドカッと腰こしを下ろす、薄うす着ぎの美少女、星ノ守心春このは。……自分の、優秀すぎる妹。

　彼女はどうやらシャワー上がりらしく、首にかけたスポーツタオルで軽く髪かみを拭ぬぐいつつガラスコップに注がれた麦茶を勢いよく喉のどに流し込みました。カラカラと小気味の良い氷の音が室内に響ひびきます。

　ふとコノハの視線の先、液えき晶しようテレビをみやると、ゴールデン帯のバラエティが放送されていました。時間の経過にびっくりしながらも、自分は恐おそる恐る不ふ機き嫌げんそうな妹に尋ねます。

「えっとえと、上原さん達が帰ったのって……」

「夕方の四時ぐらいだったと思うけど」

「……あ、あれあれ、おかしいです。自分、全然その辺の記き憶おくないのですけど……」

　冗じよう談だんではなく、本当に記憶がぶつ切りで、自分でも驚おどろきです。これこそがよくＵＦＯ特番のアブダクション被ひ害がい者しやインタビューや神かみ隠かくしの事例報告で語られる「空白の時間」とかいうものかと一いつ瞬しゆん戦せん慄りつしたものの、続くコノハの言葉でそんな自分の無む駄だな危き惧ぐはすぐに霧む散さんしました。

「ああ、なんかお姉ちゃん、ボードゲームの後半戦……一時間ぐらいかな？　ずっと魂たましい抜ぬけてたみたいだよ。まあ、あたしも時折リビングから漏もれ聞こえてきた言葉でしか状じよう況きよう知らないけどさ」

「な、なるほど……」

　ようやく多少の得心がいきました。確かに今日は、ボードゲームの中ちゆう盤ばん戦せんあたりで……自分は、自分にとって、世界観がひっくり返るような事実を知ってしまったわけで。

　そう……。




　──恩人《ヤマさん》及および、大事な戦友たるソシャゲ仲間《ツッチー》の正体が、あの宿敵……雨あま野の景けい太ただったという、事実を。




　……流石さすがに「取り乱して泣き叫さけんでその場から飛び出す」みたいなことは無かったようですけれど。代わりに、身体からだから魂は完全に抜けてしまったらしい。その後の自分は「心ここにあらず」という言葉そのものの状況だったようで。

　コノハが説明を続けてきます。

「んで、お友達が帰った後は、お姉ちゃん、ずっとそこで謎なぞの奇き声せいあげてたから、とりあえず……あたしは軽く漫まん画が読んでから、一いつ旦たんシャワー浴びてきたってわけ」

「うん、あれ、なんだろう。コノハさんや。お姉ちゃん、その話に、どうしても看過出来ない、おかしいところを一いつ箇か所しよ見つけてしまったのですけれど」

「ああ、姉が奇声発していたってくだり？　なんかね、具体的には『にょろーん』とか『しゅっぽしゅっぽ』とか言ってたよ」

「そ、それはそれで確かにアレだけども！　そんなことよりも、コノハ！　よくそんな状態の姉を放って漫画読んだりシャワーを優先出来るね!?」

「今日暑かったし」

「家族愛！　もっとこう、姉を気き遣づかう優しい心とかないのっ、コノハ！」

「お姉ちゃん……頭、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あれあれ、なんでしょう、不思議。心配されたらされたで腹立つ！」

「ああ、それは実際、お姉ちゃんが元々『大丈夫じゃない人』だからじゃないかな」

「うん、とりあえず姉を『大丈夫じゃない人』呼ばわりするのはやめようか？」

「分かった、じゃあ今後チアキお姉ちゃんのことは『大丈夫な人』と呼ぶね」

「あっれぇ、おかしいなぁ、なんだか更さらなる闇やみを孕はらんだ気がするぞぅ」

　言いながら自分はソファの背後に回り込み、妹の頭をゴリゴリと両拳こぶしで挟はさみ込むように抉えぐりました。妹をしばし呻うめかせた後、彼女の隣となりにぼふっと腰こし掛かけ、しばらく二人、見るとはなしにバラエティを眺ながめます。芸人さん同士の軽けい妙みようなやりとりに何度か軽く笑い、そうして番組がＣＭに入ったところで、自分は改めて妹に切り出しました。

「…………あのさ、コノハ」

「んー？」

　氷が溶とけて薄うすくなった麦茶を啜すすりながらこちらも見ずに応じるコノハ。

　自分は少し言葉を選んだ後、改めて唇くちびるを動かします。

「漫画とかで、雨の中子犬を助けている不良主人公を見て、ヒロインが認識を改めて胸をときめかせる描びよう写しやとかって、自分、あまり好きじゃないわけですよ。なんかずるくて。これじゃあ、普ふ段だんからずっと真ま面じ目めな人が、可哀かわい想そうじゃないですか」

「？　何急に。まあ、その主張自体は分からないわけじゃないけどさ」

「勿論、それが物語における『お約束』的なものであるのは自分も重々承知しているので、そこにいちいち目くじら立てたりはしないのですけど。でも……やっぱり根本的には、自分は、そういう価値観の人間だっていう話で」

「はぁ……。……えっと、それで？」

「……で、ですから……」

　そこで自分は少し頰ほおを赤らめ、膝ひざの上に置いた拳をキュッと握にぎり込んで小さく呟きます。

「…………『落差』でときめかせてくるのは、非常にずるいというか……そ、そういうのは一時的なアレであって、絶対、間ま違ちがってもホンモノの気持ちなどではないのだと主張したいと言いますか……！」

「ごめんお姉ちゃん、何言っているか全然分からない」

　戸と惑まどうコノハに、自分は彼女をソファに押し倒たおす勢いで迫せまって同意を求めます。

「で、ですから！　自分は……自分は結局一貫してやはり『彼自身』は大だい嫌きらいというスタンスで、いいんですよね!?　間違ってないですよね!?　ねぇ!?」

「ええ!?」

　コノハは相変わらず意味が分からないといった様子で目を泳がせるも……しかし何かテキトーにでも結論出した方が良さそうだとでも考えたのか、突とつ然ぜんにこぉと歪いびつに笑って、コクコクと頷うなずきだしました。

「う、うん、あたしもそれでいいと思うなぁ、お姉ちゃん！」

「ですよね！」

「う、うんうん！　よく分からないけど、その、だ、誰だれかさん？　に対してお姉ちゃんが評価を改めるキッカケになった、その、良いとされる側面……」

「《ヤマさん》ですか」

「それもさ。きっとどうせ虚きよ構こうというか、見せかけだけのそれに違ちがいな────」

「そ、そんなことはないです！」

「!?」

　刹せつ那な、自分は突とつ如じよ完全にコノハを押し倒し、組み敷しいて、彼女に厳しい表情を向けました。突然の姉の豹ひよう変へんぶりにギョッとするコノハ。自分はしかし気付けば当初の論調も忘れ、思わず感情的に続けてしまっていました。

「や、《ヤマさん》を悪く言うのは妹だろうと許しません！　撤てつ回かいして下さい！」

「ご、ごめんなさい？　えっと……や、《ヤマさん》？　は素敵な方です」

「よろしい！」

　妹の言葉に自分は満足し、うむうむと頷く。…………。……………………？

　……………………はぅっ。

「…………ぬーん…………ぬーん…………」

「……あの、人の上で気持ち悪い鳴き声のお悩なやみモードに戻もどるのやめて貰もらえませんかね、チアキお姉ちゃん」

「………………ぬーん…………」




　結局この日、自分の異様な鳴き声は深夜まで星ノ守一家を悩ませたのでした。




　　　　＊




　例のボードゲーム会から更に二日が経過し、まさに夏休みも真っ盛りの八月初め。

「…………はぁ」

　自分、星ノ守千秋は、今日も今日とて、遮しや光こうカーテンに閉ざされた仄ほの暗ぐらい自室の中……デスクチェアの上で膝を抱えつつ、煌こう々こうと輝かがやくパソコンモニタを眺めていました。

　その画面に現在表示されているのは、自分の……《のべ》のブログ。元々更こう新しん間かん隔かくがまちまちではあったものの、それでも一週間に一度程度は、軽い開発進しん捗ちよく状じよう況きよう報告を行ってきたブログです。

　しかし現在……前回のブログ更こう新しんから、既すでに十日が経過していました。

　流石にそろそろ何か書かねばと、重い腰を上げ、パソコンを起たち上げて、ブログ編集ページまでログインしてみたはいいものの……最初の一文「ご無ぶ沙さ汰たしております」と書いたところまでで、ぴたりと手が止まってしまっている現状です。

　単純に、特にゲーム開発が進んでいないから何も書けない、という側面もあります。しかしそれならそれで、「今週はあまり開発が進みませんでした」と記せばいいだけの話です。実際、これまでもその手のブログは何度も書いてきました。

　なのに今回、それさえ出来ずにいるのは……それは、偏ひとえに……。

「…………なんか……これ……ケータに手紙書いているみたい…………」

　そんなことに改めて気付き、思わず自らの膝に顔を埋うずめます。

《ヤマさん》が、あくまで「遠くの知らない誰か」だった時点では、ブログで心の交流をすることになんの抵てい抗こうもありませんでした。

　だけど《ヤマさん》の正体を期せずして知ってしまった今。それでも変わらずにこれまで通りに《ヤマさん》と接することが出来る程……自分はサバサバもしていなければ、器用でもないわけで。

「…………あぁ、もぅ！」

　自分はくるりとチェアを回転させると、少し荒あら々あらしく床ゆかに降り立ち、のすのすと大おお股またで歩いて部屋を出ました。

　自室と違って明るいリビングに入り、特に大した目的もなく冷蔵庫を開け、しかしなんだかパッとしないのでそのまま閉じます。ちらりと視界に入ったサイドボード上のデジタル時計には、大きく午後二時三分の表記。日付は──。

「……あ、そっかそっか」

　そこであることに気付いた自分は、少しだけ考えた後、やはり気分転てん換かんも兼かねてお出かけすることにしました。そうと決まれば善は急げです。

　洗面所に向かって軽く髪かみを整え、お洒落しやれでは全くないものの人様に見せて恥はずかしくない程度の私服を身に纏まとい、小型のハンドバッグに財布とスマホを突つっ込みます。そうして自分の部屋を出ると、廊ろう下かを挟んで向かい側……恐おそらくは黙もく々もくと勉強しているのであろう、いつも妙みように静かな妹の部屋のドアをノックしました。

「コノハー？」

　途と端たん、中から何かガタンッと机に膝をぶつけるような音が漏れてきました。そのまましばらく静せい寂じやくの時間が過ぎたかと思ったら、ノタノタと重々しい足音が数歩分響ひびき、そして、カチャリとドアが開きます。

　中から顔を覗のぞかせた我が妹コノハは……勉強疲づかれのせいか、若干息を切らせ、お疲つかれの様子でした。隙すき間まから覗いた奥では、閉じられたノートパソコンの電源表示がチカチカと緑色に点灯しています。……いやはや、勉強にもパソコン使うなんて、うちの妹はホント姉と違ってエリートさんです。自分なんかはつい、「やってる感」を得るためだけに無む駄だにノート開いてガリガリ色々書いたりしちゃうんですけど。
















「な、なに、お姉ちゃん」

　そう訊たずねてくるコノハの目の下には、今日もうっすらとクマが滲にじんでいました。学校のある時はいつも完かん璧ぺきな容姿を保持していた彼女とは思えない程に、夏休み中のコノハには疲ひ弊へいが見られます。でもその実瞳ひとみはギラギラと妙な光を放っているのですから……それはいかにも「睡すい眠みん時間を削けずって」「何かに熱中している」人間の姿でした。

「（ああ、妹がこんなにも懸けん命めいに勉強して、今や評判のいい高校の生徒会長まで務めているというのに、姉ときたら……）」

　自分はこの状じよう況きように些いささか凹へこみながらも、なんとか笑顔でコノハに質問をします。……ちょっとだけ自分側の情報を隠かくして。

「えっとえと、その、お姉ちゃん所用でコンビニ行くけど、何か欲しいものとか……」

「あ、ファミ通買いに行くんだねお姉ちゃん」

　所用って言ったのに！　一いつ瞬しゆんで目的がバレてしまっていました。優ゆう秀しゆうな妹に、ファミ通やゲーム発売日にしか外に出ないと見み透すかされる姉って。……死にたい。自分、今、最高に、死にたいです。

　しかし優しい妹・コノハは、そんな姉を見下すことなく……むしろ、自分は勉強していたはずなのに、少々遠えん慮りよがちに姉へと注文してきます。

「えっと……だったら、エナジードリンクとか欲しいかも……。あ、も、勿もち論ろん、余よ裕ゆうあったら、ついでで良いからさ！　ついでで！」

　わたわたと、どこか酷ひどく申し訳なさそうに要望してくるコノハ。この子ったら……！　勉強して疲弊した状況で、ファミ通買いに行く姉にエナジードリンクをねだることのどこに、罪悪感を覚える必要があるというの……！　ホント、天使の子です！　自分みたいに日常的にゲームで疲弊しているひきこもり女とは大おお違ちがいです！

　自分は「らしくない」のを承知で自らの胸を叩たたいて「まかへてっ」と嚙かみながら応じると、コホコホと噎むせつつも廊下を歩いて玄げん関かんへと向かいました。

　と、背後から再びコノハの声が聞こえてきます。

「あ、そうだお姉ちゃん、買い物行っている間だけ軽くパソコン借りていい？」

「？　いいけど、どして？　コノハのノートＰＣは？」

　靴くつ紐ひもを結びながらそう訊ねると、コノハが嘆たん息そく混じりに応じてきます。

「あ、うん。実は軽く動画を見たいんだけど、あたしのノートＰＣ、激しい動きのある動画に弱いからさ」

「なるなる。ところでコノハ、なんの動画見るの？」

「うん、あたしの好きなバルドシリーズの新作ＯＰムービーを────」

「バル……？」

　あれ、今、なにやら優等生のコノハらしくない単語を聞いたような──と思って振ふり向くと、コノハはなにやら焦あせった調子で、奇き妙みように目を泳がせつつ、改めて言い直してきました。

「す、好きなバ、バンドの新作ＰＶをっ、見たいんだよね！　うん！」

「ははー……バンドのＰＶ……ですか……」

　相変わらず自分とはまるで趣しゆ味みの違う妹です。勉強時間の合間の息いき抜ぬきに軽くＰＶ見るとか、とても自分と同じお腹なかから生まれてきた女がすることとは思えません！

「と、とにかく、いってらっしゃい、お姉ちゃん！」

「あ、うん……じゃ、行ってきます」

　妹に半ば無理やり追い立てられるようにして玄関を出ます。……そうですよね……こんなグズグズな姉が家にいては、音楽の世界に浸ひたるのも難しいですよね……ぐすん。

　外に出ると、真夏の容よう赦しやない陽ひ射ざしが自分に照りつけます。自分は早速溜ため息いきをつきつつ、麦わら帽ぼう子しをぽふっと自らの頭に載のせました。が、コンクリートからの照り返しが強いせいか、結局大して涼すずしくもありません。

　防ぼう御ぎよ貫かん通つうダメージを受ける気持ちってこういう感じでしょうか……などととりとめもないことを考えながら、自分は陽かげ炎ろう立ち上るコンクリートの上をのたのたと歩きます。

　一番近所のコンビニに行くだけ……とはいえ、そこは、まあまあの田舎いなか。自分の歩行速度では十五分程はかかります。自転車に乗れば多少早いのですが、以前一度盗ぬすまれてしまって以来（結局すぐ戻ってきたのですが）、なんだか妙に乗る気になれません。別にトラウマがどうこうというレベルの話では全くないのですが、盗まれた際のあの妙な心の凹み方を考えると、そんなリスクを背負ってまで使う程の状況でもないか……とかって考えちゃうようになったといいますか。

「（……相変わらず、自分でもいやになるぐらい、消極的な性格です……）」

　ゲームを作って公開するほどに「自分を承認して！」という欲よつ求きゆうはあるのに、日常生活に波風が立つのは極きよく端たんに嫌きらう。それが自分、星ノ守千秋という人間でした。

　とにかく、予期しないこと、心の準備が出来ていないこと、というのがとにかく苦手なのです。しかもそれはトラブルのようなマイナスの事象に限りません。楽しいこと、嬉うれしいことだってそうなのです。

　たとえば知り合いに遊びに誘さそわれたりしても、まず、反射的に一回断わってしまうのです。なにはともあれ予定が狂くるうのが嫌いなので。でも、しばらくゆっくり考えると「あ、別に遊んでも良かったな……」などと改めて思えるのですが、そこから今いま更さら「やっぱり行く」と言い出すような勇気はなく、結果、常習的に付き合いの悪い人間となりました。

　で、そうなると余計に自分だけの時間……ゲームをやったり作ったりのスケジュールで合間を埋めるようになり……気付けば自分は、自分でもいつの間に出来上がったのか分からない程の巨きよ大だいな壁かべの中に閉じ込められてしまっていました。

　あちら側からは勿論、こちら側からも、もはやどう越こえていいのか分からない、壁。

　そんな自分でも辟へき易えきする程に高く聳そびえてしまった心の壁を……だけど自分だって似た者のはずなのに不格好な勇気を持って乗り越えてきてくれたのが、雨野────。

「（っ！　今の、なしです！）」

　炎えん天てん下かを歩いていると、とりとめもないことばかり考えてしまいます。

　自分は麦わら帽子をぎゅうっと深く被かぶり直すと、フリーゲームの新作構想を練りながら歩きます。

　が、結局はコンビニに辿たどり着くまで、自分にしては珍めずらしく……奇き抜ばつなストーリーアイデアの一つさえ、湧わいてきてはくれませんでした。




「らっしゃっせー」

　気け怠だるげな店員さんの挨あい拶さつと、汗あせばんだ肌はだにはキツイ程の冷れい房ぼうに迎むかえられつつ馴な染じみのコンビニへと入店します。

　自分はそのまますぐに右に折れると、少し気合いを入れ直して一目散に雑誌コーナーを目指しました。というのも、このコンビニはファミ通入荷数が少ないのか、発売日に訪れてもあったりなかったりなのです。こんな暑い日に、更さらに遠くのコンビニまで行くのはしんどくてイヤです。

　というわけで自分は雑誌コーナーを集中して観察すると、その中に一部だけ、パチンコ雑誌などに紛まぎれて雑に置かれていたファミ通を発見。勢いよく手を伸のばしました。

　が、その瞬しゆん間かん……。

『あ』

　同時にファミ通に手を伸ばしたらしき人と、完全に手が重なります。

　自分の白い手が、誰だれかの（これまた同じぐらい白い）手を覆おおいます。

　突とつ然ぜんのことに身体からだが強こわ張ばり、手はそのまま、首をゆっくりと回して視線を移動させます。と、そこには自分と全く同様の動きでこちらを確認してきた人間が──

「…………え、チアキ……？」

「な……な……なんでケータがここに……」

　──緊きん張ちようの面持ちでこちらを見る、宿敵、雨野景太の姿がそこにありました。

『……………………』

　二人……対人スキルやトラブル対処能力が極端に低い者同士、どうしていいのか分からず、ただただ無言で時が静止したように見つめ合います。

　結果そこには、同じ書しよ籍せきに手を伸ばす男女という、表面的には実にラブコメっぽい構図が……。

　しかし実際はファミ通の上で手を重ねて牽けん制せいし合うオタク男女という、かなりしょっぱい光景が展開されたのでした。




　　　　＊




「怪あやしい怪しいとは思っていましたが、やはりストーカー気質でしたか……」

　手早く買い物を終えコンビニを出て星ノ守家へと帰宅する道すがら、自分は雑誌とエナジードリンクの入ったビニール袋ぶくろを片手にダブルソーダを頰ほお張ばります。

「いや、だから、違ちがうって！　自じ意い識しき過か剰じようワカメ女！　あ、でもアイスありがとう」

　そんな自分にいつもの悪態をつきながら、それでもキッチリ感謝は述べつつ、先程自分と半分こしたソーダアイスの片割れをシャリッと齧かじるケータ。

　自分は彼を振り向きもせず、ムスッとそれに応じます。

「勘かん違ちがいしないで下さい。自分がこのアイス食べたかっただけです。でも全部だと、なんか多いですし、今日の暑さだと家までもたないから貴方あなたに分けただけで……」

「ああ、うん、それ分かる分かる。よく考えたら他のアイスと同じ分量ぐらいなのに、いつも兄弟で分ける習慣ついているせいか、ダブルソーダって一人で全部食うと妙みような罪悪感あるよね」

「あ、ですです！…………。…………っと、こほん、五月蠅うるさいですよ、ストーカー」

「い、いや、だからさぁ……」

　肩かたを落としながら自分の隣となりにモヤシチビ野や郎ろう改めモヤシチビストーカー野郎が並びます。くたびれたジーンズにポロシャツという、その実にラフな格好は、とても女子の部屋を訪れようとする男子のそれではありません。……まったく……。

「（って、いや、べ、別に自分は気合い入れて来て欲しかったわけでもないですけど！）」

　逆にそれはそれで引きますし。そういう意味で彼の服装は最善のはずなのですが……なぜでしょう、妙に腹が立ちます。だって、天てん道どうさんの家に行くなら絶対もっと……。……いえ、やめましょう、不毛です。天敵だから、なにしても、腹が立つ。それだけです。

　彼はアイスを手に、なにやら、しどろもどろに説明してきます。

「ホント、その、タイミングが悪すぎただけというか、正直自分でもキモイ状況なのは重々認識しているのでなんとも言い返しづらいとこではあるのだけれど、でも、ほら、さっきザッと説明したように、理由はあるわけで」

「……前回うちに来た時に、忘れ物をしたとかなんとか、ですか」

「そ、そう、それそれ」

　自分がジロリと睨にらむと、ケータはこの炎天下なのに半はん袖そでからのぞく二の腕うでを寒そうにさすりながら、少し視線を逸そらしつつ答えてきました。

「いや、分かるよ。同学年女子の家に忘れ物取りにくるなら、連れん絡らくの一つも入れないのおかしいだろって僕も思うよ。けど、一つだけ、言い訳させてほしい」

「なんですか。事と次し第だいによってはホント警察に──」

「チアキさ、スマホの電源って、入ってる？」

「────へ？」

　言われて自分はハッとし、おもむろにポケットからスマホを取り出して電源ボタンを長押ししてみます。……無反応。……完全に充じゆう電でんが切れていらっしゃいました。

　それを見ていたケータが、やれやれと嘆息します。

「僕だってそりゃまずは連絡入れたさ。しかも一昨日おとといから。最初はメール。一日経たっても返ってこないから、次は電話って。だけどそれでも全然繫つながらないからさ。もしやと思ったら、案の定だよ。……っていうかチアキ、イマドキよくスマホ充電忘れたまま二日放置するね？　友達はいないかもだけど、アプリとか遊ばないわけ？」

「え？　えとえと、い、いえ、その、なんといいましょうか……」

「？」

　突然しどろもどろになる自分を見て、首を傾かしげるケータ。自分はすっかり充電の切れたスマホの暗い画面を見つめます。そこに映るのは、明らかに狼ろう狽ばいした自分の顔。

「（しまった……！　ブログで交流ある《ヤマさん》と、ソシャゲの戦友たる《ツッチー》の正体がどちらもケータと知ってこの方ずっと動どう揺よう中で、とにかく一いつ旦たん距きよ離りをとろうとしすぎた結果、必要以上にスマホを遠ざけてしまっていました……！）」

　自分なりに状じよう況きようは理解出来ました。けれど、この理由をそのままケータに説明するわけにもいきません。

　自分は改めて顔を上げると、ケータに……とりあえず、テキトーな言い訳をしておきました。

「えとえと、じ、自分ぐらいになると、夏休み中はスマホをチェックも出来ない程に、男達から引く手数多あまたでしてね。海に、山に、遊園地にと、大おお忙いそがしですよ。ふぅ」

「いやお前それは雑な言い訳にも程があるだろう」

「け、ケータが自分の何を知っているというのです！」

「カラダ」

「な」

　動揺して頰ほおを染めアイスを落としかける自分を、ケータは無感情な瞳ひとみで指差してきます。

「夏を遊び倒たおしているヤツの肌じゃないだろ、その不健康な肌は……」

「ど、どうしてケータがそんなことを言えるのですか！」

「…………。…………僕も、全く同じ肌感を誇ほこっているから、かな……。…………」

　どこか遠い目で入道雲を見つめる、友達の少ないもやし男。

「…………なんかごめんね？」

　いかな宿敵といえどこれに関しては素直に謝罪する自分。そうして二人、肩を落としながらシャリシャリとアイスを食べつつ無言で歩くこと数十秒。

　自分は話題を仕切り直しました。

「自分のスマホ事情はさておき！　実際ケータの忘れ物なんて、うちで見かけた覚えがないのですが？」

「ん？　ああ、それね。確かに僕が忘れ物してたら、そっちはそっちで気付きそうなものだよなとも思ってはいたんだけど……ちょっと考えたら、それが、そうとも言えない可能性もあるのかなって」

「？　なんか凄すごく小さいものとかってことですか？　雨野景太等身大パネルとか」

「隙すきあらば流れるように罵ば倒とうしてくるなお前。違うよ。小さいものとかじゃなくてさ」

「小さくなくて、でも自分が見み逃のがすもの……はて。ケータだけが魔ま眼がんで認識出来る、自らに封ふう印いんされた悪あく魔まの禍まが々まがしい魔ま力りよく残ざん滓しとかですか？」

「そちら側から僕に中二設定ぐいぐい押し付けてくるとか、なにその新しい嫌いやがらせ」

「いや、実際ケータだったらそろそろ前借りで軽く魔ま法ほうとか使えそうですし」

「前借り？」

「ほら、よく言うじゃないですか、三十歳まで童どう貞ていだと──」

　そこまで言ったところで突然、ケータがペシィッと軽く自分の頭を叩たたいてきました。正直別に痛くも痒かゆくもない絶ぜつ妙みようなソフトタッチでしたが、叩かれたという事実がなんか腹立たしいです。なので、自分も軽く彼のなまっちろい二の腕をペシッと叩いてやりました。と、露ろ骨こつにムッとする雨野景太。小こ賢ざかしい理論武装をかざしてきます。

「……公共の場で放たれかけていたチアキの下品な物言いを素早く止めるべく放った僕のソフトツッコミに対して、こちらが反はん撃げきうける道理がわからないんですけど」

　そんな屁へ理り屈くつを言いながら、また自分の頭をふわっと叩いてくるケータ。……イラッ。

「言葉のツッコミならばまだしも、暴力を受ける謂いわれは全くありませんので、ええ」

　言いながら、こちらも彼の腕をぺしり。景太の頰肉がひくっと動きます。

「暴力という意味じゃ、髪かみを撫なでる程度のこちらのアクションに対して、肌はだに直接ぺちりとやってくるそちらの方が暴力性あると思うんだけど」

「でもでも髪は女の命ですからね」

「乾かん燥そうワカメのクセに？」

「はいアウト。そこのチビ、セクハラですー。いやですねー、あー、いやですねー、これだからすぐ女性に暴言吐はくチビもやしヒキオタ野郎は……」

「だったら自分の暴言にも気付けよ！　っていうか、お前の僕に対する反撃はなんかイチイチ『ちょい増し』じゃね!?　地味に文句を言い辛づらい『１．２倍返し』程度の絶妙ないやらしさというか！」

「いやはや、相変わらず色んな意味でちっちゃい男ですね。……も、もも、も、勿もち論ろんシモ的な意味でも」

「最低暴言にも程がある！　というか言った当人さえ若干引いているじゃないか！」

「あ、どうでもいいですけど、最低暴言とレディボーデンってちょっと語感似てますね」

「ホントにどうでも良くてびっくりだな！　今このタイミングでそれいる!?」

「あ、それで、なんでしたっけ。ケータが自分に『僕のシモがどうなのか、その目でしかと確認しやがれー！』的な性犯罪的行こう為いを仕し掛かけたところでしたっけ」

「おおう、いよいよ、ガチの冤えん罪ざい被かぶせてきやがりましたよこのワカメ」

「…………。……あ、すいません、流石さすがにちょっと行き過ぎたので、今のはナシで」

「あ、うん、こっちもなんか大おお袈げ裟さにしすぎてごめん。ツッコミテンション高すぎた」

「…………。さて、とにかくケータは即そつ刻こく攻こう撃げきをやめて下さいです！」

「いやいや、それはこっちの台詞せりふだよ！」

　そんな口論を繰くり広げながらも、互たがいにペシペシと叩き合う二人。……勘違いされると困るのですけれど、自分は普ふ段だん、こんな簡単に男性とスキンシップを取るタイプじゃありません。これはあくまで相手がケータだからの対応であって。勿論、ケータ側だってそのはずです。たとえばこれ、暴言を吐いたのが天道さんとかだったら、ケータもこうはならないはずで。そういう意味では、自分とケータは互いに唯ゆい一いつ無む二にの……。…………。

「？　お？　ど、どうしたチアキ。やり返さなくて……いいの？」

　さっきまで「やり返すな」という趣しゆ旨しの発言をしていたのに、それが突とつ然ぜん止やむと、妙に不安そうにしてくるケータ。

　自分はぷいっと顔を背けつつ、しどろもどろで答えます。

「えとえと……こ、攻撃のためにケータに触さわるのもいい加減気持ち悪くて辛つらいので、ここで折れてやるだけです」

「ひ、人をまるで毒カウンター持ち雑ざ魚こ魔ま物ものか何かのように……！　女子からの『触りたくないほどマジキモイんですけど』宣言が、ヒキオタぼっち男子にとってどれほどの大ダメージか分かってんのかお前……！…………くぅ」

　ケータがしょんぼりと項うな垂だれます。

　……そういうつもりは実際全くなかったのだけれど、なぜか期せずして口論で勝ってしまった。珍めずらしい。……どうしよう。

　しばらく無言でアイスを食べながら歩く自分達。昼間の住宅街に人ひと影かげは殆ほとんどありません。また今日に限って蟬せみが全く鳴かないものだから、沈ちん黙もくが重くて重くて困ります。

　と、そんな折、先にアイスを食べきったケータが棒を手持ち無ぶ沙さ汰たに振ふりながら、嫌な空気を払はらうように切り出してきました。

「そ、そうそう、なんか脱だつ線せんしたまんまだったけど、それで、僕の忘れ物の話」

「あ、ああ、そんな話してましたね。結局なんなのですか？　実際自分、本当に心当たりないのですが……」

　いくら目立たない物だったところで、本来我が家に無かったものが増えてて気付かないハズなさそうなものですが。

　そんな風に考えていると、ケータは意外な答えを口にしてきました。

「僕の忘れ物は、ＩＣ乗車カードの入ったパスケースだよ」

「？　パスケースですか。そんなのあったら、自分、気付きそうなものですが……」

　家族の誰だれの物でもないパスケースなんて、すぐに気付いて当然です。

　しかしケータは「それなんだけどさ」と、なぜか照れ臭くさそうに切り出してきました。

「もしかしたら、僕のそれ、星ノ守家の中で違い和わ感かんなかったんじゃないかな」

「？　えっとつまり、それはどういう……」

「だからさ。……その、僕とチアキって、非常に不本意だけど、一部除いて感性共通しまくりだったりするでしょ？　だから……」

「……あ、あー、なるなる……」

　ふとそこで自分も彼が言わんとしていることを察し、アイスの最後の一口をかぷりと食べきると、少し前のめりに確認します。

「……ケータのパスケースの外見って、もしかして、紺こん色いろで二つ折りで──」

　そのまま自分は、『自分の』パスケースの外見を述べていきます。ケータはそれら全ての情報に、苦笑いしながら頷うなずき返したのでした。

　自分は呆あきれるように額へと手をやりながら呟つぶやきます。

「…………傷や汚よごれの特とく徴ちようまで丸被かぶりって、なんなんですか……」

「本当にね。半ば予想していたこととはいえ、僕も引くわ。で、どう？　僕のパスケース、星ノ守家にありそう？」

　そう訊たずねられ、自分は少し考えてみます。

「……言われてみれば確かに先日、パスケースを居間で見つけて片付けた気もします。サイドボードの上とかに。でもでもよく考えたら、夏休み入ってから全然バス乗ってないので、自分の本物のパスケースは、鞄かばんに入りっぱなしじゃなきゃおかしかったのかも……」

「そっか。まあ他で落としている可能性もあるけど、やっぱり最初にここに取りに来て正解だったかな。とはいえ確かに、急に家に押しかけたことは、ホント申し訳ない」

　ぺこりと頭を下げるケータ。……普段から互いに「天敵」呼ばわりな割には、こういう部分ではキッチリ頭下げちゃうあたりが実に小市民です。……自分も。

　自分はなんだかむず痒がゆくなってきて、つい、挑ちよう発はつ的なことを言ってしまいます。

「で、でもでも、ケータみたいな、ぼっちの引きこもりなら、夏休み中はパスケースなんて必要なさそうなものですし、急いで回収しなくて良かったんじゃないですか？」

　こちらは少し意地悪な攻撃意図があってのことでしたが、意外にもケータはいつものようにノッてはこず、少し照れ臭そうに頭を搔かきます。

「ああ、うん、まあ、そうなんだけどさ。その……今年は例年とはちょっと違ちがう夏休みになりそうだから、早めに回収しておきたいなって」

「例年と違うって何が────あ」

　そこで自分は彼が現状一応は『カノジョ持ち』であることを思い出し、思わず閉口してしまいました。ケータもまた自分でその手の発言をするのには全く慣れていないのか、照れて何も言えない様子であり、不思議な沈黙が二人の間に流れます。

　自分はちらりとケータの顔を盗ぬすみ見ると、改めて考えました。

「（……それにしても……今の様子を見ても、どうも、事前の自分の認識とは若干ズレているっぽいですね……ケータと天道さんの交際関係）」

　元々自分は、天道さんがお情けで……ケータがあのアグリさんという悪女から逃のがれるために仕方なく『恋こい人びと役』を請うけ負ってくれているのだとばかり思っていました。

　けれど……前回皆みんなで我が家に集まってボードゲームに興じた際、どうにもそれだけとは思えない何かを感じたのも、また事実でして。

「（アグリさんもあの場に居ましたから『仲良しアピール』をしていただけの可能性もありますが……それにしては随ずい分ぶんと自然な仲の良さだったと言いますか……）」

　少なくとも自分が知る限り、雨野景太という人間はそこまで器用に演技が出来るタイプなんかではないわけで。完かん璧ぺき人間たる天道さんの方はさておき、です。

「（もしかして……恋人を演じる中で、本当に心の距きよ離りが近付いた的なアレでしょうか）」

　ラブコメ定番の展開すぎて現実にあるとは考えもしませんでしたが、演技とはいえデートなどで一いつ緒しよに過ごす時間が増えれば、実際に仲良くなっても何もおかしくないです。……うん、そうです。別におかしくは……。…………。…………。

「（あ、あれ、なんでしょう。この論理に何か破は綻たんでもあったでしょうか？　ケータと天道さんの交流を想像する程に、自分の胸に込み上げるこの謎なぞのモヤモヤは一体……）」

　と、自分が思考の迷路に迷い込んでいると、空気を改善しようとしたのか、ケータが苦笑い気味に喋しやべり出します。

「ま、まあ、とはいえ現時点で具体的なデート予定とかあるわけでもないんだけどね」

「あ、ああ、そうなんですか。……じ、自じ意い識しき過か剰じようでキモイですね、ケータ」

「う、うるさいなぁ、チアキは」

　そんな、文言だけはいつも通りの……だけどどこか微び妙みように上手うまくいっていない口くち喧げん嘩かを交わしながら、人気のない昼間の住宅街を歩きます。

　……自分は何気なくスマホを取り出すと、真っ暗な画面を見つめて溜ため息いきをつきました。

　と、横からその様子を不思議そうに見ていたケータが、突然何かを思い出したように声をあげます。

「あ、そうそう！　この前はなんだかんだでちょっと聞きそびれちゃったんだけどさ。チアキって、僕と同じソシャゲやってたりしない？」

　ぎくり。突とつ然ぜん核かく心しんへと切り込んできた彼の言葉に、自分の身が強こわ張ばります。

「な、なんの話でしょう？」

　びくびくしながらもなんとか平静を装って訊ね返します。するとケータはポケットから自分のスマホを取り出し、なにやらアプリを起動させ始めました。

「えーと、ちょっとタイトル難しいから直接……ああ、これなんだけど」

　そうして、そのままタイトル画面をこちらに見せてきます。

　と、そこに表示されていたのは、まさに……《のべ》と《ツッチー》を……自分とケータを運命的に結びつけているソシャゲ、そのもので。

　自分は内心激しく動どう揺ようしながらも、咄とつ嗟さに顔を背け……そうして気付いた時には──

「い、いえ、やってないですね、ええ！　これっぽっちも、まったく！」

　──全力で否定してしまっていました。

　ケータが不可解そうに眉まゆを顰ひそめます。

「え、そうなの？　うーん……うろ覚えだけど、前回一緒に遊んだ時、なんか同じタイミングでイベント通知来てたりしたような……」

「た、たまたま、違うソシャゲやっている自分とタイミング被っただけじゃないんでしょうかね、ええ」

　自分でも自分がなぜ噓うそをついているのかが分かりません。これが互いにとって良いことなのか悪いことなのかさえ、全く。けれど少なくとも、現状、自分側の心の準備が全く出来ていないことだけは確かであり……。

「うーん、そっかぁ。残念」

　ケータはそれ以上特にしつこく追つい及きゆうすることもなく、スマホの画面をオフにしてしまいました。……………………。

「（あ、あれ、なんでしょう、自分の中に今、凄すごく残念に思う自分がいたような……）」

　……い、いえ、違います！　き、きっと、それはただ「誰かとゲーム話がしたい」という欲よつ求きゆうのせいです！　け、決して、ケータに、自分との運命的な繫つながりを知って貰もらいたい、なんていう女々しい感情からじゃないはずです、ええ。それはもう、絶対に！

「ど、どうしたのチアキ、急に強く拳こぶしを握にぎり込んだりして！」

「いえ、なんでもないです！　ただ、自分の中から弱い自分を駆く逐ちくしただけです」

「このぬるい日常の一場面で急に!?　なんで!?」

　ケータが、わけがわからないといった様子で目を白黒させています。……いい気味です。自分だけ悶もん々もんとさせられるのは不公平ですから。…………。

「（でもでも、だったら……やはり、全て打ち明けた方が、自分のためなのでしょうか？）」

　改めてその可能性を検討します。

　これまで、なんとなく流れで隠かくしてきてしまいましたが……実際、この事実を必死に隠さなきゃいけない理由なんて、これといってないはずなのです。

　勿もち論ろん、自分の作品を知り合いにプレイされていたことが恥はずかしい等の理由から、些さ細さいな抵てい抗こう程度がないではないですが……その程度は、今いま更さらでもあり。むしろ、ケータと……自分の理解者と堂々と自作やソシャゲや《のべ》の作品について語れる機会を持てるというメリットの方が、遥はるかに大きいはずで。

　なのに、自分は……自分は、どうしても、踏ふん切りがつきません。

「（どうして……）」

　悶々としながら歩く間にも、どんどん自宅は近付いてきます。到とう着ちやくまで、せいぜいあと二分程度。そこで彼とは……忘れ物のパスケースを渡わたして、さようなら。そのまま夏休みの終わりまで、少なくとも二人で会うことは、絶対ないでしょう。

　だって自分とケータは、現状、その程度の関係ですから。同じゲーム同好会として多人数で会うことはあるし、顔を合わせればこうして互たがいにどこか心地ここちの良い口喧嘩を交わせるものの……けれど、やっぱり、それだけ。恋人や親友なんかでないのは勿論、そもそも友達かどうかさえ怪あやしいレベルで。

　天敵。ライバル。犬けん猿えんの仲。そんな表現が最も正解に近い間あいだ柄がらで。だけど……。

　……そんな現状を、自分は……自分は……。

「……僕も、変えたかったんだよね」

「!?」

　突とつ然ぜんケータが前を向いたまま語り始めます。心を読まれた気がして自分が驚おどろき、言葉を返せずにいると、彼は頰ほおを照れ臭そうにぽりぽりと搔きながら続けてきました。

「弱い自分をさ。……ほら、さっきチアキ、弱い自分がどうこうって話してたでしょ」

「あ、ああ、それですか……」

　自分との関係性を、という話じゃなかったことに、思わず息を吐つきます。

　彼は照れ臭そうに……それでいてどこか苦々しい顔で、続けてきました。

「パスケースさ。チアキの言う通り、実際、すぐに必要なものじゃなかったんだ。さっきも言ったけど、現時点で何か具体的な予定もないからね。だから、不作法にもいきなり女の子の家に押しかける必要なんか、本当はない。けれど、それでも今日、こうして『らしくない』勇気を出して動いたのはさ……」

　そう言って自分を振ふり返ったケータの顔は、以前までと少し違って、相変わらず頼たよりないながら、どこか、逞たくましくて。

　思わずドキリとする自分に……彼は、苦笑いを見せます。




「少しでも近付きたいと思ったからなんだ。……天道さんに」




「……天道……さんに……」

　ズキリと胸に鋭するどい痛みが走ります。自分のその表情を、彼は「のろけへの不快感」とでも捉とらえたのか、少し慌あわてた様子で続けてきます。

「あ、いや、ちがくて！　ああ……ち、違わないのかな？　その……僕みたいな人間は、パスケースが手元にないっていう、そんな本当に些細な事実をさ。この夏休み中に自分から天道さんを誘さそわない口実とか、誰だれかからの呼びかけに応じない理由に使いかねないから……。そういう馬ば鹿かげた自分の逃にげ場をなくすために、今日、あえてパスケース取りに来たとこ、あるんだ。はは……いやホント、自分でも情けない限りだよ」

「…………そ……」

　そんなことはない、と言いかけた自分を、慌てて押しとどめます。……それは、どう考えても「天敵」の言葉じゃ、ないから……。……でも……でも……。

「（自分の弱さを認めて、その上で、なおそれを克こく服ふくしようと前に踏み出す行こう為いは……本当に弱い人間に出来ることじゃ、ないですよ……）」

　目の前の男子に対して、そう、心から尊敬の念を覚えたものの……自分と彼の今の関係性でそれを口にするのは、なんだか、凄く難しくて。

　ケータはやれやれと嘆たん息そくして肩かたを落とします。

「なんだか僕、前にも、同じように、勇気を振り絞しぼってチアキを訪ねた気がするなぁ」

「ああ、最初に話しかけてきた時ですか。確かにあの時も相当挙動不ふ審しんでしたよね」

「う、うるさいなぁ。同学年で交流が一切ない異性に『友達になって下さい』的用件で話しかけるというハードルの高さ、僕と同類のチアキなら分かるだろう？」

「……確かに、想像するだけで身み震ぶるいが止まりません」

「だろう？　上うえ原はら君への義理があったとはいえ、よくやったもんだよ、僕……」

「うんうん、今思えば、ケータらしくない行動にも程があるかもです」

「ホントだよ。まあ、相手がチアキだったから良かったけどさ……」

「え？」

　自分は思わず歩行速度を緩ゆるめてしまうも、ケータは特に気にすることなく続けてきます。

「あんなに一いつ生しよう懸けん命めい、目の前で楽しそうにゲームされたらさ。異性が故ゆえの気後れなんか忘れちゃうって。実際あの時は嬉うれしかったなぁ、心からの仲間を見つけたみたいで」

「…………」

「まあ結局すぐにそれは勘かん違ちがいだったと──って、あれ、チアキ、どうした？」

　すっかり遅おくれてしまった自分を、ケータが不思議そうに振り返ります。

　自分はハッと顔を上げると、慌てて……いつもの悪態をつきました。

「ふ、ふんっ、こちらはいい迷めい惑わくですよ。ケータ。自分がゲームに熱中してたら、いつの間にかキモイ男子に鼻息荒あらく見守られていた女子の気持ちとか、考えたことあります？」

「ぐっ!?　僕の小さな武勇伝を全否定って……心折りにきているにも程があるな！　というか実際折れたよ！　ごめんなさいチアキさん！　なんかホントごめんなさい！」

「まあ、結果的に上原さんとも知り合えたので、許してやらないことはないですけど」

　胸を押さえて呻うめくケータを笑いながら見つめつつ……自分はふと、確信します。

「（……やっぱり……自分……変えたい……かも……です）」

　胸元できゅっと小さく拳を握ります。……もう、認めざるを得ません。




　自分は、雨野景太と、もっと、もっと、こうして二人で、話したいのだ、と。




　その気持ちが最終的にどこに繫がっているかまでは、今はまだ考えられません。恋こいだの愛だの友情だの、そんな分かりやすい分類がきく気持ちでは、ないのだと思います。

　けれど確かなのは、前に進みたい、という意志で。それが正解か間ま違ちがっているかなんて分からないけれど……分からないからこそ、自分は、自分の気持ちに従うまでであり。

「（となると……偶ぐう然ぜんにも二人きりになったこの貴重な時間の間に、何かアクションを起こさないと……）」

　アクション……そう……現在自分の持つ手札の中で、関係性を劇的に変えられるカードなんて、一つしか、ありません。……そう……家に着くまでのこの時間内に、自分は、彼に、《のべ》と《ＭＯＮＯ》の正体を、彼に……！

「…………よし！」

　自分は遂ついに決意を新たにして顔を上げます。もう、自分は迷いません！　同類たるケータが、ミジンコなりに、ここまで精せい一いつ杯ぱいの男気を見せてきたのです！　自分だって、我が家に到着するまでの間に頑がん張ばれば……！

「あっと。そんなこと話してる間に到着したね、星ノ守家」

「え」

　突然のケータの言葉に、自分はハッとします。

　そうして改めて目の前を見ると、そこにはまさに『星ノ守』という表札。

　…………。

　自分は無言で玄げん関かん前の小さな門をきぃと押し開くと、力なく微笑ほほえみつつケータを中に促うながします。

「………………はーい……どうぞぉ…………」

「こんなに歓かん迎げいされない『どうぞ』を聞いたの、僕生まれて初めてだよ！」

　自分も、我が家に到着してこんなにガッカリしたのは、生まれて初めてのことでした。




　　　　＊




「お、お邪じや魔まします」

　酷ひどく恐きよう縮しゆくしながら小さい声でそう挨あい拶さつしつつ、靴くつを脱ぬぐ雨野景太。

　自分は先に家に上がりつつ、彼を振り向いて声をかけます。

「今、親いないのでそんなに緊きん張ちようしなくていいですよ」

　と、そこでなぜか廊ろう下かに上げかけた足をぴたりと止める彼。何事かと思って様子を覗うかがっていると、ケータは真しん剣けんな表情でなにやら検討を始めました。

「……相手が海かい藻そう類とはいえ、女子一人だけの家に男が上がり込むことは、天道さんへの背信行為にあたるのではなかろうか……」

「は、背信行為って。……はぁ、安心して下さい、部屋には妹がこもってますので」

「あ、そうなんだ。ふぅ、良かった。では、お邪魔します」

　ホッと胸を撫なで下ろして廊下に上がり、自らの靴を整えてから自分に続いてリビングに入ってくるケータ。…………。

「（……よく考えたら、自分一人だけより、若い女子が二人いる家に上がりこむ方が罪は重い気がしないでもないですけど……面めん倒どうそうだから言わないでおきましょう）」

　変に意識されてドギマギされたらたまったものじゃない。

　自分が雑誌や飲み物の入ったコンビニ袋ぶくろをテーブルに置くと、ケータはリビングに入ってすぐのところでキョロキョロと辺りを見回していました。……挙動不審です。

「あのあの……椅い子すに座っていいですよ、ケータ」

「あ、いや、でも、家入る前にも言ったけど、ホントお構いなく。パスケース回収したらすぐ帰るからさ」

　そう言いながら、パスケースを探すケータ。……くっ。

「（こ、こちとら早々に帰られたら困るんですよ！　せめて正体明かす会話だけでもする時間稼かせがないと！）」

　自分はさりげなく脇わきのサイドボードから彼のものと思おぼしきパスケースを回収すると、それを後ろ手に持ちつつ彼に提案します。

「む、麦茶ぐらい、飲んでいったらいいんじゃないでしょうかね、ケータ」

「え？…………。…………。…………雑ぞう巾きんは…………」

「絞しぼり汁じる入れるような嫌いやがらせとかしないですから！　どんだけ自分を敵視しているのですかっ！」

　自分達の関係性、絶望的すぎにも程があります！　以前は気になりませんでしたが、歩み寄ろうとしている現在としては、厄やつ介かいにも程がありました。

　彼は苦笑いしながら謝罪してきます。

「ご、ごめん、なんかこう、僕、今、どうしていいのか分からず……」

「普ふ通つうにしてて下さい」

「やーいワカメワカメ」

「うんうん、確かにケータの通常営業ですが──次それやったら殴なぐる」

「すいませんでした」

　途と端たん背筋を伸のばして椅子にしっかり着席するケータ。彼は遠い目でベランダの外を見つめ、そして……なぜか、急に気まずそうにふいっと視線を逸そらしました。

　何事かと思って自分も外を見ると、そこには……。

「あ」

　星ノ守家の洗せん濯たく物ものが干してありました。当然、そこには自分達の下着も……。

「み、見ないで下さいっ、変態！」

「ご、ごめん！　えっとえと、じゃあ、やっぱり僕はパスケースだけ貰もらって帰──」

「やはり許可します！　存分にご覧下さい！」

「どういう心変わりなのそれ!?　い、いや、見ないよ、見ない！」

　言いながら、そそくさと反対側の席……ベランダに背を向ける方へと移るケータ。

　それから、自分と彼はそのまま数秒ジーッと視線を戦わせます。

「…………ほ、ほう、自分の下着なんか一秒たりとも見たくないと、そういうことですか、ケータ」

「いや、だから、なんなのチアキのそのテンション。キャラがブレブレじゃないか、今日」

「う、うるさいですね」

「本当なら、外にコンブを干しておいてほしかったぐらいだよ」

「海藻キャラを守る義理なんかないです！　ケータこそ、最近『アント○ン』にお株を奪うばわれ気味なんじゃないですか!?」

「僕だって身長のミニマムさでは売ってないわ！」

　そのまましばらく睨にらみ合いを続け、最後にはふんっと顔を背け合います。

　…………。…………。

「（…………って、あれぇ!?　自分、彼と仲良くなろうとしていたんじゃ!?）」

　なんなんでしょう、この、自分達の犬けん猿えんの仲度合い。息をするように喧けん嘩かは出来るのに、歩み寄るハードルが高すぎやしませんか。

　自分はガラスコップを食しよつ器き棚だなから取り出し、冷蔵庫に手をかけます。が……。

「（駄だ目めだ、このままだとコイツ、麦茶をグビッと飲み干して帰宅コースだ。……でも、こっちも全然気持ちの整理出来てないし……。こ、こうなったら、とにかく一いつ旦たん時じ間かん稼かせぎを……！）」

　そう考えた自分は、「あ、あー！」と素すっ頓とん狂きような声を上げ、ケータを振ふり返ります。

「さ、先に、一旦スマホを充じゆう電でんしに、自分の部屋に行ってきていいでしょうか！　その、大事なメール来ているかもなので！」

「え？　あ、うん、別にいいけど……。あの、それだったら僕、本当に麦茶とかいいからさ、パスケースだけ……」

「じゃ、ちょっと『待ってて』下さいです！　ささっと行ってきますので、ええ！」

「え、ちょ、チアキ──」

　戸と惑まどうケータに構わず、自分は彼のパスケースを隠かくし持ったまま、そそくさとリビングを出ます。

　玄関へ続く廊下の途と中ちゆう、自室に続くドアを開けると、そこには相変わらず陰いん気きな光景が広がっていました。

　遮しや光こうカーテンのせいで酷く薄うす暗ぐらい部屋を、パソコンモニタの灯あかりが煌こう々こうと照らします。

　途端、自分は落ち着くと同時に……なんだか、酷く滅め入いった気分になってしまいました。

「（こんな本質を……自分は、本当に、晒さらしたいのでしょうか？）」

　とぼとぼとパソコンデスクの前まで行き、充電コードをスマホに繫つなぎつつ、スクリーンセーバーの起動したモニタをぼんやりと眺ながめます。

　普通ならこんな部屋に象しよう徴ちようされる陰気な自分など、進んで披ひ露ろうしたくはない一面です。けれど相手が《ヤマさん》なら……《ツッチー》なら……。

「…………ケータ、なら…………」

　ぽつりと呟つぶやいた声が、仄ほの暗ぐらい闇やみに溶とけていきます。

　…………。

　自分は充電中のスマホの電源ボタンを押し込んで起動を待ち、それから、何気なく、例のソシャゲを起たち上げてみました。

「……ああ、ログインボーナス、貰いそこねちゃいました……」

　以前はゲームを疎おろそかにすることなんて、絶対なかったのに。友達からの誘さそいを断わっても、ゲームのスケジュールは忘れない。それが自分、だったのに。




　今は……色んな意味で、雨野景太が、自分の時間を、心を、奪っていく。




　何気なくソシャゲのメニューを進み、最近《ツッチー》と互たがいに送り合ったメッセージを開きます。

「がんばろ」「ありがと」「たすかった」「どういたしまして」「やったね」「やったね！」

　そんな本当に簡素な……簡素にも程がある、ただの、数文字だけの交流。

　けれど、なぜでしょう。

「…………ふふっ」

　スマホの画面を見つめる自分の口元には笑みが浮うかび、そしてその胸には……仄ほのかな温ぬくもりが灯ともっていました。

「（……うん……これは……まだ、言わないでおこう）」

　気付けば自分は、自然に、そう、決めていました。

「（……大事だから。本当に、自分にとっては、《ヤマさん》も《ツッチー》も……そして悔くやしいけど雨野景太も、大事な存在だから。だからこそ、その一つ一つを、それぞれに、これからも大事にしていこう。……少なくとも、劇的な接近を期待した不純な賭かけの手札になんか、使っちゃいけません……うん）」

　それは自分の消極性から来るいつもの臆おく病びようじゃなくて。自分で決めた、自分なりの、今の、無理をしない、進み方で。だから……。

「（……うん。そうしていつの日か……自然に、彼に笑って正体を明かせる日が来たら……言おう。それで今は十分。……その日を迎むかえるために、自分なりに、ゆっくりと、自分達らしい速度でケータと……雨野景太と、親しくなっていけばそれで──）」

　そう決意し、もう一度、愛いとおしむようにスマホの画面を見つめた、その瞬しゆん間かんでした。




「あ、チアキ？　今急に通り雨が来たから、洗濯物取り込んだ方がいいかも……」




「!?」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、ぎくりと顔だけ振り返らせます。そこには、開きっぱなしだったドアの外から、おずおずとこちらを覗のぞき込むケータの姿が──

「あ!?　えと、えと、その、りょりょりょ、了りよう解かいです！」

　──慌あわててスマホの画面を隠すように目の前のパソコンデスクへと伏ふせます。が、その振しん動どうでマウスが動いてしまったらしく、今度はスクリーンセーバーが止まり、結果、パソコンの画面には、まさに、書きかけだった《のべ》ブログ編集画面が……。

「？」

「にゃぁああああああああああ!?」

　言わないと決めた矢先になんですかこれ!?

　自分は慌ててパソコン画面を彼の視界から隠すように腕うでをわたわたと振ります。が……。

「あ」

　今度はその手が、たった今伏せたばかりのスマホを弾はじき飛ばしました。

　そうしてそれは、綺き麗れいに充電コードから外れつつ、側面を使って器用にコロコロと柔やわらかい絨じゆう毯たんの上をケータの方へと──

「はぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　自分は神を呪のろいながら、スマホを追おうとしますが、足が縺もつれてその場にへたりこんでしまいます。

「だ、大だい丈じよう夫ぶチアキ？」

　当然ながら、目の前で知人がそんな有様を見せれば、彼は……自らの足下に来たスマホを拾いつつ、自分を助け起こそうと近付いてくるわけで。

「あの、えと、えと、だ、だめです、すま、すま、スマホ、パソコンを……」

　自分は口をあわわわさせながら、とにかくスマホとパソコンだけは見ないようにと、彼に注意を促うながします。が……。

「え？　ああ、スマホとパソコンは大丈夫か確認しろって？　ちょっと待ってね」

　それこそが決定打でした。

「あ、い、いえ、ち、ちが……っ」

　自分の抗こう議ぎが終わる前に、彼は完全なる善意で自分のスマホとパソコンの画面を確認してしまいます。そして……。

「……え……？」

　何かに気付いたかのように、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしました。

「……《のべ》さんに…………《ＭＯＮＯ》……さん？　え、これって……」

　……終わりです。

「…………っ」

　こんなことってあるのでしょうか。こんな、ラブコメみたいな……いえ、ラブコメでもそうそうお目にかからない類たぐいのアホな奇き跡せきが、現実に起こっていいのでしょうか。

　自分は顔を真っ赤にして、思わず俯うつむきます。……ケータが説明を求めるように自分を見下ろしているのが分かります。…………。…………。

「（仕方ありません……。……もう、こうなったら……！）」

　素直に言うしかありません。……そうです。むしろ、いい機会だったのかもです。きっと、他人との交流にすぐに臆病になる自分の背を、神様が押してくれたのです。今はゆっくりと親交を温めていられる状じよう況きようじゃないだろうと。ただでさえ色々手て遅おくれ気味なのだから、自分の気持ちがハッキリと分からずとも、まずは関係性を次の段階へ進めるためのアクセルを踏ふめと。

　そう、神様は仰おつしやっているのでしょう。

　…………いいでしょう、分かりました。自分だって……こんなでも、女のはしくれ。

　女の意地、生き様、胆たん力りよくというのを、ここで見せてあげようじゃありませんか！

　自分はすっくと立ち上がると……ケータから自分のスマホを受け取りつつ、瞳ひとみに決意を宿らせて、彼を正面から見つめます。

「……ケータ！」

「は、はい！　な、なんでしょうか……？」

　自分の剣けん幕まくに、ケータがピシッと姿勢を整えます。

　暗い部屋の中、真しん剣けんに見つめ合う男女。外からは雨音が響ひびいていますが、最も早はや洗せん濯たく物ものなどどうでもいいです。……ケータのパスケースと同じ。それを理由にこの場から逃にげ出したりなんか、自分は、したくない。

　自分は一度、大きく息を吸うと。彼に……スマホの画面とパソコンの画面、両方をハッキリと提示しつつ、切り出しました。

「本当は言うつもりはなかったのですが……知られてしまったのなら、仕方ありません。この際だからハッキリと言いますね」

「う、うん……」

「ケータ。貴方あなたも既すでにお気づきだと思いますが……ご覧の通り、《のべ》と《ＭＯＮＯ》の正体は……」

「ああ……」

　ここに来て、ケータも覚かく悟ごを決めた男の表情を見せます。自分もまたそれに負けじと瞳に力を込め──




「…………んぅ？　ふわぁ……寝ねた寝た……」




　──刹せつ那な、視界の端はし、部屋の隅すみの暗がりに位置するベッドから、何かが布団を剝はいでのそりと起き上がりました。

　自分とケータがギョッと見守る中、その人物……部屋着かつ疲ひ労ろう状態でもどこか自分と違ちがって女の子らしい可愛らしさを保つ我が妹、星ノ守心春が「んぅ！」と背筋を伸のばしつつ、こちらも見ずに呟きます。

「ふぁー……お姉ちゃんお帰りぃ。ごめんごめん、動画見ようと思ったんだけどさ、エロ──じゃなくて勉強疲づかれがドッと来たから、ちょっとだけベッド借り──」

　そこまで言ったところで、彼女はようやく自分と姉以外の人間……ケータがこの場にいることに気付き、ハッと息を吞のみます。

「あんた……なんで……」

　と、なぜだか理由は分かりませんが、ケータに対して、まるで全くの初対面ではないかのような……極めて微び妙みようなニュアンスのリアクションを取るコノハ。

　刹那──自分の頭脳が、猛もう烈れつな勢いで回転を始めました。

　そうして、次に気付いた時には……自分は、鋭するどくケータを振ふり向き、すっかり動どう揺よう中の彼に向かって、ハッキリキッパリと、言い放ってしまっていたのでした。




「そう彼女──我が妹・星ノ守心春こそが、《のべ》であり《ＭＯＮＯ》だったのです！」




『──はい？』

　陰いん気きな部屋の中、完全に重なった男女の戸と惑まどいの声。そして……。

「……は、あは、は、は。……はぁ……」

　……自分でも自分の発言にびっくりし、ただ乾かわいた笑いを見せる、稀き代だいのピエロ女。




　────こうしてこの夏休み某ぼう日じつ、通り雨に見み舞まわれた星ノ守家にて。




　また新たな勘かん違ちがい案件が、ここに、誕生してしまったのでありました。








【上うえ原はら祐たすくとシナリオ介かい入にゆう】






「《のべ》の正体が……星ほしノ守もりの妹だぁ!?」

　喧けん噪そうに満たされたバーガーショップ内に、俺、上原祐の一際大きな声が響く。

　目の前に座る男、雨あま野の景けい太たは百円のアイスコーヒーをストローで啜すすりつつ、どこか物もの珍めずらしそうに店内を眺ながめながら、極めて平へい坦たんなテンションで応じてきた。

「そうなんだよ。驚おどろきだよね」

「いや、まあ、驚きは驚きなんだが……。……いや、え、ええ？　だってお前……」

　俺は心を落ち着かせるように自分のコーラを多目に呷あおると、テーブルの真ん中に置かれた萎しなびたフライドポテトを一つまみし、必要以上に咀そ嚼しやくした。

「（雨野が急に直接会いたいなんて言い出すから、一体何事かと思えば……）」

　相変わらずサラリとこちらの予想だにしない爆ばく弾だんを平然と背負ってくる男だ、雨野景太。

「（俺が星ノ守のフォローをどうしようか迷っていたここ数日の間に、この斜ななめ上の進展度合いだよ……）」

　俺はポテトをコーラで流し込むと、慎しん重ちように言葉を選びつつも、改めて雨野からことの詳しよう細さいを聞き出した。

　五分ほどかけて雨野が一連の流れを「ベッドから妹登場」のくだりまで話し終えたところで、俺は椅い子すの背もたれに体重を預け、「なるほどな……」と唸うなった。

　状況を聞く限り、どうやら期せずして正体を雨野に知られかけた星ノ守が、焦あせって機転を利かせたらしい。……アホな方向に。

　相変わらずのポンコツコンビっぷりに俺が呆あきれていると、雨野はどこか怪け訝げんそうな顔つきで続けてきた。

「でも、当の《のべ》さん……コノハさんのリアクションが微妙でさ。勿もち論ろん寝ねぼけてたのもあるんだろうけど、なんかこう、とにかく状況がピンと来てないって感じで」

「だろうな」

　だってそいつ、《のべ》じゃねぇんだもん。ピンと来るも何もあったもんじゃねぇ。

　俺は星ノ守（妹）に同情しつつ、ポテトをつまみながら話の先を促す。

「それで？　その後どうしたんだよ？」

　雨野もまた俺に倣ならうようにポテトをつまんだ。

「ああ、うん、一いつ旦たん部屋から僕とチアキは出たんだ。そもそも通り雨のこと報しらせに来たんだし、なにより、初対面の女子の部屋着姿をいつまでも見てるのもねぇ？」

「ああ、まあ、そうだな」

「んで、チアキは洗濯物を取り込んだ後、僕に『絶対リビングから出ないこと！　一歩も動かない！　分かった!?』って厳重注意して、さっきの部屋に戻もどってったんだ。……僕はパスケースさえ引き取ったら、もうすぐ家から出てくよって言ったんだけど……なぜかチアキ、嫌いやがらせのつもりなのか、全然パスケース返してくれなくてさ……」

「ああ……」

　俺には星ノ守の気持ちが手に取るように分かる。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな認識で雨野に帰られたんじゃ、彼女としてはたまったものじゃないだろう。

「で……十分ぐらい待ったかな？　チアキが着き替がえた妹さん……コノハさんを引き連れてリビングにやってきて、そこで、改めて正式に紹しよう介かいしてくれたんだよ。彼女こそが《のべ》であり、《ＭＯＮＯ》なんだって」

「ふむ……その時、妹……コノハちゃんだっけ？　彼女の様子はどうだったんだよ？」

「それがさ、聞いてよ」

　雨野はぐいっと前のめりになって、なにやらしかめっ面で語り出す。

「最初の、全然ピンと来てない、しかも寝ね起おきのせいか正直ちょっとガサツそうだった印象から一転……今度はなんか凄すさまじく如じよ才さいない受け答えをするんだよ、コノハさん」

「如才ない？」

「うん。なんだろ……えーと、最新の美少女型ＡＩと喋しやべっている感じっていうの？　受け答えは凄まじく正確なんだけど……なんか妙みように感情が伴ともなわないというか……」

「…………ああ」

　相変わらずこんな時だけ無む駄だに鋭い観察眼を持つ男だ、雨野景太。実際その印象は大正解なのだろう。なぜなら星ノ守（妹）は、姉に頼たのまれたせいか知らんが、その時は実際《のべ》と《ＭＯＮＯ》を演じていたのだから。

　……しかし雨野に若干の不信感を与あたえてしまったとはいえ、基本はＡＩに喩たとえられる程完かん璧ぺきな受け答えを、寝起きに、十分程度の作戦会議でマスターしてくるとは。その演技力たるや、凄まじいものがある。本当に優ゆう秀しゆうな妹らしい。凄すごいぞ星ノ守（妹）。

「僕側にしたって、イマイチどう接していいのか分からなくて。どうにも会話が弾はずまない中、チアキが色々補足説明してくれたんだ。自分がこの繫つながりに気付いたのもつい最近だったこととか、それをどう伝えたものか迷って若干挙動不ふ審しんだったこととか……」

「ああ、まさに補足だな……」

　設定の。そしてきっとそれは、妹への状じよう況きよう説明も兼かねたものだったのだろう。

「で、その日はそのまま軽い挨あい拶さつ程度で帰宅して……今に至るっていう感じかな。だから結局、コノハさんと深いゲーム話とかは出来なかったよ」

「そうか。そうだろうな……」

　実際今後も彼女と「深いゲーム話」は出来ないだろう。だって《のべ》や《ＭＯＮＯ》当人じゃ、ないのだから。話を聞く限りは、ただの真ま面じ目めな無関係女子なのだから。

　雨野はそこで一度店内に視線を移すと、会話の弾む若者達を眺め、はぁと溜ため息いきをついた。

「なんかこう……消化不良なんだ」

「……だろうな」

　だってお前、ニセ者と上っ面の会話しただけだもんな。そりゃ満足はいかないだろうさ。

　雨野は背もたれに体重を預け、ぼんやりとテーブルの中心あたりを見つめる。

「……別にさ、会ったその瞬しゆん間かんから無二の親友みたいな振る舞まい、っていうのを期待していたわけでも、なかったんだけどさ。うーん……なんだろ、これ……」

　自分でも未いまだに答えが出せずにいるのか、難しい顔をする雨野。

「……僕は、どうしたかったんだろう……。……どうすれば、良かったんだろう……」

「それは……」

　俺は何か返そうと口を開いたものの、それ以上言葉が出なくて黙だまり込んでしまう。

「（……実際、星ノ守千ち秋あきこそが《のべ》や《ＭＯＮＯ》の中身なのだと知れていたなら、今の雨野は、もう少し素直に喜べていたんだろうな）」

　以前ならいざ知らず、最近の雨野と星ノ守の関係はそこまで悪くなかった。お互たがいに「萌もえという一点においてだけ価値観が違う」という認識が徹てつ底ていしたせいなのか、必要以上に正面からぶつかることは減っていたというか。だからこそ、星ノ守は雨野が《ヤマさん》であり《ツッチー》だと知った時、露ろ骨こつな嫌けん悪おを示したりはしなかったわけで。

　きっとそれは雨野側だって同じだろう。星ノ守が自分の通信相手だと知れば、動どう揺ようはするだろうが、きっと単純に「嬉うれしい」という気持ちが強かったはずだ。

　けれど、星ノ守とは違ちがって、彼がその喜びを知ることはなかった。

　なぜなら、彼が大切に育はぐくんできた繫がりは……全くの別人との表層的な会話に取って代わられてしまったのだから。

「…………」

　友人として、なんだか雨野が酷ひどく気の毒だった。まるでニセブランド商品を売りつけられた田舎いなか者でも見ているかのようだ。何か違う気がすると思いつつも、結局は自分側の問題なのだろうと処理してしまう。

　だが……ここで俺が真相を明かすわけにはいかない。なぜならこれは、他ならぬ星ノ守が選んだ道だからだ。……雨野と同じかそれ以上に、複雑な想おもいを抱かかえた星ノ守が、自分で出した答えだからだ。

　俺は自らの首筋を強く揉もんだ後、迷いで呻うめきながら切り出した。

「あー……えー……それで……その……こ、コノハちゃんは、どうだったんだ？」

「？　どうだった、とは？」

「いや……だからその……可愛かったとか……」

「…………」

「おい、なんだよその目」

「いや、別に。……上原君って、元気だよね……」

「お前今それ、どんな意味合いで言った!?　なぁ!?」

「いや尊敬するよ、うん。そのギラギラ感、男として素直に凄いと思う。そうだよね……上原君、『アリとキリギリス』なら、アリ側の人間だものね……」

「おい、俺がまるで女を落とすためなら努力を厭いとわないエロ男だん爵しやくみたいに言うなよ！　あとこの場面で例に『アリとキリギリス』を持ち出してくるな！　折角の『いい話』だった感が台無しじゃねえか！」

「えっと、じゃあ……。上原君って、『北風と太陽』なら、太陽だよね」

「お前それ今度は『服脱ぬがす』的要素だけで言ってんだろ！　なぁ！」

「『ウサギとカメ』なら、可愛く寝ねている兎うさぎに、ゆっくり忍しのびよる亀かめだもんね」

「表現！　なにその性犯罪しそうな亀描びよう写しや！　っつうかなんなの、お前のその俺に対する歪ゆがんだイソップキャラ診しん断だん！」

「『卑ひ怯きようなコウモリ』なら……」

「やめろ！　鳥陣じん営えいにも獣けもの陣営にも『自分はそちらの味方ですぜ』と擦すり寄るコウモリの物語なんざ、いよいよまるでいい喩えな予感がしねぇ！」

　俺がそこまでツッコんだところで、雨野はようやくイソップ攻こう撃げきをやめて訊たずねてくる。

「でもだったらどうして、コノハさんのビジュアルに対する僕の所感なんか、訊きいてくるのさ？　彼女が可愛いかどうかなんて、何か関係あるの？」

「ど、どうしてって……」

　ぐ、説明しづらい。なぜなら……。

「（雨野がそのコノハちゃんとやらに恋こいする可能性を考えているとか……言えるかよ）」

　実際、《ヤマさん》や《ツッチー》の正体が雨野だと知った時、星ノ守は確実に恋……とまで断定していいか分からないが、少なくともそれに近い感情は抱いだいた様子だったわけで。

　だったら、星ノ守と同じ感性の雨野側だって多少は……ネットで交流していた相手が可愛ければトキメキ的なものは発生しておかしくないと踏ふんだのだが……。

「いや、ほら、星ノ守はちょいちょい妹自じ慢まんするからよ。実際どうなのかなって」

　俺がそう苦しい言い訳をすると、雨野は怪訝そうにしながらもようやく質問に答えてきた。

「まあ……外見という意味なら、確かに、なんかえらく可愛い女の子だったと思うよ。美少女って表現しても差し支つかえないレベルっていうか」

「……それで、恋、したか？」

「はぁ？」

　雨野がこれみよがしに首を傾かしげる。若干俺に対して「頭おかしいんじゃねえのお前」的ニュアンスまで入ってやがった。ガチなリアクションだ。よし、後で殴なぐろう。

「さっきの話聞いてた？　僕とコノハさん、うすーい会話しかしてないんだよ？」

「それでも……相手はお前にとって大事な存在である《のべ》であり《ＭＯＮＯ》なんだろ？　つまり心の交流は事前に十分にあったわけだ。で、実際会ってみりゃそれが同年代の美人となりゃ……むしろ好意を一切抱かない方が、不自然じゃね？」

　外面も内面も好みなら、意識しない方が噓うそだろう。しかし雨野は浮うかない顔だった。

「そりゃ勿もち論ろん《のべ》さんや《ＭＯＮＯ》さんのことは好きだし、コノハさんのことも、実際もの凄く可愛くて、ちゃんとした人だなとも思うけども……」

　そこまで言ったところで、雨野は眉み間けんに皺しわを寄せ、腕うでを組んで唸うなる。

「まぁ……確かに、上原君の言うことも、一理はあるのかな。普ふ通つうなら、好意抱いていい場面かもね。少なくともこれがラブコメとかだったらそうあるべきだ」

「だろ？」

「うん……理り屈くつとしては、とても筋が通っていると思うんだけど……」

　雨野は自分でも不思議そうに頭を搔かいた。

「……なんだろね、これ。……うーん……そもそも現状僕の中で天てん道どうさんという女性がオンリーワン＆ナンバーワンすぎる、というのは大前提としてさ」

「ああ」

　なんかサラッと惚のろ気けられた気がするが、まあ流しておいてやる。

「《のべ》さんと《ＭＯＮＯ》さんが同一人物だったってところまでは、僕、実際本当に嬉しくて、光栄だったんだよ。だけどそれらと……コノハさんが、どうも上手うまく重ねられないんだ。だから、僕にとってコノハさんは、今のところ『チアキの妹さん』という認識以上でも以下でもないっていうか……」

「…………」

　雨野はそこで、何やら反省するように自らの頭をくしゃくしゃと搔く。

「あぁ、でもやっぱり薄はく情じようだよね、こんなの。ネットで親しく交流して貰もらった恩人であり……心から尊敬するクリエイターさんでもある人に、実際会ってこんな微び妙みような感情しか抱けないなんて。僕、どんだけ人見知りこじらせた駄だ目め人間なんだよ、もう……」

　そんな雨野に……しかし俺は、相変わらず何も声をかけられずにいた。

「（雨野……お前がそれらを上手く重ねられないのは、当然のことなんだよ。何も間ま違ちがってなんかねぇんだよ、お前の感情は）」

　本当は、そう、言ってやりたい。けれど……。

「（……今いま更さら、星ノ守のやり方にケチつける権利なんかあるのか？　この俺に……）」

　二人の関係性を知っていながらずっと黙って見守り、結果、二人にとって不幸としか言いようがない状況にまでこじらせてしまった……上原祐という、恋の神様気取り野や郎ろうに。

「（……ねぇな。現状、俺と星ノ守の状況把は握あくは全く同等。だったら、もう本人の裁量に任せるべきだ。今、俺みたいな外野にもまだ出来ることがあるとすれば、それは……）」

　俺はコーラを最後まで飲み干すと、その間に自分の方針を決め、改めて口を開いた。

「おいおい、お前には今や、天道花か憐れんっつう立派なカノジョがいるんだぞ。他の女のことでうだうだやっている場合じゃねーだろ？」

「え、あ、いや、そんなつもりは全く……。あ、でも、そっか、相手が身近な同年代の女性と知ってしまった以上は、ネット上で彼女とこれまでと同じ付き合いをするのも問題なのかな……」

　唸る雨野に、俺は「いや」と続ける。

「むしろそこはこれまで通りでいいんじゃねーか？　《のべ》や《ＭＯＮＯ》とは、そのまま《のべ》や《ＭＯＮＯ》として交流する。で、コノハちゃんとやら本人にはなるべく接せつ触しよくしない。それでいいって」

　俺の意見に、しかし、雨野が不思議そうに首を傾げる。

「え？　それは……僕個人的には嬉しい選せん択たく肢しだけど、でも、やっぱり身近な女の子とネット上だけとはいえ親しくするの、交際する者としてはあんまり良くないんじゃ……」

「なに言ってんだ雨野。俺だって亜あ玖ぐ璃り以外の女友達とメッセージ交こう換かんぐらいするぜ。それにお前だって、星ノ守や亜玖璃と普通に交流しているだろう？」

「それは……元々知り合いだったし……」

「大差ねぇよ。それが許されるなら、ネット上の交流ぐらい、どってことないだろ？　続けとけって。別に下心があるってわけでもなし」

「う、うん……まあ……そう、なのかな？　それでいいなら……そうしておこうかな。……あ、でも、一応天道さんにはちゃんと──」

「いい、いい。言わなくていい。むしろそんなのイチイチ言われる方が、天道だって不快だと思うぜ」

「……そう、なの？　まあ確かに……僕の自じ意い識しき過か剰じよう感はあるかも……」

　雨野が悩なやみ始めたあたりで、俺はポテトの残りを一息に食べきり、トレイを持って席を立つ。

「っつうわけで、《のべ》や《ＭＯＮＯ》とはこれまで通り！　コノハちゃんとは会わない！　天道に報告もしない！　これで万事ＯＫ！　はい、解散！」

「ええ？　ちょ、ちょっと待ってよ上原君、僕はまだコーヒー飲みきってな──」

「いいから行くぞー、雨野」

「ま、待ってよ！……ずずず……けほっ、けほっ」

　俺の勝手に押し付けた結論へ意見する間もなく、飲み物を慌あわてて啜すすりながら立ち上がる雨野。

　俺はそんな雨野に一度意地悪な笑みを見せると、トレイを手早く返へん却きやくテーブルに置き、そのまま流れるように店の出口へと向かう。




　……反応の悪い自動ドアには、酷く苦々しい顔をしたコウモリ野郎が映っていた。




　　　　＊




　あれから一週間が経過した。

　その間俺が何をしていたかといえば……まあ端たん的てきに言って「上出来な夏休み」を謳おう歌かしていただけだ。

　楽な短期バイトに励はげんでみたり、カノジョや友達と遊びに出たり、予定がない日には部屋に籠こもって一気にゲームを進めてみたり。数日後には家族とのちょっとした海外旅行予定まで入っている。

　とても気楽で、愉ゆ快かいで、幸せで、ストレスフリーな……だからこそ時に「何か」が引っ掛かかってしまい、それを紛まぎらわすようにまた遊ぶ、そんな「普通」の日々。

「…………終わった」

　自室のベッドに腰こしかけながら、ぼそりと呟つぶやく。正面のテレビ画面の中では現在、なんの演出的捻ひねりもないスタッフロールが流れていた。俺はなんとなく溜ため息いきをつくと、脇わきにコントローラーを放る。

「…………」

　少し伸のびた髭ひげをさすりながら、頭に入ってこない制作会社やスタッフの名前の羅ら列れつを眺ながめ続ける。……四十時間もプレイした作品の終わりにも拘かかわらず、俺の胸には現在、特に何も去来するものがなかった。

　別にこの作品がゲームとして極きよく端たんにつまらなかったわけではない。特に軽快な戦せん闘とうや成長要素は非常に楽しく、ついつい、クリア前に沢たく山さんやり込んでしまった。

　しかしだからこそ、やることが尽つきた結果義務的に挑いどんだラスボス戦の、盛り上がらないこと盛り上がらないこと。単純にこちらが強すぎて戦闘が作業になってしまったのもそうだが、なにより、しばらく物語を中断して他の要素を埋うめていたせいで、イマイチ主人公達の感情のテンションについていけなくなってしまった。

　また、レベルを上げきった主人公達からしてみたら雑魚ざこ同然のラスボスと戦闘中、

「く、なんて強さだ」「こんなの勝てるわけないよ……」

　的な台詞せりふ演出を挟はさまれてしまったのも痛かった。適性レベルなら非常に盛り上がったのだろうが……おかげで、妙みようにこれが「ああ、ゲームなんだな」と意識されてしまった。そんな状態で、どうやってこの物語の行く末に一いつ喜き一いち憂ゆうしろというのか。

　俺は、音楽演出的からどうやらまだまだスタッフロールが終わらなさそうだぞと見てとると、仕方ないのでスマホで暇ひま潰つぶしを始めた。

「（……そういや、しばらく雨野とも星ノ守とも連れん絡らくとってねぇな……）」

　元々そう頻ひん繁ぱんにメッセージを送り合う関係でもなかったが、高校で会うことさえない夏休み中だと、いよいよもって繫つながりが薄うすくなってくる。…………いや。

「（…………俺が逃にげているとこも、あるか……）」

　普ふ段だんの俺なら、定期的に「ゲーム同好会の活動でもしようぜ」的な提案をしていておかしくない。なのに、現在、俺の中にそういう発想が一切ないというのは……。

　…………。

「っと、もう終わってやがる……」

　気付けばテレビ画面の中ではスタッフロールが終わり、タイトル画面に戻もどっていた。……別に悪くはないが、エピローグもなく結局タイトル画面に戻るだけなら、自分は一体なんのために数分間知らない名前の羅列を見せられていたのかという気分になる。

　俺はベッドから立ち上がりゲーム機の電源を切った。途と端たん、しんと静まり返る室内。

「…………ったく……」

　俺は鬱うつ屈くつした気分を晴らすべく、軽く散歩に出ることにした。




　この辺の悪いヤツらは大体友達……なんてことは全くない俺だが、そこは言っても田舎いなか街の夏休み期間。昼間に繁はん華か街がいを軽くぶらつけば、知った顔の一人ぐらいなら簡単に出くわす程度にゃ俺は顔が広い。…………はず、だったのだが。

「な、なんで今日に限って誰だれも見かけないかね……」

　亜玖璃とデートしている時みたいな、あんまり知り合いに茶化されたくない状じよう況きようではきっちり出くわすくせに。こちらが求めた途端、全く出てこないとはどういうことなのか。

「エンカウント管理がクソだな、俺の人生……」

　つい先程までＲＰＧをやっていたせいか、まるで雨野みたいな表現をしてしまう。

　額に滲にじんだ汗あせを、手の甲こうでぐいっと拭ぬぐう。と、弾はじいた汗の一ひと滴しずくがまだ新しいスニーカーへと落ちた。思わず顔を顰しかめ、苛いら立だち紛れに大おお股またに歩き出す。

「（……気分転てん換かんに出て余計イライラしてちゃ世話ねぇな）」

　このままアテもなく街の中を彷徨さまよっても状況は好転しそうにない。が、かといって元々明確な目的があるわけでもなし。

　少し考えてから、俺は……仕方なくゲーセンへと足を向けた。

「（家でゲームして、外でもゲームって……俺、こんなだったか？）」

　元々ゲーム好きではあったが、最近のこれが雨野と星ノ守の影えい響きようなのは明白だ。

　だってヤツらときたら、同好会中しょっちゅう、二人で、妙に楽しそうにゲーム話をするものだから……。

「（しかも実際やってみたら、あいつらが言う程ではないっつうな）」

　雨野や星ノ守は根っからのゲーム人間だ。上手うまいとか知識が豊富とかいう意味でのゲーマーでこそないものの、ゲームというジャンルそのものをこよなく愛している、という意味でのゲーマーではあり。

　だから彼らがゲーム話をする際、基本的にはまず「あのゲームのここが楽しかった！」「ここが超ちよう良かった！」「ここでめっちゃ感動した！」という話でばかり盛り上がり、マイナスな方面にはそうそう話を振ふらない。で、傍そばで聞いている俺なんかは当然「面白そう！」って思って飛びつくわけだが……結果、そうでもないわけで。

　で、その不満をあいつらにぶつけると、二人ともケロッとした表情で「あ、うん、あのゲームはそこまで名作とかじゃないよ（ですよ）」とか普ふ通つうに言いやがる。正直こちらとしてはたまったものじゃないが、実際この二人には本当に悪気がないらしい。

　最近気付いたことなのだが、どうやら雨野と星ノ守の「ゲーム批評」は、そのお題のゲーム本編よりも数倍面白いことが、ままあるようだ。

　映画通がオススメするＢ級映画とかと同じだ。ネタとしての批評とか聞いている時は大だい爆ばく笑しようなんだけど、実際見てみると、まあ、普通につまらないＢ級映画だわな、となる感じ。

　けれど、それを愛する者同士の会話になると、途端に、なんだか羨うらやましい程に盛り上がっているわけで。

　しかも、普段は口数が少なく引っ込み思案で人見知りな、あの雨野と星ノ守が、その時だけは心底楽しそうに話してるとなりゃ、その多幸感たるや……。

　気付けば俺は、ゲーム同好会風景を思い出して、いつのまにかニヤついてしまっていた。

「（また聞きてぇな、あいつらのオススメゲーム話。二人で仲良く喋しやべって──）」

　──と、しかし、そこまで考えたところで、ハッと我に返る。

「（……もう、二人がああやって喋る機会は、ねぇかもな……）」

　大きな秘密と噓うそを抱かかえたままの星ノ守。

　天道の彼氏として、他の女性との交流の仕方に、彼なりに気を遣つかいだした雨野。

　そんな二人が……これまでと全く同じノリの会話を出来るはずなんか、ない。

　……………………俺は……。

「（……いや、違ちがう。これは俺が悩むことじゃねぇんだ。そんなの、俺の傲ごう慢まんだ。俺がずけずけ介かい入にゆうすることじゃない。あいつらが決めることなんだ）」

　俺は頭をぶんぶん振って雑念を振り払はらうと、何かから逃げるように、足早にゲームセンターを目指したのだった。




　　　　＊




　俺が一人でゲーセンに来た時遊ぶのは、大体決まって格かく闘とうゲームだ。

　亜玖璃と来たらクレーンゲームに興じるし、友達と来たらその場のノリに合わせて色々遊ぶのだが、自分だけなら、なにはともあれ格闘ゲームを物色してしまう。自宅ではそこまで格ゲーを遊ばないのだが、ゲーセンだと不思議と惹ひかれてしまう自分がいるのだ。

「（なんか『ＴＨＥ　ゲーセン』って感じするんだよな……）」

　このご時世では正直ゲーセンの花形という感じでもないのだが、やはり未いまだに格ゲー筐きよう体たいについた時が一番「ああ、ゲーセン来てんなぁ」という充じゆう足そく感をおぼえる。

　俺は入店すると、引き続き知った顔を探しつつビデオゲームコーナーへと向かう。しかし相変わらず知り合いは見かけないどころか、客数自体が少なめだった。

　格ゲー筐体群周辺に至っては、半はん袖そでパーカーのフードを目深に被かぶってカタカタと慣れた手つきでゲームに勤いそしむ、露ろ骨こつに達人オーラを発した人間しかいない始末。

　俺は少し足音を殺してその背中を通り過ぎつつ、そこから少し離はなれた場所で自分の遊ぶ筐体を物色し始める。……別に対人戦が嫌きらいなわけでもないのだけれど、ゲーセンで友人以外の人間にわざわざ挑ちよう戦せんしにいくようなゲームスタイルでもない。

　と、例の客から視界に入らない位置に、新作と思おぼしきタイトルの筐体を見つけた。

　丁度良いので早速そこに座ると、俺は財布から数枚百円硬こう貨かを取り出してプレイを開始する。

「（そういや、これじゃねえけど、前に雨野とも格ゲーで対戦とかしたな……）」

　こうしてよく話すようになったキッカケになった日のことだ。数ヵ月前のことでしかないのに、なぜだか酷ひどく懐なつかしい。

「（……しかし弱かったなぁ、あいつ）」

　好きこそものの上手なれ、という言葉が世の中にはあるが、あいつとゲームの関係性においてそれは当てはまっていない気がする。弟とは対戦系のゲームもするらしいから、極端に格ゲー経験が少ないわけでもないだろうに……なぜああも成長しなかったのか。

　そんなことを考えながらも、ゲームを開始する。とりあえずキャラクターは、ビジュアルで気に入った、キザそうな青年キャラを選んだ。本来こういうのは初心者向けの主人公的キャラから始めるべきなのだろうが、俺はそもそもこのゲームを極めたくてやっているんじゃない。気分転換に来ているのだ。だったら、セオリーなんか無視して最初から思うがまま好きにプレイすべきだというのが、俺の持論である。

　とはいえ案外このキザ男キャラは使い易やすく、またゲームシステムも極めてオーソドックスなタイプだったため、割とサクサクとステージを進められた。

　が、流石さすがに四ステージ目ともなると、雨野ほど弱くないとはいえ、それでも大してセンスに自信があるでもない初心者たる自分にはキツくなってくる。

　それでもなんとかギリギリ……運も手伝って四ステージ目を越こえたが、そんな調子なので、当然ながら五ステージ目は厳しかった

　二ラウンド先取ルールの中、一ラウンド目をＣＰＵに、それも体力ゲージを半分以上残されたまま取られてしまう。

　後がない二ラウンド目。先程よりは多少善戦し体力ゲージを半分まで削けずるも、こちらはもう瀕ひん死し。ガードの上からもジリジリと削られ……こうなったらもう一発逆転を狙ねらって博打ばくちの猛もう攻こうに打って出ようか──とした、その刹せつ那な。

「っと？」

　突とつ然ぜん画面が切り替かわる。何事かと思ったら……なんてことはない、乱入だった。恐おそらくは、先程のパーカーの人間だろう。というか、他にこの界かい隈わいに人がいない。

　ちょっと助かったかも……なんて思ったその直後、向かいの筐体から妙に気やすく声がかけられる。

「よろしくぅ」

「え？　あ、はい、よろしくお願いします……」

　俺は戸と惑まどいながらそう応じる。……知り合い以外の乱入や挨あい拶さつ自体への戸惑いではない。珍めずらしくはあるものの、ゲーセンで格ゲーやってりゃそれなりにあることだ。

　それよりも、俺が戸惑ったのは……。

「（……女性？）」

　短い言葉だったものの、それは確かに女性の声だった。言われてみれば半袖のパーカーから伸のびていた腕うでや手は細くて綺き麗れいだった気がするが……それよりもボタン捌さばきの凄すさまじさの方が印象に残り、勝手に男性をイメージしてしまっていた。

「（別に、だからなんだというわけでもないんだけど……）」

　相手が女性だから手を抜ぬく、なんて状況でもない。そりゃ亜玖璃と対戦するなら、お互たがい楽しむために適度なプレイをするだろうが……相手は明らかに自分より格上のプレイヤー。そんな気き遣づかいは無用だろう。

　キャラの選び直しが出来るようだったが、俺はそのままキザ野や郎ろうを選せん択たく。一方相手はといえば、外見的にはネタキャラにしか見えない、クマの着ぐるみキャラを選択した。

「（……おいおい、むしろ、手加減されてんのはこっちか？）」

　実際クマの性能は分からないのだが……どう見ても王道のキャラではない。

　ちらりと筐体に貼はられた簡易コマンド表を確認してみても、なんだかふざけた名前の技ばかり……しかも使い辛づらそうな投げ技ばかり表記されていた。

「（…………ったく、なんなんだよ……）」

　少しだけイラッとする。気分転換にゲームをしていただけなのに……上手い見知らぬ誰かに舐なめプでボコられるとか、冗じよう談だんじゃない。

　俺は椅い子すに座り直して、背筋を伸ばした。

「（……よし、集中して、やろう）」

　自分の中で妙みように闘とう争そう本能が燃え上がる。ここしばらくなかった気持ちだった。負けたくない。いや、負けるにしても、爪つめ痕あとぐらい残したい。

　そう、密ひそかに意気込んで試合に臨む。

《ＦＩＧＨＴ！》

　そうして、一ラウンド目開始と同時に素早くコマンドを入力しエネルギー弾だんによる遠えん隔かく攻こう撃げきを行う俺。なりふりなんか構っていられない。

「（つまらない試合運びで悪いが、普通に距きよ離り取らせて貰もらうぜ！）」

　接近技持ちキャラに遠隔攻撃攻ぜめ……という、当然のセオリーでこそあるが少なくとも面白くはない戦法を用いる俺。

　相手のクマは案の定防戦気味で、ガードの上からジリジリと地味に体力を削られていく。

　調子に乗り、同じ技を何発も連射する俺。実際あまり面白い試合運びではないと分かっているのだが、今日の俺は虫の居所が悪い。

「（まあ実際、どうせすぐ対策されて距離詰つめられるんだろうけど……）」

　この手の戦法は定番中の定番すぎて、今ではそもそもゲーム側で多少バランスを取られていたりする。で、鉄てつ壁ぺきでない以上は、当然上手い相手には簡単に破られる……はず、なのだが。

「（あ、れ？）」

　クマは案外上手く攻せめてこられなかった。おかげで、これだけで三分の一ほど体力ゲージを削れてしまう。

　ここに来て、流石に俺の中に迷いが生まれた。

　すぐに破られる前提でやっていた戦法だっただけに、完かん封ぷう気味になってくると途と端たんに不安になってくる。

「（まさかバランス調整されてねぇのか、このゲーム。だったら……）」

　そう思って、遠隔攻撃の手を休めようかと考えた……その瞬しゆん間かんだった。

「な……！」

　突然、クマがそれまでとは一転して、非常にテクニカルなジャンプとガード捌きで接近してくる。

「（ちくしょう、全然対策出来てんじゃねえかよ！）」

　俺は慌あわててエネルギー弾連射から近接カウンター技に切り替えるも、それさえも見事ガードしてくるクマ。

　気付けば俺のキャラはクマの近接投げ技で見事に、大おお幅はばにゲージを削られていた。

「（やべぇ、このまま畳たたみかけられる！）」

　流れるようなその動きを見るだに、相手はやはり手練てだれ。ここまで接近された以上、あとはもう何度も投げ技をかけられて終わり……と、俺は覚かく悟ごを決めた、のだが。

「（あ……れ？）」

　なぜか距離を取り直すクマ。……相変わらずイマイチ戦略が分からない。舐められているのだろうか……とも思うものの、再び戦せん闘とうが始まるとまた凄まじいテクニックで……明らかに全力で俺を潰つぶしにかかってくる。

　そんな不思議な応おう酬しゆうを数度繰くり返した結果……俺は、当然の如ごとく第一ラウンドを落とした。画面の中でクマがぴょこぴょこと喜ぶ。

　が、不思議と今は……腹が立ちもしなかった。それに、実力差で絶望もしない。

「（なんだかんだ、こっちも相手のゲージを半分以上削れてたしな……）」

　絶対に届かない、という感じではない。奇き妙みような戦略をとられてはいるものの……舐めプという程失礼な態度も感じない。

　そうして、不思議な気持ちのまま臨んだ第二ラウンドでは……。

「……なんか、勝ったよ、俺……」

　ゲージギリギリでなんとかクマに競り勝った俺がいた。……正直、技を出す正確性などを見るだに、技量は明らかに相手が格上だ。しかし、絶望的ではない。なんというか「ゆらぎ」のあるゲームスタイルというのか。

「（ああ……そうか、なんか決まったコンボとか使ってこねぇんだな、この人）」

　格ゲーには、所謂いわゆる「定じよう石せき」と言われる動きが多数存在する。囲い碁ごや将しよう棋ぎと同じだ。そのパターンに添そえば一定の成果は確実に上げるとされる動き。しかも格ゲーの世界には極きよく端たんな例を出すなら「永久コンボ」や「ハメ技」と言われるような、「そのコマンド入力を正確にこなせさえすれば、相手に何もさせずに勝てる」みたいな動きまである始末なのだ（勿もち論ろんそれらは見つかり次第公式側の対応できちんと潰されることが多いが）。

　で、俺がイメージする「格ゲーの上手うまい人」というのは、基本、これらが沢たく山さん頭に叩たたき込まれているタイプだ。決まった上手い立ち回り方を沢山知っていて、状じよう況きように合わせて適てき宜ぎそれを用いてくる。

　当然ながら、そんな技術に素人しろうとがかなう道理はない。だからこそ、俺はこの相手が玄人くろうとっぽいと見た時、圧あつ倒とう的てきにやられるのを覚悟していたのだが……。

　どういうわけか、この人は、その手の「定石」を全然使ってこなかった。

「（けれどそれでいて、ボタン捌きは老ろう獪かいだから……完全に手て抜ぬき、とかでもなさそうなんだよな……）」

　不思議な対戦感覚だった。……いや、ハッキリ言おう。

　正直、楽しかった。雨野や星ノ守とはまた違ちがう……所謂「ガチ」側のプレイなのだが、それが、全然いやじゃない。むしろ、こんなに上手い人間が真しん剣けんに俺に向き合ってくれていることが光栄だとさえ思える。

　そうして、迎むかえたファイナルラウンド。

　俺は気付けば笑顔でクマに挑いどみかかり……そして、パーフェクト負けでこそなかったものの、今度こそ、完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめされてしまった。

「…………ははっ」

　自分のキャラが倒たおれる画面を見つめながら、なぜか少し笑ってしまう。……格ゲーをやってて……こんなにも、負けたのに気持ちいいのは初めてだった。

　俺は席から立ち上がると、荷物を持って歩き出す。そうして向かい側の席の横を通り過ぎる際、軽く会え釈しやくして彼女に声をかけた。

「ありがとうございました。いや、超ちよう強いッスね。楽しかったです」

「あ、そりゃどーも」

　どこか対応慣れした様子で気軽に俺へ応じつつも、すぐにＣＰＵとの対戦画面の方に視線を戻もどすフード女性。

　俺はそのまま場を去ろうとするも……しかし、今度は意外にも彼女の方から声をかけられた。

「そっちも上手かったよ。うん、いい試合だった。どーもね」

「へ？　いや、そんな……」

　正直こんな凄すご腕うでに誉ほめられる腕うで前まえでは絶対ないので、戸惑ってしまい、足を止める。

　彼女はそんな俺に、カチャカチャとＣＰＵ対戦をこなしながら続けてきた。

「考えて工夫して攻めてくるプレイヤーとの勝負は、いい練習になるから」

「や……でも、俺初心者ッスよ？」

「関係ない。むしろ練習相手としては、ただ流行している戦術使うだけの自じ称しよう上級者よりよっぽど貴重」

　端たん的てきにキッパリと言い切るフード女性。なんだか妙に格好良い人だ。

　俺はなんだか立ち去りがたくなって、その人の背後に近付き、ＣＰＵ対戦の様子を少し見させて貰った。…………って。

「……いや、やっぱり、超ちよう絶ぜつ上手いじゃないッスか……」

　俺との試合の時の動きはなんだったんだってぐらい、鮮あざやかにＣＰＵを薙なぎ倒していく女性。彼女は特に俺を邪じや険けんに扱あつかうこともなく、淡たん々たんと応じてきた。

「今、しょーじき、気ぃ抜いているからね」

「気抜いていると上手いんですか？　逆じゃなくて？」

「逆じゃなくて。だってこんなの、身についた技術をただ繰り出しているだけだから。逆に新しい何かを学ぼうとする時は、集中するし、間ま違ちがうし、試す。だから、弱い」

「あ、ああ……なるほど。だから……」

　決まったコンボや戦術を用いて、俺を一気に倒しにかかってこなかったのか。それでいて彼女なりに真剣ではあったわけだから、舐めプという印象もなかったわけだ。

　俺は素直に感心して唸うなる。

「なんか……凄すごいッスね。そりゃ上手くなるわけですよ……俺なんかとは大おお違ちがいだ」

　しかし、彼女は特に喜ぶでもなく淡々と返してきた。

「そう？　基本的に、キミとゲームへの取り組み方自体は一いつ緒しよだと思うけど。かける時間や情熱にこそ多少の差はあれどさ。大違いというならそれこそ、あの子みたいな……」

　そこまで言って、なにか思い出すように言葉を止める女性。

　しばらくして、彼女はふと訊たずねてきた。

「そういや、名前。きいてなかった」

「へ？　名前……ですか？」

　まさかこんな行きずり状況で名前訊きかれるとは思ってもみなかったので、少し動どう揺ようする俺。結局、あまり考える暇ひまもなく、反射的に、若干嚙かみ気味に名字を答えてしまう。

「う、うぇ、はら、ですけど……」

「ウメハラ？　それはまた、神をも恐おそれぬ通り名だこと……」

「上原です！　上原！　そんな通り名……。……？　通り名？」

　そこで首を傾かしげる俺を、丁度ゲームのインターバルに入った女性が振ふり返ってくる。

「あ、ごめん、本名答えてた？　や、なんかゲーセン慣れした印象だったから、てっきりゲーセン用の通り名的なものを答えるものだと。失敬」

「あ、ああ、なるほど……」

「や、ホントごめんね？　駄だ目めだね、あたし。すっかり業界に毒されちゃってて」

「いえ、こちらこそ……」

　むしろこの状じよう況きよう下かで普ふ通つうに本名答えた俺の方こそ恥はずかしい。そう後こう悔かいして頭を搔かいていると……女性は、ニッと微笑ほほえみ……ふわりとフードを取った。

　途端、その中から意外な程の美人が現れる。俺が啞あ然ぜんとしていると……彼女は、相変わらず何処どこかうろんな目で……それでいて柔やわらかく微笑みながら口を開いたのだった。




「私は、大おお磯いそ。大磯新にい那な。これガチ本名。はい、おあいこね」




　　　　＊




「え、ニーナさん、うちの先せん輩ぱいで、しかもゲーム部だったんスか？」

「うん、そう。っていうか、ニセハラも音おと吹ぶきだったんだ」

　例の対戦から約十分後。俺達は現在、ゲーセンの自じ販はん機きコーナー横で二人、壁かべに背を預けて缶かんジュースを啜すすっていた。

　俺は小学生男子集団が人気のカードバトルゲーム筐きよう体たいを囲んで盛り上がるのを眺ながめつつ、ジンジャエールを一口あおる。

「はぁ……偶ぐう然ぜんもあるもんだ」

「それ大おお袈げ裟さ。この街を夏休みにうろつけば、同校生徒なんて結構会うでしょ」

　そう言いながら、相変わらずどこかダウナーなテンションでドクターペッパーを飲むニーナさん。……ちなみにこの「ニーナさん」という名前呼びは、当人に指定された。なにやらゲーセンでは通常「ニーナ」だけで通っているとか。

　で、彼女から俺に対する呼び方に関しては……。

「ニセハラは、二年生なんだね」

「はい、そうです。……ところで、あの、やっぱそれ、やめません？」

「やめるって何が？　あ、ニセハラ？　ううん、やめない。だって覚えやすいから」

「でもそれ、全然いい印象ないじゃないッスか。ニセとかつくのイヤですよ……」

「ニセが不服？　じゃあ……『本家ウメハラ』か『元祖ウメハラ』、もしくは『ウメハラ真しん打うち』あたりで」

「なんですかその妖よう怪かいウ○ッチ的バリエーション。そもそも本名がウメハラでもない俺が、どのツラさげてそんなのを名乗れと？……もう、ニセハラでいいです」

「そう。ならよかった。……うん、やっぱいいよ、ニセハラ。面白いし、覚える」

　淡々とそう返してくるニーナさん。……最初にウメハラと軽く聞き間違えられただけで、まさかニセハラ呼ばわりを完全に定着させられるとは……。……あだ名って怖こわい。

　俺はジンジャエールを多目に喉のどに流し込んでから、改めて話を切り出す。

「っていうか、俺はそもそも、ニーナさんが音吹の先輩っつうことより……むしろ、例の、ゲーム部だったことの方に驚おどろいてんすよ」

「ゲーム部の方に？　なんで？」

「いや、以前友人がゲーム部と一ひと悶もん着ちやくありまして。雨野っつうんですが……」

　俺がそう答えると、珍めずらしくニーナさんのうろんな目が少し大きく開いて俺を映した。

「ああ、キミ、彼の友人か。うん、そういえば同じ二年だものね」

「クラスメイトなんですよ。っていうか、むしろニーナさんこそ、よく覚えてましたね。雨野とは部活見学の時に会ったきりでしょう？」

「まあ、今やうちの天道の彼氏だしね」

「ああ、なるほど……でもだからって……」

「……天道、悪気一切無くナチュラルに惚のろ気けてくるからさ……」

「あ、ああ……」

　なんか光景が目に浮うかぶようだ。ご愁しゆう傷しよう様さますぎる。

「ま。でも、それがなくても……あの子、妙みようにあたしの印象には残ってたんだけどね」

　そこで俺は不思議に思って、思わず訊ねる。

「雨野がですか？　言っちゃなんですけど、一見地味じゃないですか、あいつ」

「あー、そうだね。確かに凄く地味。ゲームスキルに関しても、見所も才能もなさすぎ。あんなに『下手へたの横好き』っていう言葉が似合う子もなかなかいないよ」

「う……」

　確かにそうなんだが……ちょっと反応に困る。友人として雨野を擁よう護ごしたい気持ちがある一方で、でも腕うでが悪いのはその通りで……だけど雨野は……。

　俺がもやもやしていると、その次の瞬しゆん間かん。

「でも、なんか、少し……羨うらやましかった」

　意外にもニーナさんが、俺の心を代弁するように告げる。俺が驚いていると、ニーナさんは、楽しそうにゲーセンではしゃぐ小学生達を遠い目で見つめる。

「……あたしにとってゲームの醍だい醐ご味みは、自分の上達を実感した瞬間なのね。だから、定番戦術の上に胡座あぐらをかくヤツとか、初心者狩がりしてケラケラしているのとか……とにかく『向上心のないヤツ』ってのが全然理解出来なくてさ。それ、何が面白いの、って」

「ああ、分かりますよ」

　俺だってそこそこゲーセンに通った人間だ。……嫌いやな思いをさせられたことの一つや二つ、ある。それも含ふくめてゲーセンならではの体験と言えなくもないが。

「けど……あの雨野が、入部を堂々とキッパリ断わった時にさ。天道ほどじゃないにしても、あたしも加か瀬せも、結構衝しよう撃げき受けたんだよね。なんていうか……ぶっちゃけそれまであたし達、どこかで彼を──彼のプレイスタイルを『下』に見てたとこあったからさ」

　俺にも少し耳が痛い話だった。ニーナさんが続ける。

「その彼が……明らかにあたし達に負けない程の確固たる信念を持って『拒きよ絶ぜつ』を示してきた時にさ。変な話なんだけど、その時になって初めて、あたし達は彼を彼として認められたというか。いつの間にかすっかり『プレイスキル』だけしか見なくなってた自分達を恥じたっていうか。だけどその時にはもう色々遅おそくてね。結果、あれからすっかり彼と会う機会に恵めぐまれないあたしや加瀬の中では、しこりになってんだよね。雨野景太」

「なるほど」

　色々得心がいった。……っつーかあいつ、ゲーム部への誘さそいを断わったとは聞いていたけど……こんなオーラのある先輩部員さん達さえ見守る状況下でキッパリ断りやがったのか。なんなんだその妙に強きよう[image: 靭]じんなメンタル。

　俺がぼっちクラスメイトに半ば呆あきれていると、ニーナさんは淡々と続ける。

「かといって、あたしのプレイスタイルは結局変わらないけどね。彼みたいな楽しみ方も認めるようにはなったけど……あたしの楽しみ方だって、否定される謂いわれはない」

「あ、それは雨野も分かっていると思いますよ」

「だろうね。……だからこそ、あたしも加瀬も、それがちょっと、悔くやしいの」

「あ、分かります、それ。雨野に感心させられるのって、なんか、イラッとしますよね」

「するねぇ」

　ニーナさんと二人、軽く笑い合う。……と、今いま更さらながらに、この人が超ちよう絶ぜつ美人なことに気付かされた。……少しドギマギしてしまう。というのも……。

「（っていうか、何俺、ナチュラルに美人さんに声かけて、そのままキャッキャと会話楽しんじゃってんの？　こういうとこが亜玖璃に心配かけんじゃないのか、俺！）」

「？　どうしたのニセハラ。髪かみ搔かき毟むしって」

「いえ……根っからのモテモテ男子になりかけている自分が恐ろしくてですね……」

「ごめんニセハラ、なにそれ、普通にキモイんだけど。ギャグだと言って、ニセハラ」

　ドン引きのニーナさん。俺はキリッと表情を引き締しめて言い直す。

「ギャグです」

「うーわ、だとしたら、超ちようセンス悪いね」

「あ、どちらにせよ俺の好感度は下がるんですね」

「うん、さっきの発言した時点で詰つんでた感はあるよね」

「ぐ。なら、どうしたら取り返せると……」

　と言いかけたところで、いや、俺は何を言っているんだとはたと気付く。

　なぜ、亜玖璃以外の女性からの好感度を上げなければいけないのか。ホント、そういうとこじゃないのか、上原祐。お前の八方美人気質はホントどうにかしないといけないぞ。誰だれも彼もに優しくしたり、いい顔したりするから……結果、一番身近な人間にこそ割を食わせる。亜玖璃を……傷付ける。

　──と、突とつ然ぜん俺が深刻な顔で俯うつむいてしまったせいか、ニーナさんが珍しく慌あわてた様子で切り出してくる。

「あ、ご、ごめんニセハラ、別にあたしはそこまで傷付けようとは……」

「え？　ああいえ違ちがいます。ニーナさんと全然違う女性のこと考えてただけです」

「……うん、あれかな。ニセハラはあたしに対する敵キャラか何かなのかな？」

「とんでもない！　女性を傷付ける趣しゆ味みなんてないですよ俺！　雨野じゃあるまいし！」

「ここでサラリと友人の評価を下げにかかるとか、なんなのニセハラ。クズ野や郎ろうなの？」

「違いますよ！　勘かん違ちがいです！　俺を信じて下さい、ニーナさん！」

「ニセハラ……」

「あ、ただ、イケメンすぎる俺を『好き』にまではならないで下さいね！」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶ。ニセハラ、今絶望的なまでにあたしの中で評価下がってるから」

「ふぅ、助かった。ニーナさんに惚ほれられるとか、たまったもんじゃないですからね！」

　ホント美人さんでいい人だから。そう思ってのことだったが……なぜかニーナさんは、ワナワナしていらっしゃった。……軽い失しつ恋れんショックかな。

「…………凄すごいねニセハラ。あたし、人生でこんなに心が波打ったの、初めてかも」

「？　あ、恋こいの前兆ですかね。危ないところでしたね」

「うん、危ないところだったのは、同意。……ナイフとか持ってなくて良かったよ」

「ナイフ？」

　運命の赤い糸が切れてしまわなくて良かった、みたいなことだろうか。なんていじらしいのだろう、ニーナさん。ただ、俺には亜玖璃がいるから、全くぐらつかないけどな。

　さて、しかしこのまま彼女と親しく喋しやべり続けてばかりいても仕方ない。俺は缶ジュースを飲み干すと、自販機横のゴミ箱に放り込んでニーナさんを見た。

「じゃあ俺……そろそろ行こうかと思います。今日はありがとうございました」

　俺がそう告げると、直前まで自分の空あき缶をくしゃっと握にぎりつぶしていたニーナさんも、あっさりとフラットな表情に戻もどって応じてくる。

「あ、そう？　うん、こっちこそありがとね、対戦。今日全然人来なかったから、そこはホント助かったよ。いい練習出来た」

　その突然の感謝に、俺は少し面食らい……ふと、思わず訊たずねてしまう。

「あの……最後に一つ、不ぶ躾しつけな質問していいッスか？」

「いいよ。さっきまでの発言以上に不躾なことって中々ないと思うし」

「ありがとうございます。で、質問なのですが……その、ニーナさんは、どうしてそこまで、ゲームに入れ込めるのかなって」

「ん？」

　不思議そうに首を傾かしげるニーナさんを見て、俺は慌てて取り繕つくろう。

「い、いや、別に、ゲームを馬ば鹿かにする気はサラサラないんですよ？……でも、言っても、ゲームですよね？　基本的には『娯ご楽らく』なわけで。で、ニーナさんみたいな美人さんなら、他にも娯楽の選せん択たく肢しなんていくらでもあるんじゃないかと思うのですが……」

　常に八方美人に振ふる舞まいすぎて結局何もかも失いかけている自分の現状。それを打破するヒントを求めるように……縋すがるように、自分とは全く違う感性のニーナさんに質問する。

　すると、ニーナさんは自身の空き缶をゴミ箱に捨てながら「んー」と応じてきた。

「……それ、回答、必要？　恥はずかしいぐらい、分かりきったことだと思うけど……」

「分かりきった？　えっと……他にすることがない……とか……？」

「ううん。あたしだって、美味おいしいご飯食べたり、漫まん画が読んだり、友達と喋ったりするのも楽しいって思うけど？　フツーに人間だからね」

「だったら……どうしてゲームにかける比重だけがそこまで……」

「だから、そんなの決まってるでしょ」

　ニーナさんはそこで……どこか照れ臭くさそうに笑って、答えてきた。




「好きなんだよ。何かを多少犠ぎ牲せいにしたって、これっぽっちも後こう悔かいしない程度には」




「…………」

「残念なことだけど、あたしみたいな凡ぼん人じんの割けるリソースって、たかが知れてるからね。なんでもかんでも全部手に入れられるほど、有能じゃない。だから、好きなものを本気で手に入れようと思ったら、多少の痛みぐらいは覚かく悟ごする」

「……その好意の対象がゲームなのはやっぱり格ゲーの才能があるから、ですか？」

　そう訊ねると、なぜかニーナさんはカラカラと笑った。

「全然。才能なんてからっきしだと思うよ、あたし。その証しよう拠こに、新しいタイトルが稼か働どうしてすぐのあたしの勝率なんて、ホント酷ひどいもの。目もあてられない」
















「だったらどうして……」

「だから、好きだからよ」

　またもキッパリとそう答えるニーナさん。その表情は、どこか雨野に……そしてなぜか、亜玖璃にも似ている気がした。

「好きなもので一番になりたいと願うその気持ちに、才能のあるなしって重要？」

「…………」

　ふと、俺の頭に亜玖璃の姿が浮かんだ。彼女が雨野のことを好きなのかもしれないと疑った時……だからと言って、俺の中に「すんなり身を引く」という選択肢はあったか？

　ニーナさんが続ける。

「そうなったらもう、ただ前だけ見て進むしかないでしょ。そのためには、格上にこそガンガン負けに行く。格下を倒たおしてただ悦えつに入ったりしている暇ひまなんかない。だってあたしが欲しいのは、その場限りの刹せつ那な的で限定的な勝利じゃない。自分に勝つという意味での勝利よ。以前の自分より今の自分の方が確実に強いという実感。なによりそれが欲しいの」

　以前の自分より今の自分の方が……か。……俺は今、果たして、そう、思えているのだろうか？　少し前までは、ガリ勉だった頃ころの自分より、今の自分の方が遥はるかに素晴らしい人間だと確信していた。実際ビジュアル面で俺は大おお幅はばに進歩したと自負している。

　けれど……本当にそうなのか？　ガリ勉の頃の俺にはあって、今の俺からは失われたものも、数多くあるんじゃないのか？

　俺が思考の迷路に迷いこんで立ちすくんでいると、ニーナさんは相変わらず他人ひと事ごとみたいなトーンでどこか客観的に語る。

「だから、あたしのゲームスタイルを纏まとめるなら……。『犠牲を覚悟する』ことと『分ぶを弁わきまえない』ことによって『本当に欲しいモノだけ』は死んでも手に入れる、っていう感じかな。あんまり改めて分ぶん析せきしてみたこともなかったけど」

「犠牲を覚悟し、分を弁えないことで、本当に欲しいモノだけを……ですか」

　その瞬しゆん間かん、ふと……最近の自分に足りなかったものがようやく分かった気がした。

　ハッとして顔を上げると、既すでにニーナさんは俺に背を向け歩き出している。

　俺は慌ててニーナさんの背に声をかけた。

「あの……ありがとうございました！　こちらこそ、勉強になりましたー！」

「ん」

　手を上げるだけでそれに応じ、颯さつ爽そうと去っていくニーナさん。

　俺はしばらくその背を見守ると……。

「……よし」

　ぐっと拳こぶしを握り込むと共に、一つの決意を固めたのであった。




　　　　＊




「えっと、それで、上原君。一体どうしたのさ、急に、僕に直接会いたいなんて……」

「ああ……」

　ニーナさんと会話を交わした翌日の昼下がり。前回とは逆にこちらから雨野を公園に呼びだした俺は、噴ふん水すいを望むベンチに浅く腰こし掛かけ、両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを載のせ、深刻そうに口元の前で手を組んでいた。

　隣となりに座る雨野が、俺のただならない様子を見て、心配そうに訊ねてくる。

「も、もしかして、アグリさん関連で何かトラブルでも……」

「いや、そういうんじゃねえさ。あいつはここ数日家族旅行に行ってるからな。会えてもいないんだが、当然トラブってもいない」

「あ、そうなんだ」

「亜玖璃から聞いてなかったか？」

「？　うん、そりゃね。そもそも僕、あのボードゲーム会以降、この夏休み中にアグリさんとは会っていないもの」

「そ、そうか」

　思わずホッとしてしまう。今となっては真しん剣けんにここの浮うわ気きを疑っていたわけでもないが、やはり、二人で親しく喋られると胸がざわざわしてしまうのばかりは仕方ない。

　俺が安あん堵どしていると、雨野は怪け訝げんそうに訊ねてきた。

「アグリさんのことじゃないとなると……あ、ゲームの攻こう略りやくに詰つまったとか？」

「あのなぁ……何のゲームでどういう詰まり方したら、俺がこんなドシリアスな表情になると思うんだ？」

「うーん……何度やっても最初のク○ボーが越こえられない、みたいな？」

「確かにそれは深刻だな！　心が危険信号出している気がするな！　だけど違ちげぇ！」

「ごめん、ゲームの相談じゃないなら、残念ながら僕は上原君の力になれないよ……」

「お前の自己評価の低さも大たい概がいだな！　と、とにかくだなぁ……」

　俺は一度大きく溜ため息いきをつくと、これまで張っていた気が若干弛し緩かんするのを感じつつも、改めてきちんと本題を切り出す。

「俺が今日お前を呼びだしたのは、他でもねぇ。……お前の恋れん愛あいについてだ」

「……え、ええと……？」

　途と端たん、なんだか困った風に頰ほおを搔かいて、キョロキョロと周囲を見回す雨野。

「……どうした？」

「え？　い、いや、もしかしてこれ、テラスハ○スのカメラでもあるのかと……」

「うん、確かに俺が今、男友達としてお前に大分洒落しやら臭い話題を切り出したのは重々自覚している。が、こんな俺達を映して喜ぶテレビ番組なんざこの世にねぇわ」

「え、番組でもないのに、上原君、『ベンチに腰掛け、男二人、恋バナ』みたいなシチュエーションを仕し掛かけてきたの……？…………す、凄いなぁ……」

「おい何若干引いているんだお前！　距きよ離りとるなよ！」

「いやはや……本場のリア充じゆうには気け圧おされるばかりです。僕なんかまだまだ……」

「なんだ『本場のリア充』って！　っつうかどこなんだ本場！」

「あの、でも僕、この後買い物して帰りたいんで、顔狙ねらうのだけはやめてくれると……」

「いや殴なぐらねぇから！　そういう『土手に移動して男同士殴り合いの青春！』みたいなのとか演じようと思ってねぇから、俺！」

「良かった。ところで結局何の話してたんだっけ今。あ、クリ○ーの攻略法だっけ。ジャンプして踏ふむんだよ」

「皆みんな知ってるわ！　っつうかそのゲーム話本線じゃねぇ！」

「ところで『直接触さわると即そく死しの、敵意ある歩くキノコ』ってよく考えたら超ちよう怖こわいよね」

「ああ……雑魚ざことかそういうレベルじゃねえよな……じゃなくて！　俺は、今日……お前の恋愛に関して、一言、言っておきたいことがあるんだ」

「僕の恋愛に関して、上原君が言っておきたいこと……？」

　なんだそりゃ、といった様子で本気で首を傾げる雨野。

　確かに、いくら友人といえど、特にアドバイスを求められているわけでもないのに恋愛へ口出しするなんざ、余計なお世話もいいとこだ。

　しかし俺はそれが分かっていながら……これまでのことを反省しながら……それでも尚なお、彼にはハッキリと言っておかなければいけないことが、あるから。

「…………」

「……上原君？」

　……それでも、いざその時になると、緊きん張ちようしてしまう。

　俺はこれから……とてつもなく身勝手な宣言をしようとしている。雨野の友達としては、これ以上ないぐらいに、最低の宣言だ。

　だけど、もっと最低なのは。

　自分の意図を一切明かさず、こそこそと安全圏けんで立ち回る、ことだから。

「（そんなだから……最近の俺は、勘かん違ちがいやすれ違ちがいに翻ほん弄ろうされんだ。謂いわば自業自得）」

　しかし、これからはそうはいかない。

　なぜなら今日、この時から俺は……堂々と、自分の意図を、立場を、表明するからだ。

「（これは、俺なりの、勘違いやすれ違いの神に対する宣戦布告だ！）」

「……上原君？」

　突とつ然ぜんベンチからすっくと立ち上がった俺を、不思議そうに見上げる雨野。

　俺は……俺は、ニーナ先せん輩ぱいの言葉を思い出すように、ぎゅっと拳を握にぎり込むと。

　勇気を振り絞しぼって、しっかりと雨野の目を見返し……そして、宣言した。




「俺はもう、お前と天道の恋こいを、応おう援えん出来ない」




「…………え？」

　雨野の目からスッと色が引いていく。顔の筋肉がひくひくと痙けい攣れんをおこしたように引き攣つっていた。衝しよう撃げき、動どう揺よう、絶望、困こん惑わく……様々な感情が入り乱れすぎて、どうしていいのか分からない様子だ。……当然だろう。彼には今、信しん頼らいしていた友達から見放されたようにさえ思えているのだろうから。

　俺は友人のそんな表情に胸を締しめ付けられながらも……それでも正々堂々としていなければと、逃にげずに、続ける。

「端たん的てきに言わせて貰もらえば。……今俺は、お前と天道のカップルがこのまま上手うまくいくのを、心から祝福出来ねぇんだわ」

「…………それは……どうして……？」

　雨野からの当然の質問。それに対する俺の答えは、決まり切っている。




「（星ノ守の恋を応援してやりたいからだよ）」




　俺は彼女の恋に責任を持つ必要がある。そしてなにより俺自身が……雨野と星ノ守が上手くいく光景を望んでやまない。

「（……そのためなら……天道の涙なみだを厭いとわないぐらいには、な……）」

　犠ぎ牲せいを覚かく悟ごし、分を弁えないことで、本当に欲しいモノだけは手に入れる。……俺はニーナさんと同じく、全能じゃない。誰だれも彼をも幸福にしてやれる度量なんかねぇし、雨野にラノベ主人公よろしくハーレム王を気取れ、なんて酷こくなことを求めるつもりもサラサラない。

　でも、だったら、俺は、俺の心に従って、応援したいヤツを選ぶ。これが余計なお世話なんつうのは百も承知だ。分かっている。全部分かった上で、それでも、俺はあの光景が……雨野と星ノ守が楽しそうに喋しやべる光景が、見たいんだ。見守り続けたいんだ。

　そんな俺のささやかな願いに、文句は言わせない。

　ただ、その上で、やはり。

　天道に惚ほれてる雨野の傍そばで、このまま完全な味方面し続けるのも、違うと思うから。

「……上原君？」

　雨野が今一度答えを催さい促そくしてくる。どうして、自分と天道の恋を応援出来ないのか、と。

　本当は答えてやりたい。俺の胸の内の全てをぶちまけてやりたい。

　しかし……こればっかりは、現時点で俺が勝手に答えるわけにはいかない。星ノ守の気持ちまで、俺が勝手に語ることなんざ許されるはずがない。

「……すまない。理由は答えられない」

「……そう。……そっか……」

　雨野はなにやら顎あごを撫なでながら、深刻そうに頷うなずく。……実際、彼には怒おこる権利がある。というか、怒って当然だ。なのに……彼はまるでそんな素そ振ぶりを見せなかった。

「（気弱だから……じゃ、ねぇな。まるで……既に何か覚悟していた、っつう目だ）」

　俺に呼びだされた時点で、何か思うところでもあったのだろうか？　彼の思おも惑わく全ては測りきれないが、少なくとも雨野から露ろ骨こつな拒きよ絶ぜつはなかった。

　しかしだからこそかえって、俺は正直……キツかった。

「……罵ののしってくれて、いいんだぜ？」

「え、上原君、そういう趣しゆ味みの人？」

「いや違ぇけど……」

「だったら僕が罵る理由はないよ。……でももうちょっとだけ……考えさせて」

「……ああ」

　俺はそう応じ……改めて、彼の隣に腰掛ける。

　雨野はしばらくの間、遠くを見つめながら何かを真剣に考え……そうして、約三分後。

「……分かった。僕も、もう、上原君に必要以上の恋愛相談はしないよ」

「必要以上の？」

　全く、ではなかったことが不思議で訊たずね返すと、雨野は……なぜか照れ臭くさそうに笑った。

「うん。だってほら……僕が天道さんと交際している以上、やっぱり、上原君と雑談する上で、どうしたって彼女の話題が出てきちゃうことはあると思うから」

「俺と雑談する上で……って」

　その言葉の意味するところに半ば気付き、目を見開く俺。そんな俺に……雨野は苦笑いを浮うかべながら、それでもしっかりと告げてきた。




「上原君の気持ちは分かった。でも……その上で、それ以外のことに関しては、僕らは、やっぱり、変わらず、友達だ。というか、友達でいてほしい。……駄だ目めかな？」




「雨野……」

　……思わず目頭が熱くなる。正直……絶交されても仕方ないという覚悟だった。友人の恋を応援出来ないと直接のたまう男がどこにいる。しかしそれでも、俺は……雨野と星ノ守さえ上手くいくならそれでいいと……そう、覚悟していた。

　だけどこいつは、こんな最低な男に……それでも友達でいてほしいと言ってくれた。

　それが一体どれ程の信頼と友情、男気に裏打ちされた言葉なのか……それが分からない俺じゃない。

　だから俺は、それに対し……俺なりの、目め一いつ杯ぱいの笑顔で応じてやる。

「ああ！　今後もゲームの相談なんかはガンガンさせて貰うからな！　覚悟しとけよ！」

「うん、どんと来いだよ！」

　薄うすい胸板をぽんっと叩たたいて笑う雨野。そんな彼を見て……俺は一人、心の中で呟つぶやく。

「（雨野……お前には悪いけど、俺はやっぱり、そんな風にゲームのことで笑うお前の横には……星ノ守に、居てほしいわ）」

　そう堅かたく決意を新たにする。

「（そうと決まれば……改めて、このことを、星ノ守に告げないとな。電話するとして……《のべ》や《ＭＯＮＯ》の正体にも絡からむことだから、多少言葉を選ばないとだが……）」

「あ、じゃあ、上原君。申し訳ないけど、僕、そろそろ行くね」

　一人黙もつ考こうし始めてしまった俺の隣となりで、雨野が立ち上がる。俺は「おう」と手を上げた。

「わざわざ呼びだして悪かったな。俺は……ここでもうちょっと考え事してからいくわ」

「分かった。じゃあね、上原君。また」

「……おう。……じゃあ、次は一いつ緒しよにゲームでもして遊ぼうぜ、雨野」

「……うん！　そうだね！　じゃ、ばいばい、上原君」

「ああ」

　手を振ふり、相変わらず笑顔で去っていく雨野。…………。

「（ホント……見かけによらず強いやつだよ、あいつは……）」

　そんなヤツの恋こい心ごころを他の女に移すなんてのは、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないだろう。

　でも……俺は決めた。八方美人で中ちゆう途と半はん端ぱな男・上原祐は今日で卒業だ。

　俺は思いきり勢いをつけてベンチから立ち上がる！

「見てろよ、神様！　俺の目の黒いうちはもう……この恋れん愛あいに関して、二度と、ふざけた勘違いやすれ違いは起こさせねぇからな！」

　拳こぶしを掲かかげた空には、俺を祝福するかのように太陽が燦さん々さんと輝かがやいていた。





雨野景太






　しばらく歩いてから背後を振り返ると、上原君がベンチから立ち上がって空に拳を掲げ、実に爽さわやかな顔を見せていた。……何かいいことでもあったのだろうか？

　いや、しかし、それにしても……。




「そっかぁ……やっぱり上原君は、天道さんのことが好きだったのかぁ……はぁ……」




　僕は重たい溜ため息いきをつくと、陽ひの光から隠かくれるようにこそこそと木こ陰かげを往いく。

　そうして……僕は今日も今日とて、あまりに辛つらすぎる現実から逃げるように、しょんぼりと肩かたを落として、馴な染じみのゲームショップを目指すのだった。








【星ほしノ守もり心春このはと継つぎ接はぎロールプレイ】






　昼下がりの強い陽ひ射ざしがアスファルトで照り返し、僕の肌はだを容よう赦しやなくジリジリと焼いていく。

　八月初しよ旬じゆん。夏真っ盛りのこの時期……通常ならばコンビニに行くのさえ躊躇ためらうモヤシ男子たるこの僕、雨あま野の景けい太ただが。

　ゲームの発売日ともなると、そうはいかない。

　今時ネット通つう販はんなりダウンロード販はん売ばいなり、外に行かずにソフトを手に入れる方法はいくらでもある。だが、前者は僕みたいな田舎いなか暮らしだと発売日当日にはまず届けて貰えないし、後者は……正直それなりに利用するのだが、本当に「好きなシリーズ」や「期待の作品」なら、パッケージや初回特典まで欲しくなるのが人情である。

　そして今日発売のソフトはまさに、僕の好きなシリーズ作であり。

「ああ……ひきこもり趣味に深く傾けい倒とうしすぎると、ある一線を越こえた段階で逆に外に出る機会が増えるのかも……。……よし、このグラフを『雨野曲線』と名付けよう……」

　そんな馬ば鹿かな独り言を気持ち悪い笑顔でヘラヘラ呟きながら一人歩くオタク男。自分でもヤバイのは分かっているのだけれど、この暑さでただ黙だまって深刻な顔を続けていたら、それこそ心が致ち命めい的てきにやられてしまう。

　……まあ、とはいえこうして現在必要以上にふざけてしまっているのは、暑さだけが理由でもないのだけれど。

「（上うえ原はら君の気持ち……どうしたものかなぁ……）」

　それを考えると気が滅め入いって滅入って、お得意のキモイ笑顔さえ引っ込んでしまう。

　つい数分前、僕は上原君と公園で喋り……そして、彼が僕と天てん道どうさんを応おう援えん出来ないこと……つまりは彼が天道さんを好いているという事実を、突つきつけられた。

「（これに関してはもう、勘かん違ちがいとかじゃあ、ないんだろうなぁ……）」

　僕と天道さんの交際を応援出来ないと、僕に正面切って告げる理由なんて……彼が天道さんを好きという解かい釈しやく以外、何があるというのか。

　僕はふっと口元に笑みを浮かべると、無理やりな推理を捻ひねり出してみる。

「（たとえば僕に恋こいしている女の子が他にいて……上原君がその子の味方をすると腹を決めた、とか？）」

　……………………。

「……………………いやホントごめんなさい！」

　そんな萌もえラノベみたいな展開を空想した自分を心底恥はじ、神に謝罪する僕。

　男なら誰だれしもモテモテ幻げん想そうぐらいするものだけど、僕は現在素敵なカノジョさんが居る身なんだ。なのに未いまだ他の誰かに好かれる妄もう想そうするとか……自分でも反吐へどが出る不誠実さ！　今一度ちゃんと自分の身の丈たけを確認しないと！

「（天使みたいな方とお付き合いさせて頂いているとはいえ、やはり僕自身のスペックは相変わらずキモオタぼっち野や郎ろうだし、上原君は天道さんが好きだし、天道さんには現状明らかに上原君がお似合い。これが今の絶対の真実。よし、これをちゃんと受け容いれよう）」

　…………。

　……やばい、事実を受け容れたら受け容れたで、今度は心がぼっきり折れそうになった。でも現実は厳しいのだから仕方ない。僕なりに頑がん張ばるしかない。

　僕は決意を新たに再び歩き出す。ゲームショップへの道を。のろい歩行速度で。……エロゲーを買いに。

「…………ごめんなさい」

　カノジョさんに操みさおを立てる決意を固めたその足でエロゲー調達に赴おもむく男って、ホント、なんなの？　人格破は綻たん者なの？　馬鹿じゃないの？

　しかしそう反省しながらもゲームを買いに行く足を止めないあたりが、僕の僕たる所以ゆえんだ。だって仕方ないじゃないか。ゲームやりたいんだもの。……何がどう仕方ないのかは僕にも分からないが。

　……で、でも、アレだよ？　エロゲーと言ったって、今回買うのは十八禁のゲームじゃないんだよ？　一応コンシューマーのゲームなんだよ？　いやまあ、「妄想捗はかどりすぎて逆に卑ひ猥わい。最も早はや十八禁モノ以上にエロゲー」と称しようされるほど変態シーンの多いことで有名なシリーズなのだけれど。直接的ではないＣＧと妄想を喚かん起きさせるテキストだけでプレイヤーにそこまで言わしめるとなれば、それはもうギャルゲーの一つの到とう達たつ点と言えるわけだからして、ゲーム好きな僕がやらないわけには……。

　…………。

「いや、ホント、ごめんなさい」

　そんなわけで、僕は相変わらず何か（神、もしくは愛いとしの上官）に謝りつつ、ゲームショップへの道を急ぐ。

　そうして数分後、暑さと心労でぐったりしながらショップへと辿たどり着くと、一いつ旦たん涼すずむために、あえて目的の新作コーナー以外を先に回った。

「（流石さすがに汗あせだくでカウンターにエロゲーを持っていくのもな……）」

　僕は僕なりに、多少なりとも自分のキモさを低減させたい気持ちはあるのだ。良い服やアクセサリに金銭費やす系の努力は全然出来ないんだけどね。少なくとも、清潔感ぐらいには気をつけたいわけで。……別に僕の汗の量なんて誰も知ったこっちゃないだろうけど。

「（やばい。なんか今日、普ふ段だんより更さらに卑ひ屈くつになってるな、僕）」

　……まあそりゃ、イケメン親友に「お前のカノジョ、俺だーい好き」宣言されたその足でエロゲを買いに来てりゃ、自分で自分を信じられなくもなる。…………まあそれでも、ゲーム買うのをやめるとならないあたりが、僕なのだが。

「（天道さんに『私とゲーム、どっちが大事なの!?』とか言われたらどうするつもりなんだろうか、僕という駄だ目め人間は……）」

　そもそも天道さんはそんなこと言う性格でもないんだけど。あと、改めて想像して思ったけど、なにその変な修しゆ羅ら場ば。恋愛のシリアスな場面で天てん秤びんにかけられるものがよりにもよってゲームって、もう、その時点で彼氏の感性が地じ獄ごくすぎるじゃないか。雨野景太、クソすぎるだろう。……まあ、やはりゲームは買うんだけどね！

「……ふぅ。さて……」

　冷れい房ぼうの効いた店内で大分体力を回復したところで、改めて新作コーナーへと向かう。

　目的のソフトはすぐに見つかった。僕はパッケージを眺ながめて思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。

「（いや素晴らしいデザインだね。ロゴも色合いも落ち着いたトーンで、イラストも、真ん中にぽつんとヒロイン一人が廊ろう下かの壁かべに背を預けているだけなのに……どうしてこうも妙みようなエロスが匂におい立つのか！）」

　なんだろ、直接的に裸はだかとかセクシーポーズじゃないのになぜか「エロい」と感じさせる萌もえ絵を見ると、僕なんかはもういっそちょっと感動するよね。これはもう、ギャルゲ好きなら思わず見とれずにはいられない絵だ。

「…………」

　僕は既すでに感動しながらふらふらとソフトに寄ると、ごくりと生なま唾つばを飲み込みつつも、ゆっくりとソフトへと左手を伸のばし、そして────




　────全く同じタイミングで伸びてきた誰かの右手を、捕つかまえてしまった。




『……え？』

　小さな驚きよう嘆たんの声が重なり、夢の世界から一気に引き戻もどされる。……っていうか、なんか最近、これと全く同じようなことがあったような……。

　そんな不思議なデジャビュ感に襲おそわれながらも隣となりを見ると、そこにはやはり見覚えのある女性の顔。僕はハッとして思わず口を開く。

「ほ、星ノ守──」

「あ、あんたは……」

　目を見開く相手。僕はその顔を──その、間近で見ると意外に姉によく似た顔を見つめながら、愕がく然ぜんと、続く言葉の軌き道どう修正を図った。

「──星ノ守、コノハ、さん？」

「……雨野……景太……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながらも、どうしていいのか分からず、ただただ啞あ然ぜんと見つめ合う二人。

　結果そこには……微び妙みような距きよ離り感かんの男女が共に、エロゲを買おうとしているところを見つかるという……悪夢のように気まずい光景が、出来上がってしまったのだった。




　　　　＊




「ああっ、もうっ、それにしても、どうして今日に限って変装を怠おこたったのよ、あたし！」

「…………」

　ゲームショップを出ると同時に地じ団だん駄だを踏ふむコノハさん。僕はキャラが急変した彼女の態度にイマイチついていけず、ただ無言で頰ほおを搔かく。

　──と、コノハさんは突とつ然ぜんこちらを振ふり向き、鋭するどく睨にらみつけてきた。

「あんたっ、なんでいっつもいっつも、あたしの人生に最低の絡からみ方してくるわけ!?」

「え、ええ!?」

　いきなりとてつもない敵意をぶつけられ、ショックを受ける僕。だって憧あこがれの《のべ》さんに……なぜか僕、かなり嫌きらわれているっぽいとなればそれは……。やばい。正直ちょっと泣きそうだ。

　……と、僕のそんなリアクションにハッとした顔を見せるコノハさん。彼女は大きく嘆たん息そくすると、どこか仕方なさそうに態度を改めてきた。

「ああ、えと……今のは《のべ》としてだったり《ＭＯＮＯ》としてのアレじゃなくて。あたし、コノハとしてのリアクションだから、気にしないで下さい」

「え？　いや……え？　イマイチ意味が……だってそれ、全部同一人物じゃ……」

「だ、だから！　あたしは今あんたに腹立てているけど、《のべ》や《ＭＯＮＯ》はこれまで通りあんたと仲良しってことよ！」

「は、はぁ。……えと……そ、それは、あの、多重人格みたいな話ですか？」

「いや、そうじゃないけど……あー……でも、うん、それ、案外いいかも。いい解釈です。よし採用」

「さ、採用？」

「今後はあたしと《のべ》や《ＭＯＮＯ》は、多少切り離はなして考えて」

「はぁ……」

「あ、も、勿もち論ろん、あたしは《のべ》であり《ＭＯＮＯ》なんだけどねっ、うん！」

「は、はぁ……」

　一体どうしたいのだろうこの人は。まあ元々こちらもネット上の友好度をそのまま現実に持ち越せずにいたから、それでいいっちゃいいんだけどさ。……うーむ……。

　僕が訝いぶかしげな表情をしていると、コノハさんがこほんと咳せき払ばらいを一つ。

「と、とにかく、まず移動するわよ、雨野……さん。お互たがい、この状じよう況きようを人に見られてもイヤでしょう？」

　言いながら、エロゲーの入ったビニール袋ぶくろを持ち上げるコノハさん。僕も自分の手元のビニール袋をチラリと見る。……なんだかんだ、ちゃっかりエロゲーは買った僕らである。

　僕は「そうですね」と頷うなずくと、とりあえずコノハさんと二人、移動を開始した。コノハさんが駅からバスに乗るというので、とりあえず僕も駅まで付き合うことにする。

『…………』

　微妙に距きよ離りを空あけて二人、言葉少なに歩道を歩く。

　……まばらに傍そばを通る車の走行音。どこからか香かおる夏の青あお臭くささ。干からびたミミズの死体を運ぶアリ達。

「…………」

　……やばい、空気が重い。最近久しく忘れていたよ、この、「特にまだ親しくはない知人と二人きり」という状況のどうしようもなさ。特に僕とコノハさんの場合は変にネット交流の部分があるせいで、接し方のテンションが未知数すぎる。結果、互いに探り探りになり……まるで会話がはずまない。

　正直早々に切り上げたい気持ちは山々だったのだけれど、なにかどうもコノハさん側が僕に言いたいことがあるような雰ふん囲い気きを全身から醸かもし出しており……これまた妙に帰り辛づらい。

　仕方ないので二人しばらく淡たん々たんと数分歩き……そうして人通りの少ない道に差し掛かかったあたりで、ようやくコノハさんが、酷ひどくぎこちないながらも口を開いた。

「その……えっと……い、一応、先せん輩ぱい、でしたよね、雨野、さん？」

　なんかコノハさん、急に敬語になっていた。まあ、そういや確かに前回星ノ守家で会った時は、この調子のビジネスライクな敬語だったけど……。

「え？　あ、そ、そうですね。コノハさんは高一だそうですから、一年先輩……かな」

「……えと、つまり、あたし、もう少し先輩を敬った態度を示すべき、ですよね？」

　チラリと僕の表情を窺うかがってくるコノハさん。僕は頭を搔かきながら答える。

「いや……なんかそれはそれでもう違い和わ感かんが……さっき若干素を垣かい間ま見みてしまった現状、今いま更さらそれはそれで気持ち悪いというか……」

「ですよね！　はい、じゃあ、いっそ素のテンションで行かせて貰もらいますけど。センパイ」

　そう言うや否いなや、突然態度を急変させ、僕にガンを飛ばしてくるコノハさん。先輩と呼んでいる割にはまるで敬意が感じられないどころか、若干人を小こ馬ば鹿かにする感じの「先輩」ニュアンスが入っていた。……ぼ、僕が一体何をしたというんだ……。

　僕が心の中でだくだく冷や汗を搔いていると、コノハさんは表面的には笑顔で……しかしその瞳ひとみには溢あふれんばかりの敵意を宿らせて、僕を睨みつけてきた。

「あたしがエロゲを買ってたことは、誰だれにも言わないで下さいね」

「へ？　誰にもって……」

「勿論、センパイのカノジョさんにも、あたしのお姉ちゃんにも、ってことです」

「そ、それはいいですけど……」

　僕がそう応じると、コノハさんは胸の前で指先を合わせて「良かった♪」と微笑ほほえんだ。なんだろう、その仕し種ぐさには少し天道さんを思わせる「ビジネス美少女」感がある。

　が、正直以前より印象が柔やわらかくなったのも事実だ。これなら案外話せる人なのかもなと踏んだ僕は、ちょっとだけ条件を付け足してみることにした。

「えっと、じゃあ、せめて僕の友達の上原君にぐらいは世間話程度に話しても……」

「あーまーのーセーンパーイ？」

　途と端たん、今度は笑顔はそのままでしかし物もの凄すごく威い圧あつされた。なにこれ。天道さんもそうだけど、女性って皆みな、基本は同じ笑顔をオーラだけで「癒いやし」から「攻こう撃げき」へと属性転てん換かんできるスキルとか持ってんの？　とんでもないな、女性って。

　僕は馬ば鹿かみたいにコクコクと頷くも……しかしやはりイマイチ納得がいかない。

　僕はさっさと先を行ってしまうコノハさんに小走りで並び、改めて訊たずねる。

「でも、あの、どうしてそこまで隠かくしたいんですか？」

　自分を軽く扱あつかう後こう輩はいにさえ、未いまだ敬語をやめられない僕。……なんかこう、他人との距離の詰つめ方ってのが分からないんだよな……僕。この卑屈な感じが、むしろ相手に不快感を与あたえてしまう時もあるっていうのは、重々承知しているのだけれど。

　案の定コノハさんも若干うざったそうに僕を一度睨みつけた後……それでも流石に無視はせず、質問に答えてくれた。

「自分がエロゲやってるなんてこと、センパイは家族にわざわざ吹ふい聴ちようします？」

「……いや、まあ、うん。しないかな……。でもほら、これ、コンシューマーだし……」

「じゃあセンパイ、家族の前で今日これプレイしてみて下さいよ」

　言われて、その光景を想像してみる。

　……リビングで両親や弟が見守る中、主人公が小こ悪あく魔ま後輩美少女キャラの足の指を舐なめる場面を、ニヤニヤとプレイする僕。……なんかいっそエロ本見つかるよりキツい！

「ごめんなさい！　コノハさんの秘密は、絶対に漏もらしません！」

「はい、素直でよろしい。誉ほめて遣つかわしますよ、雨野セーンパイ？」

「あ、ありがとうございます、コノハさん！」

　…………あ、あれぇ？　おかしいな。どちらかと言えば弱みを握にぎっているのは僕なのに、どうして、現在僕の立場がこんなにも下なのだろうか。いや……まあ、この人は僕が心底尊敬するクリエイターさんなわけだから、仕方ないのか。うん。

　あれ？　でもそういえば《のべ》さんって確か……。

　突然一つ大きな疑問が浮うかび、僕はおずおずと彼女に訊ねる。

「あの……《のべ》さんもエロゲーとかやるんですね？　てっきり萌えは嫌いだと……」

「…………」

　あれ、なんか無視されてる？　聞こえてないのかな？

「？　《のべ》さん？」

「…………」

「おーい……《のべ》さーん？」

「…………」

「…………コノハさん？」

「？　なんですか、雨野センパイ」

　この人本当に《のべ》さんなんだよねぇ!?　いや確かにネットでのハンドルネームを現実に呼ばれる機会は少ないかもだけど！　こんなにもリアクションないものかね!?

　僕は大きな疑念に苛さいなまれながらも、もう一度訊ねる。

「《のべ》さんも、エロゲーとか、やるんですね？」

　僕の質問に、なぜかキョトンとするコノハさん。

「へ？　いや、お姉ちゃんは全くエロゲーやらないハズですけど……」

「？　そりゃチアキはやらないでしょう。そうじゃなくて、《のべ》さんが……」

「いや、ですから、お姉ちゃんは──」

　なんだか酷く気け怠だるそうにそこまで答えたところで……急に何か思い出したといった様子で目をカッと見開き、テンションが急変するコノハさん。

　彼女は突とつ然ぜん妙みように元気に僕に応じてきた。

「はい！　どうも《のべ》です！　よろしくね！」

　キラリンッ、と瞳をピースで挟はさむポージングまで決めてくるコノハさん。

「なんですか急に!?　新作ロボットお披ひ露ろ目め会みたいなぎこちない自己紹しよう介かいして！」

「い、いやぁ、まぁ、あたしって、ほら、《のべ》であり《ＭＯＮＯ》なわけですよ」

「知ってますけど!?　今更のその過か剰じような主張は一体なんなんですか!?」

「い、いいじゃないですかっ、別に。それでなんでしたっけ。えーと、《のべ》がエロゲーやるかどうか、でしたっけ。それは……その、難しい質問ですね」

「手にエロゲーの入ったビニール袋を持ちながら何を今更難しいことが……」

　呆あきれ果てる僕に、しかしコノハさんは腕うでを組んで難しい顔で答えてきた。

「……あたしがエロゲを愛していたとしても、果たして《のべ》はどうかしらね？」

「な、なんですかそのＹＡＺＡＷＡ的な回答！　ちょっとカッコイイですね！」

「ふ、消費者としてのメンタルとクリエイターとしての感性を完全に切り離はなせる女。それがこのあたし、星ノ守心春と思って下さい、雨野センパイ」

「なるほど！　なんか一気に色々合点がいきました！　どうりで、これまでコノハさんから《のべ》さんが感じられなかったわけだ！」

　僕が大いに納得していると、その隣となりではなぜかコノハさんがダメージを受けていた。
















「ぐ……!?……え、あの、そ、その、雨野センパイ？」

　なにやら突然もじもじし始めるコノハさん。感情が忙いそがしい人だな……この人。

「その……これまでのあたしからって、その、そんなに、《のべ》や《ＭＯＮＯ》っぽさが感じられなかった、ですか？」

「はい、それはもう！　全く！　正直別人なんじゃないかってぐらい！　失礼ながらコノハさんが噓うそついてんじゃないかって疑いまでしたぐらいに！」

「……そ、そう。………あー……演技力の自信なくすわー…………」

「？　なぜ演技力の自信をなくすんですか？」

「!?……う、噂うわさには聞いていたけど、ホントにこちらの『小さな独り言』まで聞き漏もらさないんですねっ、雨野センパイって。それ、いっそ鈍どん感かん難なん聴ちよう主人公よりうざいですね」

「なんですかその理り不ふ尽じんな怒いかり」

　僕はただ、相手に失礼がないよう、会話を聞き漏らすまいとしているだけなのに。

「…………はぁ。しかし……そう……あたしに《のべ》感、なかったかぁ……。ごめんねお姉ちゃん……」

「（な、なぜこの場面でチアキに謝罪？）」

　姉に謝りながらすっかり落ち込むコノハさん。よく意味は分からないが……僕はとにかく、力強くフォローしておくことにした。

「いやむしろ凄すごいですよっ、そこまで公私を切り離せるだなんて！　演技力云うん々ぬんっていうよりは……精神力が強いんでしょうね！　流石さすがクリエイターさんです！」

「…………はーい、そりゃ、どーもでーす……」

　感謝の言葉を口にしながらも、まるで喜んだ様子のないコノハさん。す、凄いなぁ。誉められても全然慢まん心しんとかしないんだなぁ。さすがだなぁ、《のべ》さん。

　ここにきて、ようやく僕の中に「この人が《のべ》さんなんだなぁ」という実感が多少湧わいてきた。

「（思ってたのとは大分違ちがうけど、こう、コノハさんからは強いバイタリティを感じるし、なにより、時折発言やテンションが意味不明なあたりは、非常に《のべ》さんの作風に通じる何かがある…………気がする！）」

　そんな憧あこがれのクリエイターさんが、今、僕の隣を歩いているんだなぁ。光栄だなぁ。

「う……な、なんですか、雨野センパイ……？　そんな、高二男子とは思えない程に無む邪じや気きで健けな気げな瞳であたしを見つめて……」

「いや、ただただ、嬉うれしいなぁと。僕、ホント《のべ》さんの作品、大好きなんです！」

「…………」

「？　コノハさん？　どうしたんですか、急に僕から顔を逸そらして……」

「…………いやもう、照れやら羨せん望ぼうやら罪悪感やら妬ねたみやら面めん倒どう臭くささやら胸の高鳴りやらと、あたしの中で今感情が大だい渋じゆう滞たいを起こしてまして……。……よし、とりあえず雨野センパイ、責任取って一発殴なぐらせて下さい」

「はい!?　なんでですかっ!?　そんな理不尽なことってありま──」

「ていやっ」

「おふっ!?」

　まさかの本当にビンタが飛んできた。といっても頰ほおをぷにっと押すぐらいの、まるで痛みはないビンタだったのだけれど。……とはいえあまりに突とつ然ぜんだったので精神ダメージはでかい。子供だったら驚おどろいて泣いているレベルだ。

　僕が頰を押さえて呆ほうけていると、コノハさんは一人、空を見上げて妙みようにアンニュイな溜ため息いきを漏らす。

「……はぁ。実に不毛で虚むなしいです……」

「ホントですよ！　なんですかこれ！　天道さんにも殴られたことないのに！」

「あたしだって暴力系ヒロイン属性付加なんてごめんこうむりますよ。最近は大たい抵てい人気出ないんですから、あの手のヒロイン」

「あ、ですよね、ツッコミ激しい系ヒロインはホントバランス調整が難し──じゃなくて！　じゃあなんで僕を殴ったんですか！」

「ついポッとなって？」

「ポッとなって!?　カッとなってでさえなくて!?」

「あー、もう、イチイチ五月蠅うるさいセンパイですね……って」

「？」

　隣を歩くコノハさんが突然立ち止まる。何事かと思って様子を覗うかがっていると、彼女はなにやら苛いら立だった様子で、僕に状じよう況きよう認識を促うながすように荒あら々あらしく前方を指差した。

　正直ちょっとムッとしながらも、仕方なく僕も前方を確認──

「あ、雨野君!?」

「…………。…………て、天道さん……」

　──したところで、我が愛しのカノジョ、天道花か憐れんと正面からばっちり目が合った。

　急に立ち止まったせいで上質な織物の如ごとく滑なめらかな金の髪かみが揺ゆれ、その宝石細工のような蒼あおい瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれている。こんな時でも見とれてしまう程彼女は美しく、僕らの間にはしばしの沈ちん黙もくが降りる。……が、僕はどうにかすぐにハッと意識を取り戻もどすと、慌あわててコノハさんを振ふり返った。

　彼女は一いつ瞬しゆん僕だけに向けて明らかに「どうすんのこれ」と言いたげな険しい眼まな差ざしを向けてきたが、天道さんの視線が自分に向いたのを察知すると、途端にいつもの……以前僕が会った時のような「ビジネス星ノ守心春」の笑顔を見せつつ、僕の隣まで出て来る。

「こ、こんにちは、天道さん。お久しぶりです」

「こ、こんにちは……えっと、星ノ守心春さん。プールで少し会って以来ですね？」

「はい、そうです。覚えて貰もらっていて光栄です」

「あ、いえ、こちらこそ」

　天道さんとコノハさんはニコニコと互たがいに挨あい拶さつを交わし合う。…………うん。

　よし、この調子で……このまま……なんとか！

　僕とコノハさんは二人、気色悪いぐらいの笑顔を見せながら、エロゲのビニール袋ぶくろを背に隠かくし……そして、天道さんに軽く会え釈しやくしつつ足を踏ふみ出した！

『では、ご機き嫌げんよ──』

「さて、お二人は、どうしてご一いつ緒しよに？」

『（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ！）』

　僕らの行く手を塞ふさぐようにスッと身体からだを移動させつつ、天道さんが笑顔で訊たずねてくる。

　僕とコノハさんは、表情に笑みを貼はり付かせたまま……だくだくと冷や汗あせをかき始めた。

　二人、咄とつ嗟さに俯うつむき、超ちよう小声＆超高速の作戦会議を交わす。

「（ちょっとセンパイッ、どうするんですかコレ！　カノジョさんでしょう!?　なんとかうまくかわして下さいよ！）」

「（無茶言わないで下さいよ！　実際の『エロゲ購こう入にゆう時にばったり』という最低な真実以外に、チアキの妹さんと休日一緒に歩いている理由ってなんですか!?）」

「（…………ぐ、偶ぐう然ぜん！　そう、偶然、たった今、会ったことにしましょう！）」

「（そ、それしかないかもですね！）」

　というわけで僕は笑顔でその理り屈くつをカノジョへと──

「遠目に拝見した限りですが、随ずい分ぶんと親しげに盛り上がった会話をなさっていたようですから、『たった今偶然』なーんてことは、なさそうですよね？」

『（事前に潰つぶされたぁああああああああああああああああああああああああああ!?）』

　僕とコノハさんは再び俯いてカタカタと震ふるえ始める。

「（ちょ、なに、この女！　噂には聞いていたけど……中身も悪い意味で『出来る女』すぎるでしょう！）」

「（流石天道さんです！　僕なんかとは格が違う！）」

「（感心してる場合じゃないでしょうっ、雨野センパイ！　ど、どうするんですか！）」

「（えっと……コノハさん、同じ『美少女』で『出来る女』としていいアイデアは──）」

「（ちょ、こんな場面でまでストレートに褒ほめるのやめ──）」

「あらあら、先程からお二人とも、仲良く下でごちょごちょ何か話してません？」

『（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！）』

　バレてる！　作戦会議バレてる！　そりゃそうか！　こんなに長々やってたら駄だ目めか！

　僕とコノハさんはガバッと顔を上げ、ニコニコと言い訳を試みる。

「い、いや、さっき、丁度、あの、コノハさんが、落とし物してしまって、ええ」

「そ、そそ、そうなんです。あ、でも、やっぱり勘かん違ちがいだったみたいです。い、いやぁ、ご心配おかけ致いたしました」

　咄嗟の酷ひどい言い訳だった。が……しかし、意外にも、これは功を奏したらしい。天道さんがなにやら勝手に得心した様子を見せる。

「ああ、なるほど、二人が親しげに見えたのは、二人で一緒に落とし物を捜さがしていたからなのですね」

『！　そう！　そうなんです！』

「なるほど。これで納得がいきました。いえ、なんだかお二人は、まるで『深い共通の目的意識を持つ仲間』みたいに見えたもので、ついつい、妙な疑いを……」

『（凄すさまじく鋭するどいぃぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！）』

　天道さんのインプレッションが完全にドンピシャだった。僕とコノハさんはそれぞれに、後ろ手でクシャリとエロゲの入ったビニール袋を握にぎり直す。

　僕は苦笑いを浮うかべながら、話を天道さん側へとスライドさせる。

「て、天道さんは、今日、どうしてここに？　お買い物ですか？」

　僕の質問に、天道さんは少し照れたような苦笑いを見せた。

「いえ、夏期講習に向かう途と中ちゆうなの。……勉強は自分で出来ているのだけれど……夏休み中に娘むすめが家でゲームしている姿ばかり見せては、両親が心配しますから。二人を安心させてあげるためにも、たまには『いい娘』をしておこうかなと」

『（うぐっ）』

　天使のような行動動機の女子を目の前に、胸へと痛つう恨こんの矢が突つき刺ささる、真夏のエロゲユーザー二人。

　天道さんは僕らのそんな様子にも気付かず、「あれ？」と首を傾かしげる。

「でもそういえば……雨野君と心春さんって、元々面識ありましたっけ？」

『うっ』

　それを詳くわしく説明するには、以前チアキの家に忘れ物を取りに行ったことや、《のべ》さんや《ＭＯＮＯ》さんの正体に触ふれなくてはいけなくなる。つまりは……カノジョさん以外の女の子の家に一人で行った話と、カノジョさん以外の女性との深い繫つながりの話だ。…………うん。僕らって……やっぱり……。

『（背景に地じ雷らいしかねぇえええええええええええええええええええええええええ！）』

　どこをとってもカノジョさんに真実が話し辛づらい間あいだ柄がらだった、僕とコノハさん。

　僕がすっかり追い詰つめられていると……今度はコノハさんが、なんとかフォローしてくれようと前に出る。

「あ、あたし側が、一方的に、写真見て知ってたんですよ」

「あ、そうなの？　でも雨野君の写真なんてどこで……」

「も、勿もち論ろん、お姉ちゃんが見せてくれた写真ですよ、ええ」

　妥だ当とうな釈しやく明めいだ。それぐらいしか選せん択たく肢しはないだろう。僕とコノハさんは「この話の筋に無理がない」ことだけに着目し、脳内で何度も検証して、うむうむと満足げに頷うなずく。

　しかし……。

「！　ほ、星ノ守さんが、雨野君の写真を持って!?」

『？』

　なにやらギョッとして引き攣つる天道さん。何を驚いているのだろうか。もしや「話の筋」に何か物理的な無理があったかと僕とコノハさんは不安を抱いだき、もう一度、焦しよう点てんを更さらに「無理がないかどうか」だけに絞しぼって検証するも……見当たらない。

「そ、そう、星ノ守さんが雨野君の写真を……ね。……これは……いよいよ……」

　ぶつぶつ呟つぶやく天道さんに、コノハさんが不安げに訊ねる。

「そ、その……な、何か妙な部分がございましたでしょうか？」

「妙な部分？……ふ、そうね。いえ、ないわ。妙な部分なんて、そう、一つもない。考えてみれば……当然の流れです！」

「そ、そうですよね！　不自然じゃないですよね、この話！」

　僕とコノハさんは顔を見合わせて喜ぶ。うん、話の流れに無理はない！　チアキが僕の写真を持ってるのは物理的に無理じゃない！　よぅしなんとか「筋」だけは通ったぞ。あとはこのまま突とつ破ぱだ。

　コノハさんが更に攻せめる。

「で、では、天道さん。そろそろ『あたし達』は、この辺で」

「え？　あの……今後もまだお二人で行動を？」

　当然の疑問を呈ていしてくる天道さん。確かに、これ以上僕とコノハさんが一緒にいる理由はない。むしろカノジョを夏期講習まで送るぐらいが、カレシたるものの行動だ。しかし……。

　コノハさんが、チラリと、僕が隠すエロゲを見てきた。……なんてこった。彼女は……彼女は、一人のエロゲ仲間として、僕を素早く、カノジョたる天道さんの前から離り脱だつさせるべく、あんなことを言い出してくれたのか！

　僕はその心意気に感動し……そして、その厚意に甘えさせて貰うことにした！

「えっと、実は、僕、これから、コノハさんに……チアキのことについて相談させて貰おうかなと考えていまして」

「え!?　ほ、星ノ守さんのことについて、雨野君が、そ、相談!?」

　天道さんが顔を蒼そう白はくにしてガタガタと震える。……どうやら彼女にもこれから僕の言わんとしている恐おそろしいことが、理解されたらしい。僕が……宿敵チアキの弱点を探るために、妹へ探りを入れようとしている「無理のない話の流れ」が！

　僕は話を続ける。

「ええ……僕とチアキの関係にも……そろそろ決着をつけませんとね」

「ご、ごくり。決着を……」

「ええ。折角こうしてコノハさんと知り合えたのですから、ここは……こちらから一歩踏み込みます！」

「！　ふ、踏み込む！」

　天道さんが唇くちびるをあわあわと震わせる。……ふふ、僕とチアキの恐ろしい抗こう争そう度合いに、彼女も引いているらしい。正直やりすぎな感はあるが……でも、カノジョの中の浮うわ気きの不安を潰してあげるには、これぐらい、僕がチアキと敵対していると徹てつ底ていしないと！

　……と、動どう揺ようする天道さんの隙すきをつくカタチで、コノハさんが肘ひじで僕を小こ突づいて話しかけてきた。

「（ちょっと、なんか、色々見えないんですけど。その言い訳で、いいの？）」

「（なにがですか？　これ以上ないぐらい筋通っているじゃないですか）」

「（はぁ……アンタがいいならそれでいいけど。……やっぱり、センパイ、ホントは天道さんじゃなくてお姉ちゃんのこと……）」

　姉のことを僕が敵視している事実がショックなのか、なにやらぶつぶつ呟いて身を離はなすコノハさん。彼女には悪いけれど……でも、この「筋」には付き合って頂かないと。

　コノハさんは気を取り直してこほんと咳せき払ばらいすると、天道さんに向けて……僕の話に合わせて、自らも説明してくれた。

「そういうわけです、天道さん。……ごめんなさい」

「コノハさん……。いえ……貴女あなたの立場なら……正しい行動よ。気にしないで」

「？」

　なにやら……「これからポンコツな姉を裏切らんとする妹」と「それを肯こう定ていしてあげる優しい天道さん」というだけの会話にしては、妙みようにシリアスすぎるムードが漂ただよっている気がするが……まあいいか。

　天道さんはなぜかそこで大きく深呼吸すると、僕に向かって、どこか悲しい笑顔を見せてくる。

「分かったわ、雨野君。……そうね、貴方あなたの気が済むように、存分に動いたらいいわ」

「え、あ、はい、勿論！　このままチアキを僕の『正義』で攻め倒たおしてやりますよ！」

「ぼ、僕の『性技』で攻め倒すですって!?　あ、あ……ちが……っ！　わ、私、そ、そんな意味で『存分に動け』って言ったわけじゃないのよ!?」

　なぜか顔を真っ赤にして叫さけぶ天道さん。見ればコノハさんまで頰ほおを赤く……そして目を輝かがやかせていた。……なんだこの反応。女性も争いごとには血が騒さわぐのだろうか。

　僕は咳払いして続けた。

「そのためにも、まずは、コノハさんの協力を得ませんと」

「!?　ちょ……雨野君、貴方、妹さんに一体どういう協力させるつもりなの!?」

「へ？　ですから、チアキの弱点を、妹さんを通して、知ろうと……」
















「い、妹さんのカラダを通してということ!?」

「カラダ？　いや、カラダというよりは口を通して……」

「こ……この、鬼き畜ちくカレシぃいいいいいいいいいいいいい！　わぁぁぁぁあん！」

「なんの話ですか!?」

　なんか遂ついには天道さんが子供みたいに泣き出してしまった！　こ、これは、さっきから致ち命めい的てきな行き違ちがいがある気がしてならない！　そしてなぜ、コノハさんはさっきから隣となりでぶつぶつと「あたし……されちゃうの？　エロゲみたいに！　エロゲみたいに！」とか若干興奮気味に言ってるの!?　めっちゃ怖こわいんですけど！　おまわりさーん！

　僕が動揺していると、ここらで二人とも流石さすがに何かおかしいと気付いたのか、天道さんもコノハさんも落ち着いてくれた。

　天道さんがこほんと咳払いして仕切り直す。

「ま、まあ……どうやら話の後半、雨野君のセクハラパラダイスのくだりは、完全にこちらの暴走勘違いだったと認めざるを得ないようですね」

「うん、ちょっと待って、なんですか、その僕のセクハラパラダイスのくだりって」

「と、とにかく！　雨野君がチアキさんを知るために、妹さんと語ろうとしていることは、理解しました」

「は、はぁ、なら良かったですけど……」

　最初からちゃんと会話成立してたよな？　という僕の疑問はさておき、天道さんは……そこで、僕にとても優しい眼まな差ざしで微笑ほほえみかけてきた。

「私は……雨野君を信じて、待つことにしますね」

「……天道さん！　はい、その信しん頼らいには絶対に応こたえてみせます！」

　必ずやチアキに打ち勝ってみせます！　貴女のカレシとして！

「雨野君……！」

「天道さん……！」

　見つめ合う二人。なんだろう、今、僕達、完全に心が通じ合っている実感がある！　お互たがいのことを、完かん璧ぺきに共有出来ている！　そんな感じがする！　これが、付き合うということか！

「……こほん」

　コノハさんに小さく咳払いされ、ハッとする僕ら。僕らは照れを隠かくすように、小さく手を振ふり合うと、いそいそとそれぞれの行き先に向けて別れた。

　天道さんが曲がり角を抜ぬけるまで見送り、その姿が見えなくなったところで……僕とコノハさんはホッと胸を撫なで下ろす。

「なんだか色々ありましたけど……切り抜けられましたね、雨野センパイ」

「はい。ありがとうございました、コノハさん」

「こちらこそ」

　そうして二人、苛か酷こくな戦場を駆かけ抜けた戦友の如ごとく微笑み合う。

　そうして、しばらく歩いたところで、コノハさんは「んふぅー！」と全く可愛くはない声を上げながら腕うでを振り上げ、背筋を伸のばし、そしてだらーりと脱だつ力りよくした。

　そのまま、なんだかすっかりしゃがれた声で呟くコノハさん。

「あー……しっかし、つっかれたなぁ……。んぁー……しんどぉ……」

　その、まるで美少女生徒会長とは思えない姿に、僕は思わず笑ってしまう。

　と、コノハさんがジロリと横目で僕を睨にらみ付けてきた。

「……なんですか、雨野センパイ。人の痴ち態たいがそんなに面白いですか」

「痴態って。いえ、僕、そんな、馬ば鹿かにする意図は全くなくて……」

「ふん、すいませんね、あの天道さんと違って、こちらは見せかけだけのハリボテ女で」

　なぜか少し拗すねたようにそんなことを言うコノハさん。僕は少し首を傾かしげて切り返す。

「でも僕、ハリボテ作れる人って素直に尊敬していますけどね。あ、これフォローとかじゃ一切無く。純じゆん粋すいに。凄すごいですよ、たゆまぬ努力でそういう技術身につけた人って」

　コノハさんの瞳ひとみを真っ直すぐ見つめてそう言うと、彼女はぷいっと視線を逸そらしてしまった。

「…………貴方はまた、自然に、そういうことを……！」

「？　また？」

　こんなような話、コノハさんと以前したっけ？……覚えてない。やばい。相手が会話を覚えていて、僕なんかが忘れているって、これ、超ちよう失礼にあたるんじゃなかろうか。

　僕が必死で思い出そうとして眉み間けんに皺しわを寄せていると、コノハさんはなにやら少し意地悪に笑って絡からんできた。

「あらぁ、雨野センパイ、こんなに可愛い子との交流を忘れるとかって、ちょっと調子に乗りすぎじゃありませんかぁ？」

「ぐ……！　た、確かに、最近僕、調子に乗ってたかも！　ちょっと前だったら、高校で交わした全会話を覚えていたのに！」

「…………あ……ごめんなさい、悲しい高校生活思い出させて……」

「え、なんですかその今いま更さらな『残念な先せん輩ぱいを心底憐あわれむ後こう輩はい』キャラ！　やめて下さい！　なんか本気で虚むなしくなってきます！」

　僕が抗こう議ぎすると、コノハさんは楽しそうに一笑いしてから、悪戯いたずらっぽく訊たずねてきた。

「ねぇ……雨野センパイって、いじめたくなるタイプってよく言われません？」

「不覚にもよく言われます！」

「あははっ、でしょう！　いやぁ、だって楽しいですもん、雨野センパイいじめ！」

「あっけらかんと酷ひどいことを！　っていうかコノハさん、なんかもうすっかり僕の前で『いい妹さん』演じる気持ちないんですね！」

「え？　あー……ま、そうですねぇ」

　僕のツッコミに苦笑いを浮うかべ、今度は少しガサツにわさわさと後頭部を搔かいて、いよいよ完全に「素」で応じてくるコノハさん。

「いや、ほら、あたしって、昔から何事も溜ため込みたくない性分なんですよ。マイナス感情は勿もち論ろん、仕事も、好意も、性よ──エネルギーも、吐はき出せる時に吐き出したくて」

　その言葉に、僕はいたく同意する。

「あ、それは僕も分かります。僕もすぐ素直に感情を口にしちゃいがちですから。元来必要以上に気を遣つかって勝手に縮こまる性分なんで、せめて安心出来る場所ぐらいでは本音出さないと、パンクしちゃうっていうか。内うち弁べん慶けいと言えばそれまでなんですが……」

　僕がそう言った途と端たん、今度はコノハさん側が目を輝かせてぐいっと食い付いてきた。

「はいはい分かります分かります！　そうなんですよ！　いえね、あたしも碧へき陽ようで生徒会長なんてやっていると……別に会長キャラも百パー演技とかではないんですが、それなりに発言を考えて控ひかえることも多くてですねぇ……。だからこそ、家族や友人と喋しやべる時や……そしてネットでは、多少行き過ぎなぐらい、剝むき出しの自分を晒さらしたいわけで」

「ですよね！　でも、だからこそ、僕、オフの時にオフりすぎる悪あく癖へきも……」

「それそれ！　わっかりますわー！　オン・オフをキッチリ分けた生活続けていると、オフ側のブレーキがいつの間にか完全に錆さび付いてるんですよね！」

「それまさに！　僕も普ふ段だんびくびく他人に気を遣っているのが噓うそみたいに、つい、弟や上原君に強く出たり、ゲームに関する主張で天道さんやチアキと対立しちゃいますもん」

「ありますあります。で、果てはこうして、知人とばったり出くわしても、既すでに走り出した欲よく望ぼうは抑おさえ切れず、結局堂々とエロゲーは買っちゃったりするようになるわけですよ」

「ああ……」

　言いながら照れ臭くさそうにソフトの入った袋ふくろを掲かかげてくるコノハさん。

　僕もまたそれに応じて自分のビニール袋ぶくろを持ち上げ……二人、苦笑し合った。

　気付けば僕とコノハさんの間に、以前のような垣かき根ねはすっかりなくなっていた。

　となればもう……元々同好の士だけに、今度は堰せきを切ったように会話が流れ出す。それはまるで……彼女の姉に僕が初めて会った時のそれとも、似ていて。

「あ、ところでコノハさん、先月末に出たエ○シュリーの新作はやりましたか？」

「勿論ですよ！　え。雨野センパイもやってるんですか!?　いや相変わらずあそこはコンシューマーに負けずとも劣おとらないゲーム性組み込んできますよね！」

「そう！　そうなんですよ！　分かってくれますか！　うわぁ、嬉うれしいなぁ、身近にあれやっている人がいるなんて！」

「こちらこそ！　いやはやしかしアレ、イベントＣＧは中々にエログロ多目ですよ？　雨野センパイ……草食系のフリして、中々隅すみに置けませんねぇ？　意外です」

「え、そうですか？　でも……そんなの『真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうで見た目も凄く可愛い会長さんがエロゲ好き』って事実に比べたら、全然だと思いますけど」

「っ。……こ、これまた姉からの情報通り、無自覚で直球に人を誉ほめるんですね……」

「？　はい？　あ、そんなことより、例の作品！　ついついシステムばっかりに目がいきますけど、実はシナリオもまた絶品だったと思いません？」

「あ、そうっ、そうなんです！　そうなんですよ！　いやネット上のレビューにはシステム周りの絶賛ばかりなんで多少不満を抱いだいていたんですが……やっぱりそうですよね!?」

「はい！　そうそう、直近での傑けつ作さくと言えば他にも──」




　そうして、僕らはそこから駅までの間……二人、全く途と切ぎれることなく、普段は誰だれとも出来ないエロゲ談義に花を咲さかせ続けたのであった。




　　　　＊




「あれ？　チアキ？」

　コノハさんと共に駅の構内まで入ると、期せずして待ち合い用の椅い子すに座ってスマホをいじっていたチアキを見つけた。

　僕が声をかけると、なにやらすっかり油断していたらしいチアキは、座ったままで僕を見上げてわたわたと慌あわてふためく。

「け、ケータ!?　ど、どど、どうしてここに……」

　動どう揺ようのしすぎで震ふるえた彼女の手からスマホがするりと滑すべり落ちる。僕は咄とつ嗟さに手を差し出してそれをキャッチした。自分でも誉めてやりたいぐらいのファインプレイだ。軽くドヤ顔でチアキを見つめる。が……。

「か、返して下さいです！」

「うぇ!?」

　なんかひったくるような勢いでバシーンとスマホを奪うばわれた。……正直ムッとする。

「（なんか最近少し忘れてたけど、やっぱり僕にとって敵だよなぁ、コイツ）」

　元々は「萌もえ」に対する認識の相そう違いだけでぶつかっていたはずだけれど、今となってはもっとなんかこう、人間的な部分で互いを嫌けん悪おしている感がある。ほら、なんか、今だって、チアキ、怒いかりのせいか顔真っ赤にして軽い涙なみだ目めで睨み付けてきているし。……そうですかそうですか。僕なんかが自分のスマホに触ふれるのも許せないですか。

「（なんか僕のよく知るソシャゲの画面出てたっぽいけど……もういいや。それについて雑談する気も失うせちゃったよ）」

　僕がこれ見よがしに嘆たん息そくしていると、背後からコノハさんがフォローするように割り入ってきた。

「えっと、今日はその、元々お姉ちゃんと街に出てきていたんですよ。途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行動していたんですが、それぞれ単体の所用がありましたので、駅で待ち合わせということだけ決めて一いつ旦たん解散をしてまして……」

「ああ、そうだったんだ。で、コノハさんは一人でエロゲを──」

　そこまで言いかけたところで、コノハさんから物もの凄すごく睨まれ、僕は慌てて軌き道どう修正する。

「──一人でエロゲを買ってご満まん悦えつだった僕と、道でばったり出くわしたわけですね」

「……うーわ……ケータきもーい……」

　チアキに恐おそろしく冷たい視線を向けられる。……いやまあエロゲを買ったのは事実なんだけど……なんだこの、僕だけ妙みように傷ついた感は。

　チラリとコノハさんを見やると、彼女は素知らぬ顔で明後日あさつての方向を見ていた。……この子も流石さすがというかなんというか……。

「まったく、どうしてこう……」

　チアキがなにやらボヤきつつ、スマホをポケットにしまって椅子から立ち上がる。

　チアキの私服を見るのはまだ三度目だが、相変わらず僕と全く同じタイプの……「明らかに金はかけていないが、そこそこ見られる格好」をしていた。Ｔシャツにデニム地のスカート。なんだろう……癪しやくだけど、僕が女に生まれていたら、本当にこういう味気ない格好をしていた気さえする。ただチアキの場合、悔くやしいけどそこそこいいスタイルをしているせいで、なんか妙にサマにもなっていた。「一周回ってラフなお洒落しやれです」感出してやがる。本当は一周も回ってないクセに。

「な、なんですか、ケータ。人の身体からだをジロジロ見て。これだからエロゲー男は……」

「はんっ、エロゲーヒロインと自分を同列に置くなんざ、チアキさんも随ずい分ぶんと自信をつけたもんですねぇ。イメチェンでモテてすっかり天てん狗ぐですか？」

「て、天道さんと事故的に交際を始めただけで、すっかりハーレムラノベ主人公気取りのオタク野や郎ろうに言われたくないですぅ！」

「く、この棘とげ付きワカメは相変わらず……！」

「これだから空想モヤシ野郎は……！」

　互たがいに距きよ離りを詰つめガン飛ばし合う僕ら。と、その隣となりではコノハさんがどこか感心したように僕らを見ていた。

「本当に、流れるように喧けん嘩かに移行するんですね……。いっそ職人芸ですよ、それ」

『まるで息が合っているような口くち振ぶりはやめて頂きたい！』

「あたし今、世界で一番息が合っている男女を目もく撃げきした気がします！」

　なぜかコノハさんがちょっと感動していた。……とても不服だ……！

　ふんっ、と顔を背け合う僕とチアキ。そんな二人に挟はさまれ、コノハさんは面めん倒どうそうに頰ほおを搔かくと、とりあえずこの場をおさめようと若干強引に切り出してきた。

「えっと、じゃあ、雨野センパイ。ここまで送ってくれてどうも──」

「あまのせんぱいぃ？」

　刹せつ那な、コノハさんの僕に対する呼こ称しようが引っ掛かかった様子で顔を顰しかめるチアキ。

　僕は憮ぶ然ぜんとした表情でそれに応じる。

「なんだよ、何か文句ある？　実際僕、コノハさんよりは一個上なんだから、普ふ通つうだろ」

「普通じゃないです。ケータのクセに『センパイ』とかって呼ばれるなんて、生意気です。ましてや、うちのコノハは、可愛くて頭が良くて優しくて生徒会長の完かん璧ぺきな妹ですよ!?」

　チアキがそう叫さけんだ途端、コノハさんが頰を赤らめて俯うつむく。

「うーわ……ここにも居たわ、直球で褒ほめる人……。もう、勘かん弁べんしてよ……」

　コノハさんがなにやら呻うめいているが、構わず僕は僕で反論する。

「確かにコノハさんは可愛くて頭が良くてその上話してみたら凄すごく気の良い、生徒会長に選ばれるのも納得の女の子だけれどもさ！　僕の方が年上は年上だろ！」

　途端、コノハさんが耐たえきれなくなった様子で真っ赤になって叫ぶ。

「なんなんですかっ、貴方あなた達は！　喧嘩のフリして実はあたしを攻こう撃げきしてんの!?」

「でもでもっ、ケータの方が年上でも、うちの妹の方が人として格上なのは間ま違ちがいないです！　少なくとも、昼間から堂々とエロゲ買うようなクズとはまるで違ちがうのですよ！」

「うぐ!?」

　突とつ然ぜんコノハさんが胸を押さえて呻く。な、流れ弾だまが当たっている！　これはまずい！

「ぼ、僕はいいけど、エロゲユーザー全員を馬ば鹿かにする発言は見過ごせないな！」

「え、フォロー入れるとこそこ!?　ケータっていつからエロゲユーザー代表みたいになったの!?」

「いや、その……と、とにかく、僕を貶けなしてもいいけど、エロゲユーザーは貶すな！　チアキの大切な人のためにも！」

　どんよりしているコノハさんをチラリと横目で確認しながら告げる僕。

　しかし当然ながらチアキにそんな真意は伝わるべくもなく。

「ど、どういう理り屈くつなのそれ!?　い、いや、まあ、確かに自分、ケータ以外の人まで攻撃する意図はないですけど……そこはごめんなさいしてもいいですけど……」

「そうだチアキ！　やるなら僕だけをやれい！」

「ですから、なんなんですかケータのそのテンション！　はぁ……もういいです。なんか色々削そがれました」

　チアキはそう呟つぶやくと、ようやく喧嘩の矛ほこを収めてくれた。……いくら嫌きらいな相手とはいえ、敵意のない相手につっかかる僕じゃない。僕もまた、二度ほど深呼吸をして意識を切り替かえる。

　そうして二人落ち着いたところで、改めてコノハさんが、僕と偶ぐう然ぜん出会った経けい緯いを軽く（エロゲ描びよう写しやをばっさり省いて）手短にチアキへ説明してくれた。

「はぁ……道でばったり会ったので、世間話しながらここまで……ですか」

『そうそう』

　ようやく納得してくれたチアキに、僕とコノハさんは二人、ニコニコと頷うなずく。

　が……すぐにチアキの表情は再び怪け訝げんそうなそれになった。

「…………でも、二人って、そういう距きよ離り感かんでしたっけ？」

『う』

　少し詰つまる僕とコノハさん。まあ……エロゲを同時に手に取ったからこそ、そこから続く本音交流の流れがあったともいえるわけで……。道で軽く会っただけなら、普通、挨あい拶さつだけして別れて終わりだったかもしれない。

　コノハさんがなんとか言い訳を試みる。

「ほ、ほら……雨野センパイとは、ネット上の交流のこともあるし。ね、お姉ちゃん？」

「う……」

　と、なぜか今度はチアキがたじろいだ。…………？　僕とコノハさんのネットでの関係情報で、なぜチアキがこんなリアクションを？

「（ああ……妹と敵がネットで繫つながってたら、姉としてはイヤか）」

　そういう理由なら分からないじゃないが……。

　僕が不ふ審しんに思っていると、チアキはこほんと咳せき払ばらいし……なぜか挙動不審に目を泳がせながら僕に尋たずねてきた。

「えと……コノハとは、その、ネットでの交流について、どういう話を……？」

「へ？　どういうも何も……。……っていうか、チアキにそれ言わなきゃ駄だ目め？」

　僕にとってもコノハさんにとっても割とデリケートな部分だと思うんだけどな、これ。肉親といえども詳くわしく語るのは憚はばかられるというか……。

　僕が渋しぶっていると、今度はなぜかコノハさんがフォローを入れてきた。

「あ、その、《のべ》や《ＭＯＮＯ》に関することは、基本、姉に情報フルオープンでいいですよ、雨野センパイ！」

「へ？　いや……それは一体どういう……」

　自分のネット上の姿を肉親にバンバン晒さらしていいとか……ちょっと僕には理解しきれない感情なんだけど。少なくとも僕だったら弟になんて絶対言いたくないし。

　戸と惑まどう僕に、コノハさんは相変わらずどこかサッパリとした男前の笑顔を見せる。

「あたし達姉妹に、隠かくしごとなんてないんで！」

「（どの口がそれを言うんですかっ、コノハさん！）」

　今まさに自分の鞄かばんにエロゲを隠している妹が何か言っていた。僕はその光景に大層シュールなものを感じてしまうが……この場でそれを指し摘てきするわけにもいかない。

　渋しぶ々しぶ納得しながら……仕方なく僕は、チアキにコノハさんとの交流の顚てん末まつを話す。

「まあネット交流の部分に関して深い話はまだしていなくて……その、まあでもそれをキッカケとして、割と楽しく世間話が出来た、という感じかな」

「ケータとコノハがですか？　一体なんの話を？」

『ぐ』

　詰まる僕とコノハさん。……しつこい！　この姉、しつこい！　なんなの！　どうして僕とコノハさんの会話がそんなに気になるの、こいつは！

　無言で作戦を相談するようにアイコンタクトを交わす僕とコノハさん。今日は色々ありすぎて、このくだりも最も早はや熟練の域だ。しかしそれがむしろいけなかったらしい。更さらに疑ぎ惑わくの目を強めるチアキ。動けなくなる僕ら。

　そうして状じよう況きようが硬こう直ちよくする中……突然、スマホの着信音があたりに響ひびき渡わたった。

　一いつ瞬しゆん僕のものかと思って確認するも、違う様子。と、チアキが「あ、自分です」と焦あせった様子でスマホを取り出した。……こいつ、着信音まで僕と同じだよ……。……はぁ。

『（なんにせよ、ちょっと助かった）』

　コノハさんと目を合わせて微笑ほほえみ合う。……なぜだろう。コノハさんの僕に対する態度は明らかに以前より乱暴なそれなのに、不思議と、これで良かったと思えた。弱みを共有したせいだろうか。前と違って随分と「星ノ守心春」さんと近づけた気がする。

　だけど、一方で、彼女という人間の本質を知れば知るほど……。

「（なんか……無機質な時とは違う意味で《のべ》さんや《ＭＯＮＯ》さんとのズレが出てきた気もするんだよなぁ……）」

　チアキが電話に出る中、僕はぼんやりと考える。

　……コノハさんはコノハさんでとても「いい人」だと思う。いくつかの人間性の部分で《のべ》さんや《ＭＯＮＯ》さんとの共通点もあるとは思う。だけど……やはり、違う。

「（まあ本人もそこを切り離はなしていると言っていたから、当然の感想なんだろうけれど……うーん……）」

　極めて筋は通っているはずなのに、なぜか、僕の心が完全に納得してくれない。こんなことは初めてだった。……いや、コノハさんはホントにいい人なんだけど……。

「？　雨野センパイ？」

「っ。あ、いや、なんでもないです、すいません」

　気付けばジーッと彼女を見つめてしまっていた。コノハさんの頰が少し赤い。そりゃ大して親しくもない男にマジマジと顔を見られりゃ嫌いやな気分にもなるだろう。

　僕は反省し、ぺこりと頭を下げると「じゃあ……」と切り出す。

「チアキも電話で忙いそがしそうだし、僕はこれで」

「あ、はい。それでは……その……えと……」

「？」

　なぜかモジモジとするコノハさん。僕が首を傾かしげると、なにか悔しそうに口を尖とがらせながら……ぽつりと呟いてきた。

「……また」

「え。あ、は、はい。えと、じゃあ、また」

　僕もまた恐きよう縮しゆくして会え釈しやくしながらそう応じる。……そんな風に言って貰もらえると思っていなかったから、正直嬉うれしかった。

「（きっと社交辞令なんだろうけど……有り難いな。凄いなぁ、コノハさんは）」

　流石さすがは生徒会長に選ばれる人。僕なんかとはコミュ力が段だん違ちがいだ。でも、やっぱりそういうところが凄いと思う一方で……。

「（本当にこの人は……《のべ》さんであり《ＭＯＮＯ》さんなんだろうか？）」

　僕の好きなあの二人は……とてつもないシンパシーを抱いだいていたあの二人は、本当にこのちゃんとした人の中に居るのだろうか？　やはり接すれば接する程、どうにも……。




「え!?　そ、そそ、それは一体どういう……。う、上原さん!?　上原さん!?」




『？』

　──と、唐とう突とつにチアキが電話口に向かって大きな声を上げる。

　僕とコノハさんがギョッとしてそちらを見ると……チアキは、どうやら通話の切れたらしいスマホを呆ぼう然ぜんと見つめ……その後、僕らの方に動どう揺ように満ちた表情を向けてきた。……明らかに、ただ事じゃない。

　コノハさんがこっそり僕に確認を取ってくる。

「（上原さんって……確か同好会仲間のリア充じゆうイケメンさんでしたよね？　元々お姉ちゃんが好意を抱いていたという男性の……）」

　元々？　いや、好意を抱いているのは今もだと思うけど……まあいいや。

「（そう、その、凄く頼たよれる僕らにとってのヒーローが、上原君）」

「（その上原さんが……今いま更さらお姉ちゃんに何の用でしょうか？）」

　今更？　何が今更なのかはよく分からないけれど……まあいいや。

「（……僕にも見当もつかないです）」

　僕とコノハさんは目を見合わせ、大して意味もなく頷き合う。

　そうして一いつ拍ぱく置いた後、同時に『ど、どうしたの？』とチアキに訊たずねた。

　するとチアキは……目をあちこちに動かしながら、震ふるえる口で説明してきた。

「う、上原さんが……上原さんが、その、真しん剣けんなトーンで一言言って切っちゃって……」

『……なんて？』

「それが……その……」

　チアキはそこで一度ごくりと唾つばを吞のみ。それから改めて……僕らへと、告げた。




「『俺はお前だけを選ぶことにした！』って……」




『────』

　途と端たん、これまで話していた内容など全て吹ふっ飛び、表情が無になる僕とコノハさん。

　そんな僕らに確認するように……チアキが、呟く。

「つ、つまり、これって……これって……！」

　彼女がそこまで言ったところで、ふと、一瞬潮が大きく引くように不気味な静せい寂じやくが場を満たし。そうして、その直後。

　まるで巨きよ大だいな大おお津つ波なみが押し寄せるが如ごとく、僕らは全員で一いつ斉せいに叫さけぶ！




『告白だぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?』




　──ここ数日間、それぞれに繊せん細さいに揺ゆれ動いていた僕らの感情の機き微び。

　しかしそれら諸もろ々もろの一切が……この一瞬にして、全て盛大に吹き飛ばされてしまった、僕と星ノ守姉妹なのであった。








【雨あま野の景けい太たと意図的に導かれし者達】






「ゲーム同好会に入って欲しい？　亜あ玖ぐ璃りに？……それ、本気で？」

「はい、本気で」

　僕がしっかりと頷うなずくと、正面の亜玖璃さんはドーナツを食べる手を止め、少し困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「……えーと……なんで？」

　唇くちびるの端はしに砂糖の粉をつけながら、ぽかんと首を傾げるアグリさん。

　僕はそんな彼女に、笑顔で応じる。

「なんでって……僕や上うえ原はら君がアグリさんと楽しく同好会をしたいからに決まっているじゃないですか」

　そんな僕の率直な言葉に、アグリさんは一瞬だけ嬉しそうに微笑み返してくれるも……しかし、やはりすぐに元の疑問の表情に戻もどってしまった。

「いや、あまのっちの気持ちは有り難いけれどさ。……ゲーム同好会に、亜玖璃？」

「はい、アグリさん」

「亜玖璃、ゲーム全然やらないのに？」

「関係ありません。ゲーム同好会は、ゲームを愛する気持ちさえあればそれで……」

「いやそれが一番ないんだけど。ゲーム愛、ゼロなんだけど、亜玖璃」

「…………。……ゲームを愛する人を愛する人、でも、可、です」

「ゆるっ！　入会条件ゆるっ！」

　当然のツッコミを受け、視線を逸そらす僕。アグリさんは諭さとすように続けてくる。

「亜玖璃を誘さそってくれるのは嬉しいけどさ、あまのっち。なんかそれ、やっぱり無理あるよ。確かに祐たすくと一いつ緒しよの同好会は楽しそうだけどさ……そこまで空気の読めない女にはなれないかなぁ、亜玖璃」

「う……」

　あまりの正論に、ぐうの音も出ない僕。しかし……しかし、ここで引くわけにはいかない。いかないんだ。

「じ、実は既すでに天てん道どうさんにも今一度声をかけていて、そちらは了りよう承しようを貰っています」

「て、天道さんが入るの？」

　少しぐらつくアグリさん。少し前に「やっぱり亜玖璃、祐を信じる」と僕に漏もらしていた彼女だが、それはそれ、これはこれ。美少女がカレシと同じ同好会に入るというのは流石に気になるらしい。が……今回のアグリさんは手て強ごわかった。

　まるで似合わない程優ゆう雅がにダージリンを一口飲み、少し無理をして微笑む。

「ま、まあ、いいんじゃない。天道さんは元々ゲーム好きだし。同好会にはカレシのあまのっちだって居るんだし、極めて自然な流れだよ。それじゃあ、亜玖璃が入会する理由には、ならないかな」

「ぐ……」

　当初の目もく論ろ見みから大きく外れ、なかなか首を縦に振ふらないギャルさん。

　僕は一いつ旦たん作戦を立て直すべく、苦いエスプレッソでカフェインを摂せつ取しゆしつつ、正面のアグリさんから店内へと視線を移した。

　午後二時過ぎのドーナツ屋店内は、夏休み後半特有の気け怠だるい空気で満たされていた。そこかしこの席で、学生と思おぼしき女子達が頰ほお杖づえをつきつつ友達と駄だ弁べっている。

「（しかし……気付けば、アグリさんのおかげか、こういうアウェーな空間でも全然居い心地ごこちの悪さを感じなくなってきたな、僕……）」

　以前ならこの手の場所ではとにかく誰だれかに見られ、陰かげ口ぐちを叩たたかれているような気さえしていた僕だけど。今では……被ひ害がい妄もう想そうこそまだあるものの、同時に「別にそれでもいいか」と思える図太さみたいなのも、少し身についた気がする。

「（これは明らかに……アグリさんのおかげな気がするなぁ）」

　彼女の性格や生き方は、天道さんのそれとはまた違ちがった意味で僕と正反対なのだけれど……だからこそ、物もの凄すごく感心させられることだらけというか。リア充という意味だけなら上原君もそうなんだけど、やっぱりアグリさんは彼とも少し違う。

　上原君が「自分を抑おさえて誰にでも合わせられるいい人」だとしたら、アグリさんは「自分をありのままに曝さらけ出すことで皆みなに歓かん迎げいされる、いい人」だ。雑な言い方をすれば「凄すごく勝手な人」なんだけれど、その「勝手」がちゃんと他人の心地良い範はん囲いに収まっているというか。たとえば今も……。

「しかしあまのっち、これうまいね。むぐむぐ」

「良かったですね」

　……このように、本来実は僕の分だったドーナツを一口くれと言いつつ既に三口以上食べたりはするけれど、まあ、この範囲なのだ。可愛いもの。全然許せる範囲。

「……むぐ、むぐ。……あ、ごめん、あまのっち。なんか全部食べちゃった。あはは」

「…………い、いい、です、けど」

　前言撤てつ回かい。若干……半歩ぐらい許せる範囲を踏ふみ出している時も、正直ある。で、でもまあ、概おおむね、「仕方ないなぁ」とこちらが苦笑しちゃう程度の「勝手」をする人なのだ。

　さて、そんな、皆みんな大好きアグリさんなのだが。

　……正直に言おう。

　現在、僕の心の中のウェイトを最も大きく締しめる女性は、彼女である。

「（ごめんね、天道さん……）」

　交際相手に心底謝罪しつつも、それでも、僕のこの想おもいは止められない。止められそうにない。アグリさんに対するこの……この……。




　溢あふれる「憐れん憫びん」の想いは！




「（夏休み旅行中にカレシが他の女に告白とか、可哀かわい想そうすぎるだろぉおおおおお！）」

　何度考えても涙なみだが出そうになり、僕は慌あわててテーブルで組んだ手の甲こうへと額を載のせて顔を伏ふせる。──と、アグリさんが僕を心配そうに覗のぞき込んできた。

「ご、ごめんねあまのっち？　ドーナツ……」

「いえ……いいんですアグリさん。いいんですよ……」

　ああ、なんて優しい子なのだろう。こんな子にドーナツを食べられたぐらいで、何を腹を立てることがあろうか。

　僕はゆっくりと顔をあげ、彼女ににこりと微笑ほほえんだ。

「……たーんと、お食べ」

「おばあちゃん!?　今、亜玖璃、あまのっちに優しかったおばあちゃんの影かげを見たよ!?」

「ほうか。よか、よか。さて、もういっこ奢おごっちゃろか？」

「優しさが過か剰じようで逆にキモイよ！　なんなのあまのっち！　はっ、もしかしてゲーム同好会へ入れるための買収的なアレ!?」

「いんや、そういうことじゃなか。アグリが幸せなら、おばあちゃん、それでよか」

「なんかそのエセ方言感も凄い腹立つんですけど！」

　そんな風に言われてもなお、僕は、ニコニコと微笑みを絶やさず彼女を見つめた。アグリさんがとんでもなく引いているのは分かるが、それでも、この態度は変えられない。

　なぜなら、僕は今や、すっかり、腹を決めているのだから。




「（僕は……僕はもう、なにがあろうと、全面的にアグリさんの味方をするんだ！）」




　上原君やチアキには悪いが、それこそが、僕の出した結論だった。




　　　　＊




　時は少し遡さかのぼり、約一週間前。

　チアキが上原君からまさかの告白を受けた、例の衝しよう撃げき的事件の後。

　僕と星ほしノ守もり姉妹は場所を喫きつ茶さ店てんに移し急きゆう遽きよ、緊きん急きゆう対策会議を執とり行なった。

　が、この際、会議の本題に入る前の……軽い「おさらい」話の時点で、僕が大変驚おどろかされたことがあった。

　それは、チアキが僕の人間関係に関して、大きな誤解を二つもしていたということだ。

　まず一つ目は、僕とアグリさんの関係について。

　チアキが上原君とアグリさんの交際を知らない……というところまでは僕もなんとなく察しがついていたのだけれど。それどころか、なぜか彼女ときたら、何をどう勘かん違ちがいしたのか元々僕とアグリさんが交際していたとまで思い込んでいたらしい。当然ながらすぐに僕は「そんな事実はない」と断固として否定しておいたが、これに関してはイマイチ、チアキも、コノハさんも最後までは納得しきってくれなかった。僕がアグリさんとちょくちょくお茶する理由を訊たずねられた際、若干歯切れが悪かったのがいけなかったようだ。

　とはいえ僕は僕で、「互たがいに恋れん愛あい相談してます」なんてのもちょっと言い辛づらい。

　結果、「アグリさんとは友達として気が合うだけ」「だからよく世間話しているだけ」などと曖あい昧まいなことを言ってしまい、そうするとコノハさんに「それって超ちよう仲良くないですか？」となぜか冷たい目で指し摘てきされ、ここで僕がまた詰つまってしまったことで……姉妹の中では僕とアグリさんの関係については「保留」という結論に落ち着いてしまった。

　ただ一応、アグリさんが上原君と付き合っている、ということに関してだけは、幸いにしてそこそこ納得して貰もらえたみたいだった。ただ少し意外だったのは、チアキがそれほどショックを受けた風でもなかったことだ。……半ば気付いてでもいたのだろうか？

　さて、そしてもう一つのチアキの誤解……それは、僕と天道さんの交際を、偽ぎ装そう恋こい人びと関係だと認識していたことだ。これは例の「アグリさん、僕の元カノ説」から発展した推理で、天道さんが僕の告白を受け容いれたのは、彼女が、アグリさんにたかられている僕を「厚意」で助けてくれようとしたから……とチアキは考えたらしい。これでチアキが以前からしょっちゅう僕に「こうい」という言葉を使っていたことに合点がいった。

　それにしても、まったく、失礼な話である。僕はアグリさんにたかられたりなんか……多少していたけれど。で、でも、あれはそういう深刻なものでは全然ないわけで。

　が、そんな言い訳をしたら、途と端たんにチアキに、

「あわわっ、それそれっ、典型的な『実際はいじめられている子』の証言です！　『あれは友達とのプロレスごっこだよ！』みたいなヤツです！」

　と引かれてしまった。い、いや、まあ、確かにそうなんだけどさ！　でも実際問題、アグリさんは悪女とかじゃないわけで。僕はどうにかそれだけは必死に伝え、なんとかチアキの誤解を解いた。聞けば、チアキも以前アグリさんとボードゲームをした際「むむ、このギャルさん、案外根はいい人そうだ」という印象を受けていたらしい。当然だ。実際彼女はいい人なのだから。

　そんなわけで、期せずしてチアキの誤解をいくつか解く機会に恵めぐまれた僕だったのだが。

　その際、ついでだったので、自分と天道さんの交際状じよう況きようについても補足しておいた。

「まあ、天道さん側の気持ちに関しては僕も一いち概がいに語れないけれど……少なくとも僕は、この交際、天道さんが好きだから継けい続ぞくしているんだ。そこだけは絶対に噓うそじゃない」

　そう確信を持って伝えたのだが、その際、チアキはなぜか複雑そうな苦笑いを見せた。敵対存在たる僕が、アグリさんという悪女に騙だまされる憐あわれな馬ば鹿か男でいて欲しかったのだろうか。その真意についてはよく分からない。

　とにもかくにも、そういった細かな認識違ちがい修正の結果、チアキはとりあえずアグリさんに対する悪女認識を改め（半ば正解に近い部分もあるにはあるのだが）、更さらに、僕と天道さんは「一応」正式に、「厚意」ではなく「好意」を持って交際しているらしい、とも認めてくれた。

　さて、そこまでしてようやく、会議は本題の「上原祐、チアキに告白問題」へと及およぶに至ったのだが……。




「つまりその上原ってイケメンが、スケコマシのクソ野や郎ろうって認識でＯＫ？」

　とは、彼と直接面識のないコノハさんの言葉である。非常に酷こくな物言いだが、無関係な他人が状況を総合して客観的に見れば、そう言われてしまうのも分からないではない。

　だって彼ときたら……僕に「天道さんとの交際を応おう援えん出来ない」宣言……つまり、自分が天道さんを好きだと明かした直後。その舌の根の乾かわかないうちに、今度はチアキに告白の電話をかけてきたわけで。

　で、その彼には、元々、アグリさんという正式な彼女さんまでいる始末。……この情報だけ聞けば、そりゃ、コノハさんの態度だってもっともだ。そんな人が姉にちょっかいを出してくれば、そりゃ面白くないだろう。

　しかし一方で僕とチアキは、そんなコノハさんの感想に全く賛同出来ずにいた。

　理由は単純。上原君は、絶対にそんな「クソ野郎」ではないという確信が、僕らにはあったからだ。

　チアキがぽつりと呟つぶやく。

「上原さんは、皆に優しくて、頼たよれる、素晴らしい男性ですよ、コノハ」

「いや、実際そういう奴やつが一番危ないんだってお姉ちゃん。一歩間違えばハーレム王とか名乗っちゃう勢いだよそれ。あー、やだやだ。これだから肉食リア充じゆう男子は」

　コノハさんの上原君評は非常に厳しく、また正直とてつもない説得力を伴ともなっていたが、僕もチアキも、やはり全く納得出来なかった。彼の素晴らしい人間性を知っているから。ただ、コノハさんから見れば、こんな風に「ぼっちでちょろい二人をすっかり心しん酔すいさせている」という状況が余計に彼への疑ぎ惑わくを深めるらしい。泥どろ沼ぬまだ。

　しかしこのままでは議論が全く進まない。しぶしぶながら僕らが折れ、上原君が「ハーレム思想をなんとも思わない男性」という前提で会議を進めることとなった。

　僕はテーブルの上で手を組み、改めて切り出す。

「それで、今回、その上原君が、突とつ然ぜんチアキに告白してきたわけだけれど……」

　と、そこまで言ってから、僕はチアキににこりと微笑みかけた。

「えっと、疑惑はさておき、まずは、おめでとう、チアキ」

「え？」

「いや、だって、憧あこがれの人から告白されたのは光栄なことだろう？　上原君の疑惑についてはさておき。まず、そこは喜んでいいんじゃないかな、チアキ」

　最近期せずして天道さんと付き合い始めた僕だから、分かる。……憧れの人から「好き」と言って貰えることは、たとえその裏に何かがあったところで、やはり嬉うれしいものだ。

　が……不思議とチアキの表情は硬かたかった。

「えっと、どうした？　やっぱり上原君に付きまとう疑惑が気になっちゃう？」

「え、ええ、ま、まあ、そうですね……」

　なぜか奥歯に物が挟はさまったような言い方のチアキに、僕は今一つ納得がいかず、更に突つっ込んで訊ねた。

「とはいえ、好きな人から好きと言われたら、素直に嬉しいと感じていいと思うけど」

「……好きな人から、好きと言われたら……素直に嬉しい……ですか。…………」

　そこで、なぜかチアキは僕をちらりと上うわ目め遣づかいで見て、柔やわらかく微笑んだ。

「そう、かも、ですね。うん……嬉しいと思います。自分。気になる人に……自分のことが好きだと……言って貰えたら。本当に」

「？　だろう？　じゃあとりあえず上原君から告白されたことを祝っても──」

「こほん！」

　と、そこでなぜかコノハさんが露ろ骨こつな咳せき払ばらいで会話を遮さえぎってきたので、僕はそれ以上の追つい及きゆうをやめておいた。

　コノハさんは少々強引に会議の軌き道どう修正にかかる。

「現在取り急ぎ話し合うべきは、今後のお姉ちゃんの身の振ふり方についてでしょう」

　まあ、それはそうだけど。チアキの様子を窺うかがうと、彼女は困ったように俯うつむいていた。……駄だ目めだ、やっぱり、気になる。不興を買うかもだけど、もう一度だけ訊ねておこう。

「えっと、チアキは、元々上原君に好意を持っていたんだよね？」

「それは……そうですけど……」

　やはり歯切れが悪い。素直に好意を口にするのが恥はずかしいのだろうか。その気持ちは分からないじゃないけど……。

　コノハさんの視線が痛い。……仕方ない。ここは一いつ旦たん引くか。

「ま、まあ、現状彼には色々な疑惑が付きまとっちゃっているから、いくら相思相愛でも、チアキが答えに迷うのは分かるかな、うん」

「相思相愛……ですか」

　相変わらず、特に嬉しくも無さそうに呟くチアキ。……うーん、上原君の株が急落しすぎたせいだろうか。想像以上にチアキのテンションが低い。いやはや、困ったな。…………って、困る？　どうして僕が？　チアキが元気ないのが、僕はそんなに嫌いやなのか？　宿敵なのに？　どうして？

　そんなことを考えて僕もまた沈ちん黙もくしてしまっていると、いよいよ苛いら立だちが頂点に達したのか、コノハさんがバンッとテーブルに強く手を置いてきた。流石さすが生徒会長、妙みような威い圧あつ感かんを放っている。

「あたし的には『さっさと断わる』一いつ択たくなんですけど！　お二人、反論あります？」

『えっと……』

　上原君が本気でクソ野郎みたいに言われるのは僕もチアキも我が慢まんならないのだけれど、状況だけ見るとどうにも分ぶが悪い。僕らには、感情論以外での反論が出来ない。

　そして僕的に一番痛いのが、上原君には現在アグリさんという素晴らしい彼女がいる、ということだ。ここでチアキが上原君の気持ちに応じるということは……アグリさんを悲しませるということであり。それは、僕的に絶対許せないことなわけで。

「…………」

　…………うん。……そうだよな。そう、それだけは、絶対駄目だ。つまり僕は……。

「チアキ」

「？　はい」

　覚かく悟ごを決めた僕は、テーブルの上で手を組み、チアキの瞳ひとみを正面から見み据すえた。

　僕のただならぬ態度に、チアキも背筋を正す。コノハさんが唾つばを飲み込む中、僕は彼女にハッキリと告げた。

「正直な話、僕も、チアキには上原君と付き合ってほしくないと考えている」

「え？」

　怒いかりが故ゆえか、チアキの頰ほおが紅あかく染まる。……そりゃそうだろう。宿敵に自分の恋こい路じへ意見される謂いわれはない。しかも否定意見。腹も立つだろう。

　それでも僕は……アグリさんの味方が、したいから。彼女こそが、上原君の隣となりにいるべき女性だと、確信しているから。

　僕はその場でテーブルにおでこをつけてチアキに頭を下げた。

「この通り！　失礼は百も承知で頼たのむのだけれど……軽い疑惑程度で付き合いを躊躇ためらうぐらいの中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちなら、今回の上原君の告白には応じないでほしい！　頼む！」

「え、ちょ、ケータ？　ど、どど、どうしてケータがそこまで……」

　アグリさんを応援したいから……なんて理由を言うわけにはいかない。それは、アグリさんに責任やヘイトを押し付けるみたいで最低だ。これは僕の勝手、自己満足。でも……一方で、宿敵とはいえチアキにテキトーな噓の理由を言っていいわけもなく。

　僕は更におでこを強くテーブルへ擦こすり付けた。

「理由は、今は言えない！　言えないけれど……最低だとは分かっているけれども……でも、これが今の僕の偽いつわらざる素直な気持ちなんだ！　だから、頼む、チアキ！」

「ケータ……あのあの、そ、それって……」

「センパイ……つまりセンパイ、内心じゃお姉ちゃんのことを……」

　姉妹がなにやら動どう揺ようして言葉を震ふるわせている。いや、動揺というよりは、怒りだろうか。当然だろう。コノハさんは多少察しているようだが……僕は……僕は、内心じゃ、チアキより、アグリさんの幸せを取ろうとしているのだから。最低野郎もいいところだ。

　そんな僕に今出来ることは、ただただ、頭を下げることのみ。

　しかし、姉妹に「他のお客さんの目もあるから」と言われてしまったため、僕はしぶしぶ頭を上げた。

　……と、改めて正面を見れば……星ノ守姉妹は二人とも、思った以上に頰を紅くしていた。

　チアキが、なぜだか少し嬉しそうに呟く。

「お付き合いしているのに揺ゆれてしまうなんて……だ、ダメダメですね！　まったく！」

「へ？　あ、ああ、そうだな。そういうのは、いけないよね」

　主語が省略されていたが、上原君のことを言っているのだろう。そして、憧れていた彼のことをダメダメと切り捨てる発言……それはつまり……。

「（僕のお願いに応じて、彼の告白を断わってくれるということか！）」

　なんて慈じ悲ひ深ぶかいワカメだろう。チアキを心から見直した僕は、思わず正面からジーッと彼女の瞳を覗のぞき込んでしまう。チアキがモジモジと恥じらう。……いやはや、その謙けん遜そん態度も素晴らしいな！　ホント見直した！

　と、そうこうしていると、今度はコノハさんが……なぜか少し涙なみだ目めで頰を染めながら、口を開いてきた。

「ずるいのよ……！　……そんな必死な純じゆん粋すいさ……何がなんでもこっちに振り向かせたくなるじゃない……！」

「？　ふ、振り向かせ？　えーと……」

　やばい、こっちの発言はいよいよ本気で意味が分からないぞ。どういう文脈からきたんだこれ？　えーと、コノハさんは、なにを振り向かせたいの？　上原君？　いやそれはおかしいよな……うん。とはいえ、僕を振り向かせてもしゃーないだろうし……っていうか、なんか僕重要な発言を聞き逃のがした？　だから流れが分からないの？

　その可能性は極めて濃のう厚こう。だけどなんかもう一度言って貰もらえる雰ふん囲い気きでもないし……。

「（え、えーい、とりあえず曖あい昧まいに微笑ほほえんでおこう。出来るだけ爽さわやかに……にこり！）」

「っ！　ふ、ふん！　せ、センパイも困った人ですね！　この、けだもの！」

「ええー!?」

　うーわ、僕、なんか選せん択たく肢しを致ち命めい的てきにミスったっぽいぞ。やっぱりよくないな、テキトーリアクション！　これだから、人間関係においては色んな言葉を一言一句聞き逃さないように気をつけなきゃいけないんだ！　だからこそ……僕はこれからも、どんなにうざい特性とか罵ののしられようが、他人の独り言っぽいものも聞き漏もらさないよう心がけていくんだ！

　僕がそんな決心を固めたところで、コノハさんが咳払いをして、話を仕切り直す。

「それで……結局お姉ちゃんどうするの？　今から電話で断わっちゃう？」

「え？　いや……流石にそれは……」

　若干表情がひきつるチアキ。そりゃそうだろう。「上原君をフる」なんて作業、僕がチアキでもまっぴらごめんだ。胸が痛いにも程がある。っていうか、僕らみたいなか弱いぼっち属性だと、しばらく自己嫌けん悪おでぴくりとも動けなくなる可能性さえ大だ。いつから上原君をフる程偉えらくなったんだ、自分は……みたいな。

「お断りするにしても……上手うまい理由もないですし……」

『あー……』

　チアキに言われ、僕とコノハさんは思わず考え込む。確かにそうだ。まさか素直に「なんか上原君、最近女性関係疑わしいんで」とか「ケータに頼み込まれたんで」とか言うわけにもいかないだろう。だったら……。

「えっと、他に好きな人が出来たから、とかじゃ駄目なの？　チアキ」

「え」

　僕が訊たずねた途と端たん、チアキの頰がこれまで見たことない程に真っ赤に染まる。

　と、突とつ然ぜんコノハさんが猛もう烈れつな勢いでそこに割り入ってきた。

「雨野センパイの辞書に、デリカシーという言葉はないのですか!?」

「へ？　いや……え？　ご、ごめんなさい……？」

　何を怒おこられているのか全くもって意味不明だが、反射的に謝っておく。

　星ノ守姉妹はなぜか二人して、すぅはぁと呼吸を整えていた。……？　な、なにこの空気。僕……話の流れ的に当然出てくる一アイデア話しただけ……だよね？

　コノハさんが僕を軽く睨にらみつけて説明してくる。

「それ実際、上原さんに相手を追及されたら困るじゃないですか……雨野センパイ」

「僕が？　なんで？　え？　僕は全然困らないけど……」

『なにそれ男らしっ！』

　なんか星ノ守姉妹に妙に感心された。…………？　やばい、僕、なんか今致命的に彼女達と認識がずれてない？　そんな気配するんだけど。するのだけれど……傾けい向こうと対策が思い浮うかばない。どうしたものか。

　僕がぼんやりしていると、チアキがこほんと咳払いをする。

「なんにせよ、その断り方は凄すごく波風立つんでイヤです」

「そう？　でも……『特に理由はないけど貴方あなたはイヤです』ってのも、ねぇ？」

「あたし的にクソヤローが傷つく文言自体は一向に構わないのだけれど、曖昧な理由で断わってお姉ちゃんに変に粘ねん着ちやくされるケースが一番怖こわいです。まあ……正直代案もないのですけれど」

　と、そこで僕はふと、そういえば天道さんはしょっちゅう告白を断わっていたなということを思い出した。ある意味「お断り」のプロだ。

　善は急げ。僕はその場で早速天道さんに電話をかけた。星ノ守姉妹が不思議そうに見守る中、数回のコールの後、電話口に天道さんが出る。挨あい拶さつもそこそこに、僕は勢い込んで本題を切り出した。

「天道さん！　是ぜ非ひ、僕に、異性をフる際のテクニックを教えて頂きたいのですが！」

『…………え』

　途端、電話口で明らかに動揺を見せる天道さん。しかし僕は続ける。

「突然の不ぶ躾しつけなお願いですいません！　でも……どうしても僕今、『異性の上手いフり方』を知らなければいけないんです！」

『!?…………そ、それは……雨野君が……使うためにということ……ですか？』

「？　はい、勿もち論ろん！　僕が使わせて頂きます！」

　友達のために。そう続けようとした矢先、電話口に天道さんの若干涙なみだ声ごえっぽい叫さけびが響ひびく！

『い、いやです！』

「え、ええ!?」

　まさか断わられるとは思っていなかったため、動揺する僕。……まあ確かに、正直面白い話題ではないかもしれない。しかし……今は！　チアキのためにも！

「お、お願いです！　頼たよれる人は天道さんだけなんです！　天道さんの意見が、一番参考になるんです！」

『でしょうねぇ！　そりゃ私に聞けば、一番確実でしょうねぇ！』

　なんか自信満々だ！　だったら！

「それはつまり、教えてくれるということで、よろしいでしょうか？」

『全然よろしくないですねぇ！　そんなの……そんなの、雨野君が自分で考えればよろしいんじゃなくて!?　ひ、ひぐぅ……！』

「天道さん!?　どうしたんですか？　通りすがりのボクサーに腹パンでもされましたか!?」

『そんな狂きよう気きの沙さ汰たには遭そう遇ぐうしていないですが、ある意味同じぐらい瀕ひん死しの状じよう況きようです！』

「ええ!?　ま、待ってて下さい天道さん！　今すぐ助けにいきます！」

　慌あわてて席から立ち上がる僕。星ノ守姉妹がギョッとする中……電話口からは、天道さんのキョトンとした様子の声。

『……え？　助けに来るのですか？　今いま更さら雨野君が？　私を？』

「当たり前じゃないですか！　愛するカノジョを助けないカレシがどこにいます!?」

『あ、愛する……。…………。……ぐふぅ』

「天道さん!?」

　なんか天道さんが軽く倒たおれた気配がする！　やばい！　これはやばい！　やはり通り魔まボクサーは存在したんだ……！

　僕がいよいよ駆かけ出そうとしていると、急に電話口から天道さんのハッキリした声が聞こえてきた。

『いただきました』

「何がですか!?　天道さん!?」

『ご心配をおかけ致いたしましたが、もう大だい丈じよう夫ぶです。雨野君。天道花か憐れんは、大丈夫です！』

「全然大丈夫じゃないですよねぇ!?　なんですかそのテンション！　やられたんですか!?　なんかもう、意味不明なこと喋しやべっちゃうぐらい、腹パンされたのですか!?」

『ある意味強きよう烈れつなボディーブローを頂きました。ありがとうございました』

「なんの感謝ですかそれ!?　まさかイノキさん的な人にでも殴なぐられたのですか!?」

『雨野君』

「は、はい？」

　突然天道さんの声が真しん剣けん味みを帯びる。僕が思わず居住まいを正していると……電話口から、天道さんの、蕩とろけるような優しい声が響く。

『大好き』

「…………」

　直後、切れる通話。僕はポケットにスマホをしまうと……ゆっくりと着席して、テーブルの上で手を組み……正面の姉妹を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめた。

「いやはや……うちのカノジョさんって、どうしてこんなに可愛いんでしょうね？」

『なんの話だ！』

　なぜか絶ぜつ叫きようされる。それから「死ね！」だの「サイテー！」だのなぜか散々罵られるも、もはや僕は幸福感でそれどころではない。ああ……天道さん、可愛いなぁ。

　そうして、僕がぽわぽわ、星ノ守姉妹が激げき昂こうすること、数分。

　ようやく全員が落ち着きを取り戻もどしたところで……話をチアキの「断り方」に戻す。

「結局天道さんのアドバイスは聞きそびれちゃいましたけど……」

　言いながら、チラリと、碧へき陽よう学園の生徒会長さんを見やる。

「コノハさんなんかは、どうなんですか？」

「？　どういう意味ですか？　雨野センパイ」

「いや、告白断わる時どうしてるのかなって。コノハさん、凄く可愛いから一いつ杯ぱいされるんじゃないですか、告白」

「っ！　また貴方はそういう直球なことを……！」

　なぜかコノハさんはテーブルを数回ダンダンと叩たたく。僕とチアキが呆ぼう然ぜんとする中、コノハさんは一度咳せき払ばらいをすると……ようやく、平静を取り戻して応じてきた。

「……そうですね。まぁ、あたしの場合は……『今はそういうことに全く興味ないから』みたいな断り方しますかね」

　その回答に、僕は思わず笑ってしまう。

「あはは『そういうこと』に全く興味ないって、エロゲプレイヤーのコノ──」

「セーンパイ？」

　テーブルの下で足をぎゅむぅと踏ふまれた。僕は脂あぶら汗あせをだくだく搔かきながら軌き道どう修正。

「……エロゲプレイヤーのこの……僕から言わせれば、全てのメスは常に男に抱かれたがっているハズなんでゲスがねぇ、げっへっへぇ！」

　僕のキャラの急変にチアキがギョッとする。

「ケータ!?　どうしたんですか急に！　悪あく霊りようにでも取り憑つかれたのですか!?」

「おっとごめんチアキ、つい本音出ただけだよ。恋こいバナ続けて続けて」

「そんな本性持った人と恋バナなんか出来てたまりますか！　っていうか、大丈夫ですか？　なんかケータ、顔が青いんだか赤いんだか分からない不気味な血色してますよ!?」

「大丈夫。現在凄すさまじく大きな感情のせめぎ合いが僕の中で巻き起こっているだけだから。ちなみに現在一番優勢なのは『雨野景太ガチで死にたい帝てい国こく』です」

「何も大丈夫じゃないですよねぇ!?　情じよう緒ちよ不安定にも程があります！」

「気にしないでチアキ。僕は大丈夫。そしてコノハさん、ごめんなさい」

　僕が謝罪を口にすると、コノハさんはビジネススマイルで応じてきた。

「いいえぇ、お気になさらずぅ。センパイがゲスなエロゲマニアでも、あたし、ぜーんぜん軽けい蔑べつとかしませんから。ええ、それはもう。理解あるんです、あたし」

「ですよね……」

　そこでようやく僕の足の甲こうからコノハさんの踵かかとがどかされ、ほっと胸を撫なで下ろす。

　彼女はそのまま、しれっと話を先に進めてくれた。

「あたしは生徒会長という肩かた書がきあるから、こういう『今はそれどころじゃない』的な理由も通るけど……大して何をしているわけでもないお姉ちゃんがそれを言っても、納得されない気がするかな」

「あのあの、姉は一応、ゲーム作ってたりはするのですが……」

　おずおずと発言するチアキ。僕はそういえばチアキもゲーム作っていたなと思い出し、コノハさんへと喋りかける。

「そういや、姉妹揃そろってどちらもフリーゲーム制作に携たずさわっているんですね、ここ。ね、《のべ》さん？」

「えとえと……まあ、そういうことになりますかね」

　と、なぜかチアキが僕の質問に答えてきた。いや、僕は《のべ》さんに話しかけたのだけれど……。

　僕が疑問に思っていると、姉妹は突然同時にハッとした表情を見せ、そして……。

「どうも《のべ》です！　シャッキーン！」

「わ、わぁ、コノハ、カッコイイー！」

　姉妹で何かやっていた。周囲の目を気にせず立ち上がってアイドルみたいなポーズを取るコノハさんと、そんな妹を拍はく手しゆで囃はやし立てる姉。……なんぞこれ。姉妹だけのノリか何か？　何にせよ、とてもじゃないがついていけない。僕はこほんと咳払いをする。

「えーと…………二人とも、座ってくれる？　恥はずかしいから」

『……く……一体誰だれのせいでこうなってると……！』

「うん、少なくとも僕のせいではないよね？」

『ぐ……!?』

　いや、そんな睨にらみつけられましても。なんなのこの姉妹。星ノ守家の血筋には僕に色々押し付けようとするＤＮＡでも組み込まれているの？

　二人がぷるぷる震ふるえながら着席したところで、僕は仕切り直す。

「で、チアキと上原君、及および周辺女性達に纏まつわるこの面めん倒どうな状じよう況きようだけど……僕今、一つ、ちょっとした妙みよう案あんを思いついたんだけど、いいかな」

『妙案？』

　首を傾かしげる星ノ守姉妹。そんな彼女らに向かって僕は……逆転の発想たる例の提案を、持ちかけたのだった。




「上原君の真意を確かめるためにも、そして早々の決着を見るためにも……もういっそのこと、関連する女性陣じんを一いつ箇か所しよに集めてしまわない？　つまり……ゲーム同好会に、天道さんと、アグリさんを引き入れてしまおうと思うんだけど、どうかな？」




　　　　＊




　というわけで、話は現在、あれから一週間後のドーナツショップへと戻ってくる。

　ちなみにこの一週間だが、人間関係における目立った動きは皆かい無むだった。理由としては、あれからすぐ上原君が家族で海外旅行に出かけてしまったのが大きい。ただ、これに関してはチアキの側にとっても、考える時間が出来たという意味で、そう悪くなかったことのように思う。……もしかしたら、上原君はそこまで見み越こして告白タイミングを調整してきたのだろうか？　だとしたら、やはり、恐おそろしいリア充じゆうである。

「うーん……だけど、ホントにアグリ、ゲーム興味ないしなぁ……」

　と、僕が回想に思いを馳はせている間にもアグリさんは悩なやんでいた。既すでに彼女との押し問答は、かれこれ三十分を超こえている。が……僕はそれでも、引かない。

「そこをなんとか！　ね！　きっと楽しいですよ、上原君いますし！」

「それは確かに魅み力りよく的なんだけどさ……カレシのそういう趣しゆ味みや友達付き合いの範はん囲いまでぐいぐい踏み込んでいくカノジョって、正直、うざくない？」

「うざくないです！　アグリさんは女神です！　うざいはずがない！」

「あまのっちのそのテンションが限りなくうざいんだけど。なんなの、あまのっち」

「僕？　僕は……親友の彼女を女神と崇あがめるだけの、しがないモブキャラですよ」

「そんな尖とがった個性のモブキャラはいない！」

「ニワトリの血を使ったえげつない儀ぎ式しきぐらいまでなら全然やる勢いです」

「亜玖璃信しん仰こうに軽くカルト感漂ただよわせるのやめてくれる!?　っていうかなんなのさ、今日のあまのっち！　怖こわいよ？　キミ、亜玖璃を一体どうしたいのさ！」

「唯ゆい一いつ神しんにしたい！」

「なんか凄すごいこと言われた！　な、なんのために!?」

「そりゃ神ぐらいになれば、アグリさんの野望は誰にも阻はばめないからですよ」

「亜玖璃、神にでもならないと叶かなえられない程の大それた野望とか、あまのっちに語ったことないよねぇ!?」

「いや、そうなんですけど……なんていうか……」

　上原君の気の多さに打ち勝つには……天道さんみたいな美少女が全く目に入らないぐらい上原君の気持ちをアグリさんへ固定するには、神になるぐらいの気き概がいは必要なわけで。……しかしそんな説明をするわけにもいかない。

　僕はゆっくりと顎あごをさすりながら、渋しぶい表情で応こたえる。

「なんていうか……アグリさん、向いていると思うんですよね。神に」

「おっと、驚おどろきの才能評価頂きました」

「そんなわけで、ゲーム同好会で一いつ緒しよに神を目指しましょう、アグリさん」

「なにそれ！　どういう場なのゲーム同好会！」

「基本はゲーム好きの集まりですよ。アグリさんだけが、神になろうとしているだけで」

「めっちゃ浮ういてんじゃん亜玖璃！　余計入れないよゲーム同好会！」

「しまった！　いや違ちがうんですよ！　神にならなくてもいいんです！　ただ一緒に同好会がしたいだけで！」

「だからさぁ、あまのっち。何度も言うけど、亜玖璃はゲームが……」

「嫌きらいではないでしょう!?」

　テーブルに身を乗り出して、アグリさんに訊たずねる。彼女は、目をぱちくりとしていた。

「嫌いではないけど……でも……下手へただし詳くわしくないし……」

「そんなの僕だってそうです。下手だし、全然マニアックな知識も蓄ちく積せきしていない」

「だけど亜玖璃の場合、それ以前に、全然やらないし……」

「僕だって気付けばソシャゲしかしてない日とかごまんとありますし大だい丈じよう夫ぶです」

「…………そう、かもだけど。だけどあたしは……やっぱり……」

　所在なさげに視線を彷徨さまよわせるアグリさん。……僕だって本気で嫌いやがっている人に自分側の趣味を押し付けようとは思わない。それは本当だ。だけどアグリさんの場合は……。

　僕は、少しチアキ達の事情を離はなれ、落ち着いて、今度は自分の言葉を用いて語りかける。

「……アグリさん、上原君とよくゲーセン行くじゃないですか」

「それは……ゲームが好きだからというよりは、祐と一緒にクレーンゲームをしたりするのが楽しいだけで……だから亜玖璃は一緒に……」

「その動機、どうしてゲーム同好会には適応しないんです？　一緒に楽しめばいいじゃないですか、上原君と」

「え？　いや、そうかもだけど、でも、ゲーム初心者の自分が空気読めないこと言うのはイヤだし……」

「僕や上原君が、今いま更さらアグリさんのゲームリテラシーゼロ発言に本気で苛いら立だつとか、思っているんですか？」

「それは……思わないけど。でも、星ノ守さんがいるし、天道さんも入るらしいし……。それにほら、今後更さらに他の誰かが入ってきた際、やっぱりカレシに付き合って入会している女とかうざいと感じるんじゃ──」

　ゲーム同好会に入会してくれない理由を早口にまくし立てる彼女。

「アグリさん」

　僕はそんな彼女の名を呼ぶことで、ピシャリと言葉を遮さえぎる。

　そうして、数秒の沈ちん黙もくの後。僕はにこりと、アグリさんに微笑ほほえみかけた。

「アグリさんの断わる理由、終始ずーっと……他人のことばかりですね」

「そ、それは……」

「アグリさんのそういう優しくて、凄く空気読むところ、僕、本当に美徳だと思いますし、尊敬します。でも……アグリさん？　僕は、アグリさんの、本音が聞きたいです」

「…………」

　アグリさんがこちらを真しん剣けんに見つめ返してきたところで……僕もいよいよ、腹を決めて、正面から挑いどむ。

「正直に言います。僕が今回ここまでしつこいのは、僕側に裏の打算があるからです。具体的な事情は話せませんが、先に謝罪だけはしておきます。申し訳ありません」

「あまのっち……」

「だけど、素直に、アグリさんとゲームをしたい気持ちも、また本物です」

「どうして？　アグリなんかがいても──」

「だって、楽しかったじゃないですか、チアキの家で皆みんなでやったボードゲーム」

「…………」

　夏休みに入ってすぐ、星ノ守家で遊んだ《ラブラブ半生ゲーム》。アレ自体は決して褒ほめられたボードゲームではなかった。更には色んなトラブルが重なったこともあって、僕ら二人にとっては特にままならないゲーム模様でさえあった。けれど……。

　僕は照れを紛まぎらわすように後頭部を搔かく。

「その……最近僕……天道さんと付き合い出してから、少し、ゲームの楽しさについて、改めて思うことがあって」

「……どんなこと？」

「まだ、ちゃんとまとめ切れてないんですけど……その、結局ゲームって、食事と同じなのかもなって。勿もち論ろん、料理自体が美味おいしいにこしたことはないんですけど……でも、時には『何を』食べるかより、『誰と』食べるかの方が、ずっとずっと重要なこともある」

　……だって、あの時僕は、とても楽しかったから。正直……帰宅する時、ちょっと瞳ひとみが潤うるんじゃうぐらいには。パスケースを忘れていることに、気付かないぐらいには。

　皆とボードゲームに一いつ喜き一いち憂ゆうしたあの時間は、僕にとって本当にかけがえのないもので。

　僕が想おもいを瞳に込めて見つめていると、アグリさんは上うわ目め遣づかいで訊ねてきた。

「……あまのっちは……アグリと遊んでて、楽しい？」

「勿論です！」

　これには、ここ最近で一番の確信を持って頷うなずいた。アグリさんがぽりっと頰ほおを搔く。

「……祐も、アグリと遊ぶ時……そう思ってくれているのかな」

　アグリさんのはにかんだ顔に、ずきりと胸が痛む。……きっと、そうですよ。そう言ってあげたい。前なら言えた。だけど、彼の様々な疑ぎ惑わくを知ってしまった今の僕がそれを言うのは……とても無責任だから。

「……すいません。僕は上原君じゃないので、それには答えてあげられません」

「……だよね」

「ですが、一つだけ言えるのは……僕らゲーム同好会は、絶対にアグリさんを歓かん迎げいするということです。上手うまい必要も詳しい必要も全くない！　ゲームを心底楽しもうとした時点で、既にその人は、僕らのかけがえのない仲間なんですから！」

「……そか」

　そこで、アグリさんはようやく……今日初めての、彼女らしい、屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれた。彼女は少し考えた後、大きく伸のびをしつつ喋しやべり出す。

「じゃあ、誰よりも祐とゲーセンを楽しんでいる自信がある亜玖璃にも、充じゆう分ぶん入会資格はあるってことだね」

「そうです」

「了りよう解かい。じゃ折角の誘さそいだし……」

　そこで、アグリさんは子供のように無む邪じや気きに、楽しげに、美しく、はにかんで笑う。

「入ってみるよ、ゲーム同好会」

「ホントですか！　良かった！」

「あ、ただし」

　しかしすぐに厳しい表情に戻もどって付け足してくるアグリさん。

「亜玖璃、入会すると決めたからには、ぐいぐい発言するよ？　ゲームについて知らないことは知らないって言うし、変だと思うことは、変だって言ってくからね」

「どんと来いです。むしろそういう視点の人がいるのはありがたいかもです」

「そう？　ならいいけど……。あ、あと！　大前提として、祐が嫌がったり、それこそ星ノ守さんや天道さんが必要以上に亜玖璃に気を遣つかっちゃうようなら、やっぱりちょっと考え直すからね」

「はい、分かりました。……ふふっ、相変わらず優しいですね、アグリさんは」

「へへ、まーねー。惚ほれるなよぅ、あまのっち」

「あ、それは大丈夫です、ホントに」

「うーわ、なにそれ、何か超ちようムカツクんですけど」

　なんか不興を買ってしまった。僕は溜ため息いきをつきつつ対応する。

「じゃあ、僕がアグリさんを意識して『ぽっ』と頰を赤らめたら満足だったんですか？」

「……………………ぅぇ」

「いや、無言で嘔え吐ずいて口元押さえるとか、ホントにやめてくれませんか」

　単なる「キモイ」発言の数段上を行く攻こう撃げき力だ。マジ感ハンパない。

「や、ごめん、あまのっち、亜玖璃、あまのっちに対して、そういう感情はないというか。いやもう、いっそ、生理的に無理というか……」

「え、なんで今僕手ひどくフられているんですか!?　僕今告白とかしましたっけ!?」

　僕が涙なみだ目めになっていると、すっかりいつもの調子を取り戻したアグリさんが喜々として続けてくる。

「あ、でもアレだよ、あまのっち。誤解しないでね。生理的に無理っていうのは、ビジュアルがどうこうというより、中身も含ふくめたトータルでの話だからさ？」

「フォローに見せかけた追つい撃げきとか、なんてタチの悪い！　精神面まで否定しますか！」

「３、３、３、１」

「遂ついには僕に合わせて、らしくないクロスレビュー方式での追撃まで用いてくるだと!?　あと誰だれだ一人『１』つけたヤツ！　僕に親でも殺されたのかよ！」

「天道花憐なら買い」

「『ファンなら買い』みたいに言わないで下さい！　なんですかその、この世の中でただ一人、天道さんしか僕の価値を認めてくれていないみたいな言いぐさ！　確かにそうなんですけど！」

「……………………えーと、あと…………あ、あまのっちの、ばーか？」

「特に思いつかないなら、無理に罵ば倒とうを捻ひねり出さなくていいですから！　なんなんですか、アグリさんのその、僕いじめに対するあくなき探求心！」

「あはは、ごめんごめん、なんかもうクセだよね、これ」

「そんなクセは直ちに矯きよう正せいして頂きたい！」

　僕の反応に、にししっ、と悪戯いたずらっぽく笑うアグリさん。そうして、彼女は「んっ」と背筋を伸ばすと、その勢いで席から立ち上がった。

「じゃ、亜玖璃そろそろ行くよ。実はこれから、家族旅行帰りの祐とデートなんだ♪」

「あ、そうなんですか？　奇き遇ぐうですね、僕もこれから天道さんと会うんですよ」

「お、いいね、そっちも順調そうじゃん」

「おかげさまで。アグリさんも、楽しんできて下さいね」

「勿論！　あまのっちもね！」

「はい！」

　トレイを返へん却きやく口に戻しショップから去って行くアグリさんをニコニコと見守る。と、ガラスの自動ドアを抜ぬけた少し先で、アグリさんが笑顔で軽くスキップをしているのが見えてしまった。

「ははっ」

　途と端たん、なんだか得も言われぬ幸福感が僕の胸を満たす。

「（うん……やっぱり僕、アグリさんの味方がしたい。たとえその結果……上原君に惹ひかれるチアキや天道さんにとって、面白くないことになってしまったとしても。それでも僕は……僕はやっぱりアグリさんにこそ、上原君と共に幸せを摑つかんで貰もらいたい！　そのためなら、僕はいくらでも尽じん力りよくしよう！　うん！）」

　僕は決意を新たにすると　席から立ち、トレイを返却して店を出た。

　八月前半より幾いく分ぶんか柔やわらかくなった陽ひ射ざしが、肌はだをチリチリと焼く。




　……北の短く濃こい夏休みが、もうすぐ、終わりを迎むかえようとしていた。








【天てん道どう花か憐れんと独どく占せん契けい約やく】






「天道さんの、ゲーム同好会におけるスタンスを決めておきたい……ですか？」

　僕が好物の唐から揚あげを箸はしの先で摘つまんだまま訊たずね返すと、天道さんは正面から僕の目をしっかりと見返して「そう」と頷き返してきた。思わず唐揚げを食べるのも忘れてぽかんとしてしまう僕。

　夏休みが明けてすぐの某ぼう日じつ、昼休みのゲーム部部室。

　僕は今まさに〈カノジョと密室で二人きりのお弁当タイム〉なんていうリア充じゆうの極きよく致ちみたいなイベントまっただ中である。……はず、なのだが。どうやら残念ながらカノジョさんの目的は僕とイチャイチャしたいなどでは全くなかったらしい。部屋の雰ふん囲い気きが、完全にランチミーティングのそれだった。

　天道さんは長い金きん髪ぱつをサラリと耳に掛けながら続ける。

「私、夏休み中に雨あま野の君から同好会の誘いをもう一度受けた際、つい、入会を即そつ決けつしてしまいましたけど」

「あ、ああ、確かにそれはそうでしたよね。あの時は誘った僕もちょっと驚おどろきました」

　昔一度参加を見送られているだけに正直もうちょっと手こずる構えだったから、なんだか肩かた透すかしを喰くらった気分だったというか。いや、ありがたいんだけどさ。

　天道さんは自分の弁当箱から上品に白米を一つまみしつつ「当然です」とこちらも見ずに応じてくる。

「キミに『いつも一いつ緒しよにいたい』というむねのことを言われて、この天道花憐、舞まい上がらないはずが──」

　と、そこまで淡たん々たんと告げたところで、天道さんはハッとした様子で白米を弁当箱の中にポロリと落とす。

　僕が首を傾かしげてその様子を見守っていると、彼女は軽く頰を染めつつもコホンと咳せき払ばらいして続けてきた。

「雨野君が他女性メンバーに粗そ相そうなきよう、上官たる私が見張らないとですからね」

「粗相って。天道さんの中で僕、どんなイメージなんですか。ナンパ男か何かだと思われているとしたら、心外です」

「そうは思っていませんが、『身近な女性の心を無意識にえらく搔かき回しては颯さつ爽そうと去って行く、災害みたいな存在』だとは思っています」

「なんかナンパ男よりタチ悪いですねそれ！　ぼ、僕ってそんなですか!?」

「そんなです」

　淡々と事実を語るように頷うなずきながら、ご飯を口に運んで咀そ嚼しやくする天道さん。……納得がいかない。僕がいつ、女性の心を弄もてあそんだというのか。概おおむね弄ばれているのは僕側の気がするのだけれど。天道さんといい、チアキといい、アグリさんといい……。

　天道さんはしばらく箸を進めたのち、改めて喋り出す。

「話を戻しますが。これからゲーム同好会に参加するにあたって、私、天道花憐はどういう態度で臨んだらいいのか。それを貴方あなたに相談いたしたく、今日この場に呼びだした次し第だいです。決して、決して、なにか口実を見つけて二人でお弁当と洒落しやれ込こみたかったわけではないです」

「はぁ、まぁ、実際僕も急に二人きりでお弁当食べたいと誘さそわれた時から、正直、ちょっと何か理由ありそうだなとは思っていましたけど」

　だから僕は決して自うぬ惚ぼれたりはしていませんよ……という意味合いを含むフォローを入れると、途端、なぜか天道さんは不満そうに唇くちびるを尖とがらせてしまった。

「……理由なく私がお弁当に貴方を誘っちゃいけないですか？」

「へ？　いや、別にそういうわけじゃないですけど……でも、天道さんの人ひと柄がら的に一切理由なしというのは考えづらいなと……」

「あ、貴方が私の何を分かっているというのですか！　自惚れも甚はなはだしいですね！」

「なんか結局自惚れを咎とがめられた！」

　僕、どうしたら良かったんだろう。この状じよう況きよう、元々詰つんでいたにも程がある。

　カノジョの扱あつかい方、というのが未いまだまるで分からず僕が途と方ほうに暮れていると、天道さんは今一度咳払いをして話を戻してきた。

「と、とにかく、今は私のゲーム同好会でのスタンスについてです。雨野君は、どう思います？　私は、多少なりとも、ゲーム同好会の空気に迎げい合ごうした方が良いのでしょうか？」

「？　というと？」

「端たん的てきに言って、ガチゲーマー的な見解ではなく、エンジョイ勢のノリにちゃんと合わせるべきなのかという話です。郷に入いっては郷に従えと言うでしょう？」

　実に天道さんらしい生き真ま面じ目めな相談だ。僕は「あー……」としばらく唸うなった後……これまた僕らしい、実に中ちゆう庸ような、ぬるーい意見で応じた。

「そこは臨機応変に対応すればいいと思います」

「おっと出ましたね、この業界では『無』に等しいとされる意見『臨機応変』」

「どの業界の話ですか。まあ分かりますけど」

　確かに「臨機応変に」という言葉の、アドバイスとしての無益さったらない。それが出来れば誰も苦労はしないのだ。しかしそうとしか言えない、というのも事実なわけで。

「別に天道さんは天道さんのままで素直に意見すればいいと思いますけど……一方で、たとえば皆みんながぬるいゲームの話題で盛り上がっている時に、わざわざ『私はそれ大だい嫌きらいです！』とか叫さけび出すのは勘かん弁べんして頂きたいという気持ちもあるわけで」

「雨野君は私をなんだと思っているのですか」

　若干憤ふん慨がい気味の天道さん。僕はそれに苦笑で応じる。

「いえ、天道さんがどうこうというよりは……そういうことをやるゲームバカを一人知っているので、注意喚かん起きせずにはいられなかったと言いますか」

「？　誰の話です？」

「貴方のカレシの話です」

「…………あー……」

　なんか納得されてしまった。恐おそらく、以前僕がガチゲーマーの集つどいたるゲーム部で「あ、僕そういうゲームがしたいわけじゃないんで」発言をした時のことを回想しているのだろう。……うぅ。

「このように、人は、好きなものの話題だと『空気を読む』とかって概がい念ねんがどうでもよくなる生き物なのです。だから、そこは気をつけた方がいいかもと……」

「み、身を切るアドバイス、ありがとうございます」

「いえいえ……」

　お互たがいぺこりと軽く頭を下げ合うカップル。……何もかもをさらけ出せる相手がいるって、有り難いと同時に、より辛つらいこともあるのだな……うん。

　天道さんはしばらく無言で弁当を食べ進めると、一段落したところで何か決意したように「よし」と呟つぶやき、僕を見つめてきた。

「分かりました。私は私、天道花憐のままで同好会に臨むことにします。それは勿もち論ろん、我を忘れすぎない、という意味でも」

　天道さんのその決意に……僕はなんだかとても嬉うれしくなって、思わず前のめりになる。

「はいっ、それがいいと思います！　だって天道さんは、天道さんのままで充じゆう分ぶん魅み力りよく的な人ですから！　いつもガチすぎる考えをする天道さん、僕は大好きですよ！　いやホント尊敬すると同時に、可愛いなぁと思うんです！　そういう、ありのままの天道さん！　だからそれをゲーム仲間にも見せてあげ──って、あれ？　天道さん？」

　気付けば天道さんは、耳を真っ赤にして顔を俯うつむかせ、ぷるぷると震ふるえていた。……かと思ったら、突とつ然ぜんこれまでの上品な食事マナーを一変、早弁をする運動部男子の如ごとく弁当箱を持ってご飯を搔き込み、栗鼠りすの如く頰ほおぶくろを膨ふくらませてもぐもぐしたと思ったら、パックのお茶でそれを一息に流し込み、そして……。

「ご、ごちそうさま！」

「へ？」

　まだまだ食事中ちゆう盤ばんのカレシにも一切構わず、いそいそと弁当箱を片付けて席から立ち上がった。

　状況の急変にまるでついていけず、ただただぽかーんとする僕を……天道さんは、なぜか涙なみだ目めでキッと睨にらみつけてくる。

「ああ、あ、貴方はっ、こんな密室で私にそんなこと言って、ななっ、何をどうするつもりですかっ！」

「ええ!?　い、いや、そもそも、ここを指定したのは天道さんですし……」

「ええ！　そうですよ！　そして、きっと押し倒たおすのも私なんでしょうよ、ええ！」

「はいぃ!?」

　なんだこれ。今何言われた僕。とりあえず平和に唐揚げ食っている場合じゃなさそうなことだけは分かるのだけれど、理解がまるで追いつかない。

　天道さんは自分のカラダをかき抱いだき、今度はなにやら怯おびえるようにカタカタ震え出す。

「まったく、貴方の巧こう妙みようなやり口には恐れ入るわ、雨野君。その知略……昨今流行はやりの戦記系ライトノベルの軍師主人公も真っ青ね！」

「何の話ですか!?」

「何の話って……ふ、ふふ、ここでしらばっくれるなんて、まったく、怖こわい人」

　なにやら天道さんが戦せん慄りつしていらっしゃった。……やばい、全然分からない。言葉は聞き取れているのだが、意味が分からない。なにこれ。評価されているの？　軽けい蔑べつされているの？　と、とりあえず、天道さん、なんか怒おこっているっぽいから、ここは……。

「えっと……ご、ごめんなさい？」

　謝ってみた。が……途と端たん、再び天道さんの顔が真っ赤に染まる！

「認めた!?　今認めましたよね、雨野君！　あ、あわ……こちらは半ばジョークのテンションでしたのに……！　まさかそこまでの小こ悪あく魔ま系カレシだったとは……！　いえ、もうこれは小悪魔どころじゃない！　大だい悪あく魔まよ！　サタン雨野よ！」

「なんか今流れで今世紀最大級にダサイあだ名を付けられませんでしたかっ、僕！」

「ああ……恐ろしい……うちのカレシが、ただのケダモノ男とは一線を画す存在……女の方をケダモノ化させる大悪魔だったなんて……！　そしてこの状じよう況きよう下かでさえ未だにその無む垢くな『何も分からない少年』の顔を保ち続けるだなんて……！　ああ、恐ろしい！」

「…………」

　……あー……なんだろ、もう、僕は貝になりたい。何をどうしたところで、これはもう、悪い方にしか転がらない気がします。僕のコミュニケーションはどうしてこう、こちらに選せん択たく肢しが出る前に詰んでいるんでしょうか。

　天道さんはなぜかフーフーといきり立った猫ねこのようにブロンドを逆立てて僕を睨みつけると、相変わらず顔を紅あかくしたまま、とんでもない台詞せりふを叫ぶ。




「でも残念でしたね！　私が雨野君を襲おそうのは、まだ、もう少し先、です！」




「犯罪予告!?」

　今度は僕の方がカタカタと震え出す番だった。……え、なに、僕、いつのまにカノジョさんをそこまで怒らせていたの？　この場で叩たたいたり罵ののしったりするんじゃなく、未来に「襲う」と予告するだなんて、相当な恨うらみじゃないか。僕の恐きよう怖ふを以もつて愉ゆ悦えつとする。そんな感性からくるやり口じゃないか！

　僕が顔を真っ青にしていると、天道さんは「と、とにかくっ」と仕切り直す。

「今日のところはこれで解散です。相談に乗ってくれてありがとうございました。そこの鍵かぎを閉めたら職員室に戻もどしておいて下さい。では、また同好会でお会い致いたしましょう」

　なぜか必要以上に淡たん々たんとそう言い切ると、弁当の包みを持ってスタスタと部室から去ろうとする天道さん。

　僕はそんな彼女にしばらく呆あつ気けにとられながらも……しかし、天道さんが廊ろう下か側に出て、一礼しながら戸を閉めかけたその瞬しゆん間かん、慌あわてて、最後に、どうしても言いたかった言葉を絞しぼり出した。

「あ、天道さん！　なんか色々ありましたけど、お昼ご飯が一いつ緒しよにとれたこと、僕、凄すごく凄く嬉しかったです！　えっと、その、僕、高校ではずっと一人で寂さびしく弁当食べてばかりだったから。だから……今日は本当にご飯が美味おいしくて！　えっと、本当にありがとうございました！」

　僕の言葉に、天道さんは一瞬再び頰を赤らめるも、すぐに落ち着きを取り戻し。

　代わりに、今度は蕩とろけるように優しく……そしてどこか妖よう艶えんに、微笑ほほえんできた。




「ふふっ、こちらこそ、ごちそうさまでした。…………大好きよ、雨野君」




　そう告げてすぐに扉とびらを閉め、タタッと小走りに去って行く天道さん。

　僕は一人取り残された部室でその音を聞きながら、一人呟く。

「ごめん天道さん。さっき僕、素の天道さんの魅み力りよくを他のゲーム仲間にもっと知って欲しい、みたいなこと言いかけたけど……」

　そこで、最後の天道さんの艶つやっぽい唇くちびるを思い出し。

　僕は思わず目を手で覆おおって、呻うめく。




「……あれ、やっぱり、ちょっと、噓うそみたいです」




　……僕は弁当箱の中の唐から揚あげを、まるで誰だれにも取られじとするかのように続けて口に放り込むと。

　そのまま、何かを紛まぎらわすように、勢い込んで白米を搔かき込んだのだった。

















【インターミッション・ゲーマーズと課金トーク】






「っていうか、実際ちょっと値段高すぎじゃない、ゲームソフトってさ」

　アグリさんが今日もまた猫ねこ背ぜでスマホをいじりつつ、気け怠だるそうにゲームへの疑問を呈ていしてきた。

　途端、それまで盛り上がっていた話題──僕がネット通つう販はんで間ま違ちがって『エルダーズハント』という悪名高いクソゲーを返品不可な状じよう況きようでポチってしまったという情けない笑い話──を止やめ、思わず顔を見合わせる、僕らゲーム同好会の面々。

　残暑厳しいとある初秋の放課後。二年Ｆ組の教室には、今日も今日とて一つの机をこぢんまりと囲む五人の男女の姿があった。

　教室は夕ゆう陽ひに染まり、廊下の奥からはブラスバンド部の練習音が微かすかに響ひびいてくる。

　そんなどこか侘わびしい同好会活動風景の中、相変わらずゲーム業界に疎うといアグリさんの疑問に最初に応こたえたのは、彼女と交際中でもあるリア充じゆう男子、上うえ原はら祐たすく君だった。

　彼は頭をぽりぽり搔きながら、僕らぼっち側とリア充側の橋渡わたしたる彼らしい中ちゆう庸ような意見を告げる。

「そりゃまあパッと六千円とかって値段だけ見たら高いかもだけれど、世の中それより高いＴシャツなんかもザラにあるわけだしな……」

「いやいや、ファッションはいいんだよ、別に。生活必ひつ需じゆ品ひんだから。でもゲームって、なんの役にも立たないのに六千円とかって、おかしくない？」

『いやいやいやいや！』

　途端、それまで黙だまって聞いていた僕ら……残りの「ゲーム好き」メンバー三名が大きく声をあげた。

　ここで説明しておくと、現状、なんだかんだで、このゲーム同好会メンバーは五名。

　まず、今会話していた上原君とアグリさんのカップル。

　それから、この僕、こじらせモブキャラぼっち野や郎ろう、雨あま野の景けい太た。

　で、その宿敵たるワカメ髪がみオタク女子星ほしノ守もり千ち秋あき。

　そして、学園の頂点的存在にしてゲームガチ勢の完かん璧ぺき女性──天てん道どう花か憐れんである。ちなみに彼女は色々あって現在僕と交際関係にあったりするのだけど（その辺の詳くわしい事情は今は省略）。その繫つながりで、今はなし崩くずし的にゲーム部と同好会の掛かけ持ち在席して貰もらっていたりするわけで。

　さて、話を元に戻すと、この中でも僕・チアキ・天道さんは心からのゲーム好き……それぞれ多少スタンスは違ちがうながら、ゲーマーと言って差し支つかえない人種なわけで。

　そんな三人が「ゲームって役に立たない」なんて論調に黙ってられるはずもない。

　アグリさんが僕らの剣けん幕まくに軽く引く中、まず天道さんが反論の口火を切った。

「そもそもゲームを『役に立つ・立たない』の観点で語ることがナンセンスです。だったら貴女あなたは、デートで映画を観みるのもボーリングに興じるのも愛いとおしい雨野君を舐なめ回すように見つめるのも、全て『役に立たない』『無む駄だ』と切り捨てるのですか？」

「まあ後半に一つ本当に唾だ棄きすべき無駄なシークエンスがあったのはさておき……でも実際、映画とかボウリングって、楽しいじゃん？」

「げ、ゲームだって楽しいですよ！」

　珍めずらしく「きぃーっ」というヒステリックなテンションでブロンドを逆立てながら反論する天道さん。僕はどうにもエキサイトしすぎな彼女を宥なだめると、とはいえ基本的には全面的に天道さん側の意見を継つぐカタチでアグリさんに正対した。

「アグリさんの好みはさておき、ゲームだって映画やボウリングと同じですよ。要は娯ご楽らくなんです。だから、役に立つとか立たないとかそういう話ではないし、あと、僕だって天道さんを舐め回すように何時間も見つめていたいという気持ちがあります」

「もう二人で永遠にイザナミでも掛け合ってなさいよ。まあそれはさておき、ゲームと違って映画は二時間ぐらいでちゃんと話が終わるし、ボウリングは運動にもなるよね？　でもゲームって、なんかこう、ピコピコ人生食い潰つぶすだけじゃん」

「く、食い潰すとはなんですかっ、食い潰すとは！」

　確かにそうだけども！　そう言われたらそうなんだけども！　なんだこの物もの凄すごい苛いら立だちは！　若干図星の正論だから余計にイラッとするのか、これ！

　そんなわけで僕もまた完全に沸ふつ騰とうしてしまう中、それを見かねた様子のワカメ女チアキが、僕と天道さんを手で制して自分が矢やお面もてに立つ。

　アグリさんとチアキという、恋れん愛あいや性格相性の部分で若干食い合わせの悪い二人が視線を戦わせる。イメージ的には龍りゆうと虎とら……というより、ハムスター対シマリスあたりを想起させられる。酷ひどく小規模で妙みように生々しさの少ない女の戦い。

　チアキが癖くせのある前まえ髪がみを指でピンと弾はじいた。

「ゲームを心から楽しんでいるひととき。それは自分達のように渇かわいた生活を送る現代人にとっては、絶対に、『無駄な時間』なんかではないと、自分は思うのですよ」

「チアキ！」「星ノ守さん！」

　僕と天道さんは、同じゲームを愛する者として、チアキのその言葉にいたく感かん銘めいをうける。チアキはふふんとドヤ顔でそれに応じるも……しかし、すぐにアグリさんから鋭するどい反論が飛んできた。

「……ゲームって、やっている間中常にずっと楽しいイメージとかないんだけど……」

「ぐ!?」

「ほら、だって、レベル上げとかって、凄く面めん倒どうなんでしょ？」

「そ、そのその、れ、レベル上げも含ふくめて、ゲームって楽しいものなんです……！」

「本当に？　この前亜あ玖ぐ璃り、ゲームにおける『寝ね落ち』って言葉をあまのっちから教えて貰ったんだけど、本当にレベル上げが全部楽しいなら、そういう状況はないんじゃ？」

『（無駄に鋭い！）』

　アグリさんという人は、本当に一切ゲームに興味がないせいなのか、時折逆にズバズバ核かく心しんを突ついてくる。

　チアキが額に汗あせを搔き、軽く視線を逸そらす。が、そこに更さらにアグリさんの無む邪じや気きな追い打ち。

「えっと、淡々と眠ねむくなるような状況でそれやってるぐらいなら、その時間、映画やドラマ数本見た方が、亜玖璃的には物凄く得る物多そうな気がするんですけど……」

「う……!?　で、でもでも、他のことと並行しながら取り組む『ながらレベル上げ』っていうテクニックも世の中には……」

「え、そんなテクニックあるの？　なるほどぉ、意外と頭いいね、ゲーマーって」

「え、えへへ、そう誉ほめられると照れ──」

「でもそれって、レベル上げがそれ単体では凄く退たい屈くつって認めているようなもんじゃん」

『ぐ』

　痛いところを突かれて表情が引き攣つる三人。ちなみに上原君はと言えば元々「ゲーム至上主義」というわけでもないため、「それもそうかもなぁ」ぐらいのぬるいテンションでことの成り行きを見守っていた。

　アグリさんはスマホでなにやら大手通販サイトのゲームソフト売り上げランキングを開き、ザッとソフトの値段を確認しながら告げてくる。

「ふんふん、やっぱり新作は大体六千円前後ぐらいか……って、げ、なにこのソフト、一万円超こえてんじゃん！　初回限定版？　ええと、設定資料ブックレット＆ゲーム内で使えるＤＬＣ同どう梱こん版？……えっと、祐。でぃーえるしーって、なんだっけ？　前ちらっと聞いた気もするけど、忘れちゃった」

　彼氏たる上原君に尋たずねるアグリさん。僕ら三人がだくだく汗を流す中、上原君は彼女のスマホを覗のぞき込みながら、素直にその問い掛けに応じる。

「ああ、ダウンロードコンテンツの略だ。要は、ネットを通じて追加のデータが貰えますよってやつだな。この場合は、ええと、キャラクターの衣装らしいが……」

「え、つまり、ゲームの中のキャラの服に、リアルのお金出すの？　マジで？」

『（ぐ……!?）』

　アグリさんが僕らゲーマー組三人に、軽けい蔑べつするような視線を送ってくる。その視線を受け、天道さんとチアキが慌あわてて言い訳を試みた。

「わ、私は、そういうＤＬＣには、ぜ、全然興味ないです」

「じ、自分もです！　衣装変えるだけとかのＤＬＣは買いませんし！」

「その口くち振ぶりだと、二人とも、他の要素なら買うっぽいね……」

『ぐ！』

　青ざめて俯うつむく二人。いよいよ「ゲームの価格」という論点でこちら側が厳しくなってくる中……僕と上原君という男性陣じん営えいは二人、そっぽを向きながら小さく呟つぶやく。

『……………………水着衣装とか買うぐらいは普ふ通つうに……』

『あ？』

『なんでもありません』

　女性陣じん三名からの見下すような視線を受け、背筋を伸のばす僕と上原君。……うん、互たがいに、彼女さんの前で言うことじゃなかったかもしれない。チアキに関しては、そもそも萌もえとか大だい嫌きらいなタイプだし。ここは、水着ＤＬＣが生息出来る環かん境きようじゃなさすぎる。

　僕と上原君が明後日あさつての方向を向いて口笛を吹ふいていると、アグリさんが溜ため息いきをつく。

「……さっきキミ達、ゲームをＴシャツと比べるのはおかしい、みたいな論調だったけどさ。ゲームキャラの衣装買うお金あるなら、それこそ自分の服買うべきなんじゃ……」

『…………』

　今度は上原君も含め、その場のゲーム同好会全員がだくだく汗をかき始める。

　……やばい！　反論が辛つらい！　こう、『娯楽は無駄でなんぼ！』的論調を用いてもそろそろ辛いものがある！　が、僕はそれでも、なんとか反論を捻ひねり出した！

「げ、ゲームのキャラはある種自分の分身にも等しいわけで！　そこでファッションにお金をかけるのは、現実で服を買うのとなんら変わらない行こう為いと言っていいかと！」

「そうなの？　でもやっぱり実用性のないものにお金を出すのって……」

「じ、実用性は一応ありますよ！　えーと……じゃ、じゃあアグリさん！　もし貴女に上原君が指輪を買ってくれたらどう思います？」

「へ？　なに急に。そ、そんなの嬉うれしいに決まっているじゃん！」

　僕の問い掛けに、興奮した様子で前のめりになって答えてくるアグリさん。僕はうんうんと頷うなずいて更に続ける。

「では、指輪を貰ったら、アグリさんはそれ、装備しますか、しませんか」

「え、そ、装備？　つ、つけるってこと？　だったらそれは装備するけど……」

「結果として、上原君への愛情も深まりますか？」

「ま、まあ、そうだね。そりゃ普通にプレゼントは嬉しいから……」

「はい、この時点でアグリさんは、ＤＬＣの概がい念ねんを受け容いれたことになります」

「ほほう、なるほどなるほど。…………。……って、いやいや、絶対違うよねぇ!?」

　勢いよく立ち上がって反論してくるアグリさん。しかし僕もまた立ち上がってそれに反論を試みる！

「何がですか！　ソシャゲの課金って要はこういうことですよ！　つまり上原君は今回、リアルマネーで、アグリさんという美少女キャラの好感度アップアイテムを買ったのと同義なんです！」

「言い方！　おい雨野！　俺なんかそこの言い方すげぇ引っ掛かるんだけど！」

　横から上原君が口を出してきたものの、それは一いつ旦たん無視。今問題なのはアグリさんだ。

　彼女はなにやらしばらく検討したのち、ぶつぶつと呟く……。

「……なるほど……。……もし逆に祐がなんやかんやでデータ上の存在になっちゃったら、亜玖璃も、祐に課金プレゼントとやらを沢たく山さんするのかもだね……」

「おい待て亜玖璃その前提は色々おかしい。そもそも俺がデータ上の存在になる程の『なんやかんや』ってなんだよ」

　上原君がごちゃごちゃ言っているが、それは無視。僕は続ける。

「でしょう、アグリさん。更に、アグリさんがゲームで使う分身の服装……アバター装備によって、データ上原君が照れたり頰ほおを赤らめたりしてくれるとしたら、どうです？」

「課金装備を下さいっ、あまのっち！　い、いくら払はらえばいい!?　一万円で足りる!?」

「おい待てお前ら、ホント色々前提がおかしいから！　それに亜玖璃！」

　上原君はそこで一つこほんと咳せき払ばらいをして、頰を赤らめ、視線を少し逸らしつつ、彼女たるアグリさんに告げた。

「わざわざそんなことしなくても……最初から、お、俺は、お前のことが……」

「た、祐……」

　二人の間に、甘ったるい空気が展開される。天道さんとチアキがなんだか仏像みたいな細目でそれをジーッと見守る中、僕は、このタイミングでぽつりと呟いた。

「──という悶もん絶ぜつイベントを起こすためのガチャが、今なら一回三百円で回せます」

「あまのっち、それ亜玖璃、百回回す」

「毎度ありです」

「やめろ！　俺をダシにうちの彼女を誑たぶらかすな！　おい亜玖璃、お前もいい加減……」

　そう警告する上原君の横では、しかし、亜玖璃さんがまさに目をぐるぐるさせて自分の鞄かばんから財布を取り出そうとしていた。

「ふふふ……さ、三万円で祐が愛を囁ささやいてくれるなら、安いもんだねぇ……えへへ……」

「引くわ！　むしろ俺が亜玖璃に引くわ！　お、おい亜玖璃！　目を覚ませ！　お、俺を楽しむのなんざ、無課金で充じゆう分ぶんなんだって！　だって俺はお前のことが本気で……」

「祐……」

　アグリさんの目に正気が戻もどり始める。そこで僕は、ここぞとばかりに横から呟いた。

「──という入り口から招き入れるのが、最近の無料ゲーム業界ってやつです」

「なるほど、勉強になります、あまのっち」

「いえいえ、なんのなんの」

　僕が自分のゲーム解説が上手うまくいったことに満足し得意げにしていると、アグリさんは何度も頷き、そして結論する。

「うん、亜玖璃、今ので完全に分かったよ。……ゲームって、ホント、クソだね！」

「ああっ、しまった！」

『阿あ呆ほか！』

　上原君とチアキ、果ては天道さんにまで一いつ斉せいにツッコまれる僕。く……気付いたら勢い余って「課金誘ゆう導どうの恐おそろしさ講義」にまで踏ふみ込んでしまっていた！　ぼっちオタクの持つ特とく殊しゆスキル「一度語り始めたら止まらない」が軽く発動していた！

　課金という概念を理解したアグリさんが、心底呆あきれたようにゲームへの失望を口にする。

「えっと、なに？　つまり最近のゲームって、ただでさえ高いと思える料金、六千円とかを出させておいて、更にその全部を楽しみ切らせてもくれないわけ？」

『ぐ……!?』

「あ、丁度レビュー欄らんがそんな話題で荒あれてるゲームあったよ。ふむふむ……『ネット対戦時の課金勢優ゆう遇ぐうが過ぎる』『典型的な金で強さを買うゲーム』『そもそもシングルプレイの話が最後まで終わっていない。続きはＤＬＣでとのことだが、現時点ではやはり不完全版を売りつけられたという気持ちが強い』だって。なんだ、亜玖璃と一いつ緒しよでゲーマーの人達も普通に疑問抱いだいてんじゃん、ゲームの価格に関して」

『…………』

　僕と天道さん、そしてチアキは最も早はや冷や汗をかいて俯くことしか出来ない。と、流石さすがにそれを気の毒に思ったらしい上原君が、僕らに代わって彼女を宥なだめてくれる。

「ま、まあ、世の中そういう作品ばかりでもねぇから……」

「でもこのソフトって、なんか有名シリーズみたいじゃん。それがこうなのって、もう、業界的に大分末期とかなんじゃないの？　よく分かんないけど」

　なんなのこの凄すごい角度でグサグサ来るギャルさんは。ゲーマーの天敵か何かなの？

　流石の上原君もこのままだとゲーム擁よう護ご側の旗色が悪いと判断したらしく、笑顔で軽く話題を逸そらしにかかった。

「でぃ、ＤＬＣ自体は別に悪いものじゃねぇーんだって。ほら、亜玖璃だって大好きだった漫まん画がシリーズが終しゆう了りようして、しばらく後に外伝コミックとか出たら嬉しいだろ？」

「う、うん、まあ、それなら分かるけど……」

「それに、好きなキャラの水着絵とかも見たいだろ」

「ごめんそこは全く分からない」

　ぬるっと水着への理解を求めてみたものの失敗した男がそこにいた。……上原君！

「……と、とにかくだ。ユーザー側が求めるＤＬＣが出てくる分には、いいんだよ」

「うーん……そうなの？　じゃあ、たとえばどういうＤＬＣなら嬉しいのさ」

「え、だから水着──」

「教えて、祐以外のゲーマーの皆みなさん」

「…………」

　上原君がしょんぼりする中、僕ら三人はアグリさんからの問い掛かけに顔を見合わせる。

　そうしてしばらく考えた後、それぞれに要望を告げることにした。

　まずは天道さんが、相変わらず自信に満ちた様子で立ち上がり胸を張って告げる。

「そんなの勿もち論ろん、ゲーマーとしては、更さらなる高難易度モードの追加一いつ択たくでしょう！」

「……こうなんいどって……つまりもっとゲームを難しくするってこと、だよね？　えっと、ごめんなさい、亜玖璃的に全く意味が分からないんだけど……」

　本気で理解しかねる様子で尋たずねるアグリさん。しかしそんな彼女に、ガチ勢の天道さんは活いき活きと語る。

「高いハードルを越こえる気持ち良さって、どの業界でもあるじゃないですか！」

「う、うん、まあ、それは分からないじゃないけど……」

「で、いっそ理り不ふ尽じんな程に難しいゲームに苦しめられている時って、もうそのプレイ途と中ちゆうから逆に気持ちいいじゃないですか」

「ごめん天道さん、まるでそれが人類全員の確固たる共通認識のように平然と語っているとこ大変申し訳ないんだけど、亜玖璃的に何言ってるか全く分からないッス」

「いや、だから、苦しいことは気持ちいい、という話ですよ」

「あれ、おかしいな、亜玖璃ゲームの話してたと思ったら、いつの間にか変態性せい癖へきの暴ばく露ろを聞いていたよ」

「失敬な。私だけじゃなくて、世の中のゲーマー全員そうですよ。ねぇ？」

　振ふり向く天道さん。さっと視線を逸らす、僕とチアキ。…………。

「…………て、天道さん？　なんかここに理解者はいないようだけど……」

「こ、こほん！　と、とにかく、どんどん負荷を上げてほしいわけです、私は！」

「…………つまりドＭ？」

「違ちがいます！　ただ、私、天道花憐は苦しい状じよう況きように興奮するだけです！」

「それをドＭと言わないなら、亜玖璃、もう何がドＭか分からない」

「少なくともガチ勢が集つどう《ゲーム部》の面々なら全員分かってくれるはずです！」

「亜玖璃の中で今《ゲーム部》は《ドＭ俱く楽ら部ぶ》のイメージで固定されたよ。皆で理不尽なゲームオーバー画面見ながら目をギラつかせている変態集団の映像が浮うかぶよ」

「…………。……ま、まあ、あながち間ま違ちがってはいないかもですね……」

「マジですか。じゃ、じゃあつまり、ゲーマーって人種は全員がマゾ性癖の変態ってことでＯＫ？」

「ええ、まあある意味ではそうで──」『違います』

　天道さんの返答にかぶせるように、冷静に淡たん々たんと声を合わせて否定する僕とチアキ。いや、天道さんの言っていることが全く分からないわけじゃないけど、やっぱりそれはそれで偏かたより過ぎている。
















　天道さんは僕とチアキをなにやら不満そうに振り返った後、「まあとにかく私からは以上です」と引き下がった。

　上原君が顎あごで次を促うながしてくるので、僕とチアキは顔を見合わせ……結果、先にチアキの方からＤＬＣへの希望を語ることになった。

　天道さんが着席する中、チアキは軽く咳払いの後静かに立ち上がり、おずおずとアグリさんに語り始める。

「えっとえと、自分的には、やっぱりＲＰＧで本編後のストーリーとか見られると、凄くいいですよね……」

「うんうん、そういうのなら亜玖璃にも理解出来るってもの──」

「特に、本編では人間だった主人公とヒロインが、急に魚類に変身しちゃって大パニックみたいなアフターストーリーとかだったら、もう、最高ですよね！」

「うん、ごめん、なにそれ最高に気持ち悪いんですけど！」

「え、そうですか？　あ、勘かん違ちがいさせてたらごめんなさいです。本編の方は、王道の直球ファンタジーＲＰＧ的なものだった想定での話です」

「うん、ごめん、亜玖璃そこは何も勘違いしてなかったよ。むしろ本編が元々動物の話とかだった方が、まだその発想を理解出来たよ！」

「あはは、何言っているんですかアグリさん。本編でちゃんとシリアスな人間のビジュアルがあるからこそ、後日談の魚類ぶりが際立って楽しいんじゃないですかぁ」

「亜玖璃、今、人生で初めて正面から人の『狂きよう気き』に接している気がする！」

「失敬な。ゲーマーを自負する者なら皆、本編後の魚類変身を望みますよ。ねぇ？」

　そう問い掛けて笑顔で振り返るチアキに、僕と天道さんは──

〈（ぶるんぶるん！）〉

　──最早俯うつむくどころか、思い切り首を横に振って否定で返した。……が、チアキのヤツ、それをまるで見なかったことにして再びアグリさんに向き直る。

「……えっとまあ、人によっては、魚類じゃなくて、貝類の方が好みかもですが」

「いや絶対そういうマイナーチェンジの問題じゃないよねぇ!?　背後のゲーマー仲間二人の共感、何一つ得られていないよねぇ!?」

「で、でもでも、だって、ＤＬＣってつまり外伝とか付録なわけですから、本編じゃ出来ないはっちゃけを期待したいじゃないですかっ！」

「ま、まあ、そういう風に言われたら、気持ちは分からないじゃないけど……」

「でしょう？　アグリさんだって、好きな漫画の魚類版出たら読みたいですよね？」

「ごめんそれは全然分からない！」

「火星を舞ぶ台たいに、進化したゴキブリと、魚類の能力を用いて戦う漫画『エラフォーマーズ』とか読みたくないですか!?」

「おっと不覚にもそれはちょっと読みたい！」

「まあ味方陣じん営えい全員、基本水中じゃないとロクに生きられもしない体なんですけどね」

「火星で致ち命めい的てきすぎるねエラフォーマーズ！」

「とにかく！　世の中のＤＬＣってやつは、いっそ本編と完全に乖かい離りするぐらいにはっちゃけるべきなんです！　そうすれば、逆に文句も出ないはず！」

「な、なんか一理ある気はするけども……！　けども……！」

　アグリさんが混乱するのにも構わず、語りきったとばかりに満足げに息を吐はいて着席するチアキ。

　状況が混こん沌とんとし始める中……上原君に促され、仕方なくこの僕、雨野景太もＤＬＣ願望を語ることにする。

　ゆっくりと立ち上がり、アグリさんと正面から向かい合う僕。

「えっと……僕的にも、ＤＬＣは後日談とかがいいですかね。……普ふ通つうの」

　チラリとチアキを見て告げる僕。チアキだけはムスッとしていたが、他のメンバー達は全員「ですよねー」といった反応だった。

　僕は更に続ける。

「あと、ゲームモードがどうこうという話なら、案外、ぬるい『最強モード』みたいなのも嫌きらいじゃない僕がいます」

「相変わらず天道さんと真逆の感性だねぇ、あまのっち」

　アグリさんが意地悪く笑うも、まあ僕と天道さんのこれは今に始まったことでもない。流石に天道さんも意見の違いで今いま更さら機き嫌げんを損ねるようなことはなかった。

「まあ、とはいえその辺は課金より、ゲーム内の条件達成でやらせて欲しいってのが本音ですけど」

「ふんふん。まああまのっちのＤＬＣ願望は亜玖璃的にも納得だよ。……順当すぎてつまんないけど」

「一言余計じゃないですかね！」

「なんだろ、あまのっちって、基本ボケ回答に向かないキャラしてるよね」

「ボケ回答に向いたキャラになろうとして生きてませんからねぇ！」

「かといってツッコミキャラというには、メガネが足りないし」

「ツッコミキャラはメガネかけてなきゃ駄だ目めとか、初めて聞いたんですが！」

「仕方ないからとりあえず、あまのっち……あだ名だけでも、メガネにしとく？」

「メガネ要素一切ないのに!?」

「ねぇメガネ、お茶買ってきてよ」

「あだ名がメガネになった途と端たん、どうしてその扱あつかいまで下がるんでしょう！」

「……メガネだから？」

「全国のメガネに謝れ！」

「うん、まあそういった部分も含ふくめて、亜玖璃的にはあまのっちのメガネ装備、いいと思うけどな。そのＤＬＣ、三十円までなら出すよ」

「微び妙みように安価なのが腹立ちます」

「さ、ところであまのっち、そろそろボケ回答は思いついたかな？」

「今のくだり、僕がＤＬＣに関するボケ回答捻ひねり出すための猶ゆう予よ時間だったんですか!?」

　愕がく然ぜんとする僕と、ニヤニヤ笑うアグリさん。ある種いつも通りの、ファミレス会の延長上たる丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとり。僕とアグリさん的にはいつものことだ。

　が、どうやらそう思っているのは僕とアグリさんだけだったらしい。気付けば他のメンバーは……。

『あ』

　……上原君や天道さんといったそれぞれのパートナーが不ふ機き嫌げんそうなのは当然ながら。なぜか今や、チアキまで何やらつまらなそうにしていらっしゃった。

　僕とアグリさんは咳せき払ばらいをして、慌あわてて話題を元に戻もどす。

「え、えと、僕が望むＤＬＣでしたね」

「そ、そうだね。ご、後日談にしても、あまのっちは、具体的にどういうのがいいのさ」

「そ、そうですね……少なくとも魚類化はごめんなのですが……」

　と言いつつも、なんだかそれはどこかで見たような作風の発想な気がする。……が、まあ、それは今はいい。自分のＤＬＣ希望の方に話を戻そう。

「……うーん……主人公とヒロインの、幸せな生活風景とか……？」

　僕が腕うでを組んで首を傾かしげてそう告げると、上原君が失笑気味にツッコんでくる。

「おいおい、それじゃゲーム性一切ないだろ」

「あ、そうか。でも、本編で大団円とか迎むかえている中、僕がまだ遊びたいからってだけの理由で変に事件起こすのも、登場人物達が可哀かわい想そうだし……」

　その発言に、チアキが呆あきれ、天道さんがくすくすと笑う。

「ケータは一体何視点なのさそれ……」

「ふふっ、雨野君は、相変わらず色々な意味でぬるくて優しい感性なのね」

「……うぅ」

　確かに、僕はどうしたいんだろうな、これ。自分でも中ちゆう途と半はん端ぱだなと呆れる。

　そうこうしていると、アグリさんが話を纏まとめにかかってきた。

「まあ、お客さんが求めるものが追加料金で提供される、というシステムに関しては、一応納得がいったよ。基本的にＤＬＣって、料理で言うところの、追加トッピングとか、デザートみたいな扱いなんでしょ？」

「あ、はい、その通りです。いい喩たとえですね、それ」

「で、レビューが荒あれてるのとかは、そもそもメインの料理の塩味が足りない状態で出てきた上で『あ、塩一ひと振ふり○円ね』と要求してくる感じ、なのかなぁ？　同じ追加料金取られるのでも、それは流石さすがにちょっと納得いかない、みたいな？」

『……おぉ……』

　ギャル高校生の割と的確なゲーム業界理解に若干どよめくゲーマー達。アグリさんは若干引きながらも、更さらに話を纏めてきた。

「で、まあ、色々聞いた上での結論なんだけどさ。……やっぱり、ゲームの価格って、高いんじゃない？」

『…………』

「亜玖璃も、娯ご楽らくはそれぞれの価値観によるってのは分かるよ。でもやっぱりその上で、四十時間とかかけて数値を上げ下げして、ちょっとストーリーとか付属する程度の作業に、何千円とか出す理り屈くつが、亜玖璃にはやっぱり分からないよ。感動がどうこうって話なら、映画観たり本読んだりテレビ観たりで十分だし、達成感がどうこうなら、バイトして現実のお金稼かせいだ方がいいじゃん」

『…………』

「あ、ご、ごめん、別にゲームを批判したいとかじゃないんだけど……」

　僕らが黙だまり込んでしまったのを見て、アグリさんが慌てて取り繕つくろう。が、僕はそれに笑顔で返した。

「あー、いえ、別に皆みな不快になったとかじゃないです。むしろ多分……ゲームを長時間やる人なら皆、アグリさんの意見を『まあある意味その通りだよなー』と思って聞くんじゃないですかね」

「ふぇ？　そ、そうなの？　えっと……じゃ、じゃあ、やっぱり、天道さんと同じく、ゲーマーって、皆ドＭなの？」

「いやそういうわけでもないんです。極きよく端たんにドＭなのはあくまで天道さんだけで」

「雨野君雨野君、そのフォローおかしいです！　というかカレシたる人物がカノジョをドＭと認める発言するとか、ホント全く洒落しやれになってない感ありますから！」

　天道さんが真っ赤になって抗こう議ぎしてくるも、今はそこが焦しよう点てんの話題でもないため、僕は笑顔でぬるっとスルーして話を続ける。

「なんだろうな……娯楽の中でも特に、ゲームって『無む駄だ』が許されるというか、楽しめるジャンルなんだと思います」

「……あまのっちは、喜んで『無駄』にお金を払はらうの？」

「まあ言ってしまえばそうなんですけど……」

　僕は少し考えてから、アグリさんに答える。

「……そうですね。たとえばうちには、僕が小学生の頃ころに誕生日、親に買って貰もらったＲＰＧのゲームソフトがあるんですけど。いやはや、それがまた、実は大手ＲＰＧのパチモンで、バランス調整も何もない、なかなかのクソゲーでしてね。しかも後で調べたら本物の方より値段高かったっていう」

「うっわ、無駄！」

「そうなんですよ。親が間ま違ちがって買ってきちゃって、僕的には大層凹へこんで……だけどほら、僕ってこういう性格ですから、親に『これじゃない』とも言わなくてですね……」

「なんだろ、あまのっち、そのエピソード無駄に辛つらいんですけど。聞きたくないわー」

　見れば、皆もなんかげんなりしていた。僕は慌ててこの状じよう況きようを打破しようと、急いでその先を話す。

「で、でもその、折角買って貰ったソフトですから、一応遊ぶわけですよ。弟と。……いやまあ、酷ひどいソフトなんですけど。それでも、他に娯楽もないですし……」

「あまのっち、お姉さんが今からゲームソフトを奢おごってあげます！」

「いや変に同情されたいんじゃなくてですねぇ！　えっと、続けますよ？　で、そのゲームなんですけど……弟とずっと遊んでいるうちに、それなりに楽しくなってきまして。でもなんかセーブシステムやら進行フラグやらもグズグズで、ネットの攻こう略りやく記事も一切なかったから、何回もやり直したり、いやになったりを繰くり返しながら……結果的には、三年ぐらいに亘わたって、文句言いつつも楽しく遊んだんですよ。そうそう、一年詰つまった場面を偶ぐう然ぜんにも抜ぬけた時には、弟と二人、大盛り上がりしたなぁ」

　僕のその話に、アグリさんは曖あい昧まいな笑みで応じる。

「それは……確かにいいエピソードだけど、だからって、亜玖璃の中でゲームの価値が向上したりはしないよ。だってこれ、ゲームじゃなくて、本でも映画でも成り立つ話じゃん。貴方あなた達兄弟が、なんでも楽しむ姿勢を持ついい兄弟だなぁってことであってさ」

「うーん……そう言って貰えるのは恐きよう縮しゆくですけど……でもやっぱり、僕らとしては、やっぱりそれが『ゲーム』だったからこそだろうなって、思っていますよ」

「……どういうこと？」

　不思議そうに首を傾げるアグリさんに。僕は引き続き『ゲーム』を、語る。

「ゲームって良くも悪くも『受け手側』の介かい在ざいする余地があるものですから。だからこそ、その関係性の中で酷く価値が下がるものもあるでしょう。だけどその一方で……」

　言いながら、僕は思わずはにかむ。




「こっちが勝手に沢たく山さんの想おもいを詰つめ込める、凄すごく柔じゆう軟なんな媒ばい体たいでも、あると思うんです」




「…………」

　アグリさんが無言で聞き入る一方、ゲーム好きの面々はといえば、それぞれに思い当たることがあるのか、僕の言葉を柔やわらかい表情で受け容いれてくれていた。……ありがたい。

「だからまあ……結局、今のゲームソフトという娯楽の値段が、他と比べて高いのか、安いのかは僕にも一いち概がいには結論出来ません。買ってみたら全然駄目な作品だったってことだって、どうしたってありますよ」

「まあ、それは何にでも言えることだね」

「ですね。でもだからこそ……僕らゲーム好きに出来ることは……それぞれのやり方で、精せい一いつ杯ぱい、作品を楽しもうとすることだけなんです。そういう意味じゃ、悪評レビュー書いて賛同者得てわいわい文句言って楽しむのだって、一つの楽しみ方と言えるでしょう。そういうことの結果として、何物にも代え難い記き憶おくに残る作品となることだって、沢山ある」

　僕の言葉に、チアキが笑って補足する。

「あ、ネット上でその年のクソゲーのランキングを決めるイベントとかありますけど、あれはそういう側面強いかもですね」

　僕はそれに頷うなずきつつ、笑顔で続けた。

「少なくとも今や僕と弟にとってあのクソゲーは、数千円なんていう単位では到とう底てい測りきれないシロモノになっていたりするわけで」

「…………」

「えっと、というわけで……ゲームの値段については納得して貰えましたかね？」

　恐おそる恐る亜玖璃さんに訊たずねる僕。彼女はしばらく考え込むも……最後には、苦笑い気味の笑顔で頷いてくれた。

「りょーかい。そういうことなら、もう無駄に高いとか言わないよ、ゲームソフト」

「ありがとうございます」

　僕らのやりとりに、天道さん、チアキ、上原君が微笑ほほえみ……とても穏おだやかでいい雰ふん囲い気きがゲーム同好会に流れる。

　皆で和わ気き藹あい々あいとゲーム話をして、最終的には相そう互ご理解に至る。……こんなに幸せなことが、他にあるだろうか？

　……少し前にぼっちだった僕にとっては、幸福以外の何物でもない時間だ。

　僕はこの状況に深く感かん銘めいを受けながらも……一方でふと「ここしかない」と思い立ち、予かねてから提案したかった案件を、思い切って切り出してみた。

「さ、というわけで皆みなさん。全てのゲームに楽しめる可能性があるという話が終わったところで、どうでしょう。これから、この悪名高い五人プレイ対応アクションクソゲー『エルダーズハント』を僕と楽しく遊んでみたりしませ──」

『はい、お疲つかれさまでしたー』

　途と端たん、一いつ斉せいに立ち上がり帰宅を始めるゲーム同好会の面々。

　僕が戸と惑まどっている隙すきに、一応はカノジョたる天道さんまで問答無用で教室から出て行ってしまった。

「…………」

　一人教室に取り残された僕は、窓の外の夕ゆう陽ひを眺ながめ……そして一人、ぽつりと、呟つぶやく。

「…………ですよねー」

　いくら良い話をしてみたところで、やはりクソゲーはクソゲーだし、ハズレはハズレだし、そしてなにより……。




「……………………………………あぁ、返品したい……！」




　結局無む駄だ遣づかいは無駄遣いなのだと、僕はこの日、改めて思い知らされたのであった。








【ゲーマーズとネクストステージ】







雨あま野の景けい太た






「明日あした、僕、雨野景太は……一世一代の勝負に出ようと思うんだ」

『へ？』

　九月第一週の水曜、放課後の二年Ｆ組教室内。今日も今日とて行われたゲーム同好会の終わり際、僕が真しん剣けんな眼まな差ざしで放った言葉に、上うえ原はら君、天てん道どうさん、チアキがギョッと目を丸くしていた。

　ちなみにアグリさんはと言えば、本日は欠席だ。今日の放課後は中学時代の友人と久々に会う約束が入ったらしい。正直僕は一いつ瞬しゆん「友達と遊ぶために同好会を欠席とは、何事ですかアグリさん！」などと思ったものの、よく考えればこの同好会自体がお遊びみたいなものだ。中々会えない友人の方を取るのは当然だった。

　そんなわけでメンバーも欠けていることだしと、今日は同好会を早々に切り上げることにしたのだが……僕は最後にどうしても皆に伝えておきたい「決意」があり、こうして今、わざわざ時間を取って切り出させて貰っていた。

　上原君がごくりと唾つばを飲み込んで訊ねてくる。

「えっと、雨野？　お前今もしかして…………とてつもなく大事な話をしようと、していたりするのか？」

「うん……そうなんだ。これだけは皆みんなに、言っておかないと」

「そ、そうか。…………やべぇ、俺が次の手迷っているうちに、こいつ、まさか大きく動く気じゃねぇだろうな……」

　上原君がぶつぶつと呟いている。僕はそれを必死に聴ききとり「うむ」と頷いた。

「正解です上原君。僕は明日……大だい胆たんに動く！」

「相変わらず独り言の聞き取り精度高い件はさておき。……マジかよ、雨野」

「うん、大マジです」

　僕は確固たる信念を持って上原君に頷き返す。それを受けて彼の目も据すわる中……僕らのやりとりから何かを察したらしい天道さんが、なぜか慌あわてた様子で声をあげてきた。

「も、もしかして、それは、雨野君が以前電話で相談してきた例の件じゃ……」

「？　相談？」

　僕、天道さんに最近なんか相談したっけ。……付き合い出してから実は毎日ちょいちょい喋しやべらせて貰っているから、どれのことかよく分からない。

　僕が首を捻ひねっていると、今度はなぜかチアキまで焦あせった風に訊ねてきた。

「ももっ、も、もしかして、ケータ、《のべ》のことで何か感付いて……！」

「？　《のべ》さん？　あ、もしかして、《のべ》さんも狙ねらってるの？」

「!?　あ、あわ、なんですかその『互たがいに狙ってます』宣言！　そ、そんな、ちょ、待って下さい、あの、あの、明日コノハと何かしようってんなら、じ、自分も黙だまってはいられないですよ！」

「へ、チアキも参戦するの？　えー、困ったなぁ……」

「!?　困ったとはなんですかっ、困ったとは！　じ、自分だって……自分だって、ケータと……ケータと……！」

　なにやらいきり立つチアキ。不安がる天道さん。珍めずらしく狼ろう狽ばいしている上原君。

　そんな三人を、僕はゆるりと見み渡わたすと。

　いよいよ……「運命の明日」に向けたこの確固たる「決意」を、ぶちまけた！




「そう！　僕は明日……全力で『スペースオーシャン５』を買いに走ろうと思います！」




『なんの話だ！』

　三人が一斉に怒おこった様子で思い切り立ち上がって叫さけんでくる。

　僕はそれに、ぽかんと返した。

「なんの話って……ゲームの話だけど？」

『ゲームの話かよ！』

「え、なにそのツッコミ!?　ゲーム同好会の場でゲームの話して何がいけないの!?」

　あまりに理り不ふ尽じんな三人の対応に動どう揺ようする僕。三人は互いに顔を見合わせると……思い切り溜ため息いきを吐つき、すっかり疲ひ弊へいした様子で着席した。

「雨野君は、時折、わざとやっているんじゃないかと思う時があります」

「あ、それそれ、自分も分かります、天道さん！　ケータってホント迷めい惑わくな人ひと柄がらしてます」

「実際悪気がないあたりが更さらにタチ悪いよな。いっそこれ災害だな、災害」

　酷ひどい言われようだ。ぼ、僕が何をしたって言うんだ！

「な、なんなのさ、ゲーム同好会！　僕に喧けん嘩か売ってるのかな？　よし、いいだろう、その喧嘩勝った！　皆表に出なよ！　血で血を洗う……『ドンジャラ』で勝負だ！」

『相変わらず、なんかぬるい！』

　皆がなにやらえらく脱だつ力りよくしていた。……なんだよ、舐なめないでほしいな、ドンジャラ。あれ凄く面白いんだから。小さい子供含ふくむ親族集まった時とか未いまだに超ちよう重宝するんだぞ、ドンジャラ。

　……まあいい。今はドンジャラの素晴らしさを語る時じゃない。

　皆のテンションが落ち着いたのを見計らって、僕は説明を始める。

「いや、明日は僕が生しよう涯がいベスト１級に好きなゲーム『スペースオーシャン』シリーズの最新作発売日だから、放課後は授業終わると同時に全力で買いに走ろうと思うって話なんだけど……」

「？　え、ちょっと待って下さい」

「なに、チアキ」

「『スペースオーシャン５』の発売日は確かに明日ですし、かくいう自分も購こう入にゆう予定ですが……でも、どうして全力で走るのですか？　ケータ、予約は？」

「それがさ、聞いてよ」

　僕はそこで大きく嘆たん息そくしつつ、続けた。

「本来ならこの手の『絶対買う』類たぐいの注目作は、僕も店頭で予約するタイプなんだけどさ。今年の夏は……ほら、なんか、色々あったでしょう？」

『……あったねぇ（わねぇ）』

　こちらが思っていた以上にしみじみと同意を示す三人。そ、そこまで色々あったかな？　ま、まあいいけど。

「おかげで、予約のことがすっぽり抜ぬけ落ちちゃっててさ。で、気付いた時には、店頭予約も、ネット予約も締しめきってて……。で、唯ゆい一いつ可能性あるのが、予約枠わくとは別にちゃんと店頭販はん売ばい枠も設ける例のゲームショップなんだけど……」

『あー……』

　三人がようやく納得の表情を見せる。天道さんが代表して僕の話の先を引き継ついだ。

「確かにあそこで人気作を予約なしに買おうとしたら、放課後というのは微び妙みようなラインですね。授業後、急げばかろうじて一本残っているかも、というレベルでしょう」

「うん。だから、明日は放課後全力で走ろうと思って。その決意を、今、皆さんに事前にお知らせした次第です」

　僕の言葉に、上原君が頷うなずく。

「なるほど、だから明日の放課後ばかりは、たとえ挨あい拶さつ程度でも、出来れば話しかけてくれるなと……そういうわけか」

「うん、そういうこと。ごめんね？」

　僕の言葉に、三人はようやく完全に納得の雰囲気を見せた。

　チアキが笑顔で応じる。

「そういうことなら、仕方ないですね。了りよう解かいしました。今回ばかりは……同じゲーム仲間として、幸運を祈いのります、ケータ」

「うん、ありがとうチアキ！」

　普ふ段だんは敵たる人物からの応おう援えんは嬉うれしい。僕がチアキに微笑ほほえみ返していると、なぜか、天道さんが焦ったように割り入ってきた。

「わ、私も祈ります！　ええっ、それはもう、カノジョとして、誰だれよりも祈りますよ！」

「え？　う、うん、ありがとう、天道さん……」

　それは有り難いけれど……でも……なんだろう。自分のカノジョに「カレシがゲーム買えますように！」って祈らせる男って……かなりアレな気がするんですけど。……ま、まあ、いいか。実際ダメ男だし、僕。うん、仕方ない。

　僕が頰ほおを搔かいていると、上原君がなぜかニヤニヤしながら話しかけてくる。

「しかし、お前、ホントにそのゲーム好きなんだな。いくら予約忘れたからって、普段のお前なら、もう少しゆるーいテンションだろう」

「あ、うん、まあそうだね。さっきも言ったけど……こればっかりは、本当に、僕にとって大事なシリーズなんだ」

「……まあ自分も好きは好きですけど……そこまで惚ほれ込む程のシリーズですかね？」

　チアキが首を傾かしげる。見れば、天道さんも上原君も同様の気持ちのようだ。

　しかし僕はそんな皆の反応に物もの怖おじすることなく、「うん」と確信を持って頷いた。

「これは、僕にとって『始まり』みたいなゲームなんだ。いや、別に一番最初にやったゲームとかでは、ないんだけどさ。なんだろう……一番最初に『心に響ひびいた』ゲームっていうのかな？」

「心に響いた、ですか」

「うん。特にこのシリーズの二作目が、自分の好みにぴったり合ったジュブナイルＳＦ的作品でさ。勿もち論ろんそれまでも壮そう大だいな大手ＲＰＧ作品とかやってたし、それはそれで名作だと思うんだけど……。でもこれは『僕の好み』にガッチリ嚙かみ合っちゃってさ。序じよ盤ばんの物語でワクワクして、中ちゆう盤ばんハラハラして、エンディングで泣いちゃって。で、その作品がまた、当時は特別なヒットシリーズ的立ち位置でもなかったから……そうなるともう、『これは僕のためだけのゲームだ』みたいな勘かん違ちがい、しちゃうんだよ」

『あー……』

　何かそれぞれに思い当たるフシがあるのか、三人はそれぞれ別方向に視線を彷徨さまよわせながらも頷いてくれる。

　僕は思わず照れ笑いしながら続けた。

「一度そうなっちゃうと、もう、このシリーズを客観的に評価とか無理なんだよね。チアキが言うように、実際そんな大したゲームではないのかもしれないけれど……僕にとっては……僕だけにとっては、一番大事なシリーズとさえ言えるんだ。まあ、それの予約を忘れるとか、ホントどうかしているんだけど……」

　僕はそこで一つ溜息を吐いた後、しかし今度は全身に決意を漲みなぎらせて叫ぶ。

「でも、やっぱりダウンロード版とかじゃ絶対に妥だ協きよう出来ないよ！　だから僕、こればっかりは、死にものぐるいで買いに行かせて貰もらいます！」

　……と、三人がなにやらニヤニヤとしている。どうも僕の「相変わらずさ」が可笑おかしいらしい。……やばい、いよいよ本格的に恥はずかしい。

　しかし僕が縮こまっていると、上原君が快活に笑って声をかけてくれた。

「おうおう、凄すげぇ気合いだな。じゃ、仕方ねぇから、俺も本気で祈っておいてやるよ」

「あ……うん！　ありがとう上原君！　それに天道さんも、チアキも！　皆に報いるためにも……僕、明日あしたは全力で頑がん張ばるね！」

　そう、笑顔で宣言する僕。「頑張れー」などと囃はやし立ててくれる三人。

　…………。

　なぜだろう。本来ならとても悲しい「大好きなゲームを予約し忘れた」という状じよう況きようが、今は……全くといっていい程、悔くやしくない。

「（……ああ、ホント良かったな……ゲーム同好会の皆に、会えて）」

　僕は三人の顔を見回して、それぞれに感謝を捧ささげると共に。

　明日の決戦へと向けて、更に士気を高めたのであった。





天道花か憐れん






「あ、雨野君を、もう一度ゲーム部に勧かん誘ゆう、ですか？」

「そ」

　ゲーム画面を見つめながら、相変わらずフラットなテンションで応じるニーナ先せん輩ぱい。

　私はとりあえず鞄かばんを空あいた席に置き、着席しながら、その言葉の意味を考えた。

「（はぁ……ゲーム同好会の方が早めに終わったから、軽く顔出しておこうぐらいの気持ちでゲーム部の方に寄ったら……いきなりこれですよ）」

　突とつ然ぜんこの部のデリケートな部分に踏ふみ込んでくる提案を受け、私はどう切り返したものか分からず、思わず黙り込んでしまう。しかしそのせいで余計に……放課後のゲーム部部室に、ピリッと不思議な緊きん張ちようが走ってしまった。

　加か瀬せ先輩はＦＰＳで淡たん々たんとキル数を重ねながら。三み角すみ君は……最も早はや私達にもよく分からない次元のパズルゲーム練習をこなしながら、しかし明らかに私とニーナ先輩の会話に耳をそばだてている。

　私は一つ息を吐くと、とりあえず結論を先延ばしにして訊たずね返すことにした。

「えっと……いきなり、どうしたんですか？　らしくないですね、先輩」

「そう？」

「そうですよ。だってニーナ先輩……と、それに加瀬先輩って、他のゲーム部部員のことを……ＲＰＧで言うなら『一度もスタメン入りしない控ひかえの低レベルパーティメンバー』程度にしか考えてない人達じゃないですか」

『おーい』

　二人から不満げな声を上げられる。まるで「自分達にだって人間味は多少あるぞ」とでも言いたげだ。が、しかし、喋しやべりながらも互たがいに軽々とネット対戦で上級者を屠ほふっていくその姿は、かなり説得力に欠ける。

　私が疑いの眼まな差ざしを向けていると、ニーナ先輩は画面を見つめながら「あー……」と気け怠だるげに唸うなった。

「確かにらしくないといえば、らしくないけどさ。でも……天道だって、気付いているんでしょう？　あたしや加瀬の中で、彼……雨野景太の件、案外ちくちくしてるってこと」

「あー……まぁ……」

　言われて、私は思わず三角君と視線を合わせ、苦笑する。

　確かに……私や三角君はあれからも個人的に雨野君と付き合いがあり、ゲームスタンス問題に関しては互いに大分折り合いがついているけれども。けど、先輩達は違ちがう。端たん的てきに言えば……この先輩達は、彼に「少しだけ」謝りたいのだ。かといって、わざわざ下の学年の教室に謝罪に行く程の話かと言えば、それは違うわけで。そこまで悪いことをしたわけじゃあ、全然ない。実に微妙な状況。

　私は二人の気持ちを汲くみ取るも……しかしそれでもやはり疑問は残る。

「それは分かりましたけど、でも、どうしたんですか急に。何かありましたか？」

「何かって程じゃないんだけど……夏休み中に、ちょっとね」

「？　雨野君にでも偶ぐう然ぜん会いました？」

「ううん、会ったのは、ニセハラ」

「ニセハラ？」

「うん。……このあたしの基本ローテンションな人生において、現状、最も感情を激しく揺ゆさぶってくる人物の一人、かな」

「は、はぁ、なんか凄すごいですね……」

　サラッと出てきた新しい登場人物に興味が湧わく私。しかし、ニーナ先輩からはどうにも、そのニセハラさんに関して深く追つい及きゆうしてほしくないオーラを感じる。

「（……あ、もしかして、恋れん愛あい絡がらみかしら？　あらあら、まあまあ、そうですかぁ）」

　ニーナ先輩の恋愛話とか、すんごい興味湧くんですけど。でも今は我が慢まんだ。話を戻もどそう。

「そのニセハラさんが、どうかしましたか？」

「どうかしたというか……どうかしている野や郎ろうというか……」

　ニーナ先輩にそこまで言わしめるとは、一体どんな人物なんだろう、ニセハラさん。

「まあとにかく、そんなニセハラと喋って、改めて思い出したの、雨野景太のこと」

「どうかしている人と喋って、うちのカレシさんを連想しないでくれます!?」

　なんだか物もの凄すごく不ふ名めい誉よな扱あつかいを受けた気がする！

　しかし私のそんな憤ふん慨がいを華か麗れいにスルーして、ニーナ先輩は続けてくる。

「それに、天道。貴女あなた最近ゲーム同好会の方の兼けん任にんも始めたじゃない？」

「え、あ、それは、その……」

「や、責めてるんじゃなくて。天道が雨野の誘さそいに乗ってあっちと兼任するのならさ。逆もまた成り立っていいじゃないかって、思っただけ」

「逆……えっと、それは、雨野君に、同好会と兼任でいいから、たまにはこっちにも顔出さないかと……そう声をかける、ということでしょうか？」

「そ」

「……確かに、それは、ありかもですけど……」

　私は思わず考え込む。……確かに、雨野君とのゲーム同好会は楽しい。だからきっと、ゲーム部に舞ぶ台たいを移しても、それはそれで楽しい気はする。けれど……。

「（……あれ、なんでだろう……？　私、心から雨野君といつも一いつ緒しよに過ごしたいって思っているのに…………部に勧誘するの、全然、気が、すすまない……）」

　その不可解な気持ちの原因を探っていくと、一つだけ、思い当たるフシがあった。

「（そっか……以前キッパリ断わられたのが……響いているんだ）」

　以前勧誘した際に受けた、彼のハッキリとした拒きよ絶ぜつ。その光景がどうにも、私の中でちくりとした棘とげになってしまっている。

　確かに、今では以前より彼と親しくなった自信がある。お互い、素直に気持ちを吐と露ろすることも出来ている。あの時とはまるで状況が違う。

　けれど……頭では分かっているのだけれども……それでも「拒絶された光景の記き憶おく」は、そう簡単に拭ぬぐい去れない。……どうしても、怖こわいと思ってしまう。今、再び、彼に拒絶されたら……そして……。

「（また……前回みたいに、私以外の『繫つながり』や『趣しゆ味み』の方を優先されたら……私、それでもまだ、ちゃんと笑っていられるだろうか？）」

　今と前回で違うのは、状況だけじゃない。私から彼に対する想おもいの重みも……そうだ。

「……天道？」

　私が黙だまりこくってしまっていると、ニーナ先輩が不思議そうに声をかけてきた。

　私は慌あわてて「あ、はい、大だい丈じよう夫ぶです」などと返してしまう。と、それをニーナ先輩は「この提案の了りよう承しよう」だと受け取ってしまったらしく、ニコリと微笑ほほえんで続けてきた。

「じゃ、勧誘よろしくねぇ、天道」

「え？　あ、いや……」

　もう少しだけ考えさせて貰いたいのですが……と口を開きかけるも、その刹せつ那な、丁度ゲームのインターバルを迎むかえたらしい三角君と加瀬先輩が声をあげてきた。

「あ、ボクも、個人的に雨野君と部活出来たら嬉うれしいです！」

「……ふん。オレの邪じや魔まをしないなら、まあ、許可してやらんでもないがな……」

「…………」

　気付けば、ゲーム部の皆みなが、私に……雨野君の勧誘を期待してしまっている。

　となれば……もう、この場で、部長たる私が返せる答えなんて、たった一つだ。

「……ま、任せて下さい！　雨野君、今度こそ必ずこの私が……今や彼のカノジョたるこの私が、絶対連れてきますから！」

『おー……』

　部員達の感心する声を一身に受けつつも。

「（……カノジョ……ね……）」

　私はその誰だれとも目を合わせず、窓の外へと視線を逃にがす。

　残暑厳しい九月初め。遠くに見える幹線道路の先は、未いまだ陽かげ炎ろうに揺らめいていた。





亜あ玖ぐ璃り






「（しまった、ハメられた……）」

　ゲーム同好会を休んでしまった、水曜の放課後。

　亜玖璃は……某ぼうファミレスにて、激しい後こう悔かいに打ちひしがれていた。

「（こんなことなら、素直にゲーム同好会に出るんだったよ……ホント）」

　スマホをいじるフリをして下を向き、周囲の雰ふん囲い気きを壊こわさない程度にそっと溜ため息いきを漏もらす。……と、そんな亜玖璃の空気も読めない、同席しているチャラ男お二人のうち一人が、「へいっ、亜玖璃ちゅわーん」とギャグなんだかマジなんだか微び妙みように分からない……つまり全く笑えないテンションで話しかけてきた。

「なに、男？　まさかカレシからの連れん絡らくとか？」

「いや……」

　別にそういうのじゃない、と反射的に素直に答えかけて、いや、待てよと思い直す。

「（いっそそういうことにして帰ろう。もう。うんそれがいい、それが──）」

　そう結論して早速自じ慢まんの彼氏、祐たすくの話を切り出そうとするも……刹那、隣となりに座る中学時代のクラスメイト、三み島しま紗さ理り奈なにカツンと足を蹴けられた。……亜玖璃は正直ムッとしながらも、仕方なく笑顔で切り返す。

「全然、そういうんじゃないから。……あー……ドリンクバー行ってきまーす」

　まだそこそこあったレモンティーを一息に飲み干し、亜玖璃は逃げるように席を立つ。

　……が。

「あ、待ってアグリぃ、私も一緒に行くぅ」

「（げ）」

　サリナも一緒に立ち上がってきた。亜玖璃の腕うでにしがみつき、如何いかにも「親しい女友達」然とした振ふる舞まいを見せる彼女。しかし……。

「（やばい、説教タイムだこれ）」

　サリナは明らかに亜玖璃と二人の時間を持とうとしている。辟へき易えきしながらドリンクバーに向けて歩き出すと……案の定、チャラ男二人に声が聞こえない位置まで来た途と端たんに彼女は凄んできた。

「ちょっとアグリ、ちゃんと篠しの原はら君の相手しなさいよ。じゃないと、私と工く藤どう君も盛り上がらないじゃない」

「だったら最初からその工藤君とやらと二人で会ってよ。なんで亜玖璃を巻き込むのさ。久々に元クラスメイト数人で集まるっていうから来たのに……」

　中学時代、正直それほど良好な関係ではなかったギャル系クラスメイト三島紗理奈からの突とつ然ぜんの呼び出しを受けたかと思えば……これだ。

「（……はぁ。まあ、期待した亜玖璃も悪いんだけどさ）」

　実際、元々サリナという子はこういう子だった。端的にいって「いけすかない」方のリア充じゆうタイプ。中学の頃ころの真ま面じ目めな亜玖璃にとっては一番苦手だったクラスメイト。

　しかしだからこそ……良くも悪くも亜玖璃の印象に強く残っていた存在で。

「（歩み寄れるいい機会になればと、思ったんだけどな……）」

　ちらりと横のサリナを見やる。相変わらずかなり濃こい化け粧しようと香こう水すい。釣つり目をしっかり縁ふち取どりしているせいか目力が非常に強く、他人をどこか圧あつ迫ぱくする美人「風」の女性。

「（あぁ……やっぱり苦手だなぁ……サリナ）」

　中学卒業から一年少々も経たてば互いに多少は印象が変わるんじゃないかと期待していたのだけど、そんなことはなかった。サリナはサリナだし、亜玖璃は亜玖璃。強者と弱者。

　彼女は亜玖璃をぐいっと強引に押しのけると、先にドリンクバーコーナーを占せん有ゆうしながら文句を垂れてきた。

「ふん、巻き込むとは失礼ね。これも私なりに貴女を思ってのことだというのに」

「はぁ？　亜玖璃を思って？」

「そう。外見だけ高校デビューでどうにか取り繕つくろった貴女に、今度は、私が男の経験を積ませてあげようっていうのよ。感謝してよね……グリ子」

「…………」

　中学時代の蔑べつ称しよう的あだ名をここで使ってくるサリナ。……もう呆あきれて何も言えない。

「（大方亜玖璃の今の外見をどっかで知って、『この軽そうな女、エサとしてそこそこ使えそうね』とかいう打算から連絡してきただけだろうに……よくもまぁ、ぬけぬけと）」

　色々通り越こして、ちょっと感心さえしてしまう。亜玖璃も今の自分は大たい概がい勝手気ままなタイプだと思っているけれど、やはり、こういう「根っからのアレな人」にはかなわない。

　無む駄だとは分かりつつも、亜玖璃は一応抗こう議ぎしてみる。

「……亜玖璃、既すでにとっても素敵な彼氏がいるんですけど」

「あらそう。奇き遇ぐうね私もいるわよ、イケメンで将来有望な本命彼氏。ちなみに、彼ら……工藤君にも篠原君にも本命彼女いるけど……ねぇ、それがどうかした？」

「…………」

　ダメだ、亜玖璃も最近軽くリア充気取ってたけど……これはちょっとレベルが違ちがう。

　サリナが先に席へと戻る中、亜玖璃はコップを返へん却きやくコーナーへ置いてから、新しくホットのカフェオレをカップに注いだ。……焦こげ茶ちや色いろの液体が泡あわ立だちながら注がれる光景をぼんやりと見つめる。

「（ああ……ファミレスがこんなにつまらないの、亜玖璃、初めてかも……）」

　ちらりと自分達の席の方へと視線を移す。……超ちよういけ好かない女一人、下半身でモノを考えていそうなチャラ男二人が、ゲラゲラと他の客の迷めい惑わくも顧かえりみず笑っていた。

　思わず溜息をつく。

「（……どうせファミレス来るなら、祐とイチャイチャラブラブしたい。それか……）」

　あまのっちとグダグダ駄だ弁べりたい。いつもみたいに。……馬ば鹿かみたいに。

「（ああ、なんとかあの三人を生いけ贄にえに、あまのっちを召しよう喚かん出来ないかなぁ……）」

　思わずそんなことを考えてしまう。最近ゲーム同好会に顔を出していたせいで、表現も若干ゲーム寄りだ。……だけどそんな自分が、今は不思議と悪くないと思える。

　亜玖璃が思わず微笑んでいると、カフェオレが作り終わってしまった。カップを覗のぞき込んでいると、ふと、このファミレスであまのっちに自分が偉えらそうに「他者とのコミュニケーションとは」の講こう釈しやくを垂れている光景が思い出される。思わず笑ってしまう。

「（……うん、もう少しだけ、頑がん張ばろう。人と仲良くなりたいなら……最初は、多少の我慢が必要。普ふ段だんからあまのっちにもそんなこと言ってるでしょう、亜玖璃）」

　熱いカップを指先で丁てい寧ねいに持って、ゆっくりと席に戻もどる。

　と、テーブルにカップを置く前に、男……篠原君とかいうチャラ男が前のめりで話しかけてきた。

「アグリちゃーん、ゲーム同好会入ってるとかマジ？」

「……マジだけど、それが何か」

　ムスッと答えながら着席すると、先に座っていたサリナにまた蹴られた。……はぁ。

　篠原君がケラケラと続けてくる。

「アグリちゃんもやるねぇー」

「何が？」

「ゲーム同好会って、どうせ童どう貞ていキモオタ豚ぶた野や郎ろうとかいんでしょ？」

「…………えっと」

　ごめんあまのっち。亜玖璃今、咄とつ嗟さになんかキミのことを連想しちゃった。ぶ、豚とかキモいとか思ってないよ？　う、うん。ホントホント。…………ご、ごめんね？

　罪悪感で一人汗あせを搔かいていると、篠原君とやらが更さらに続ける。

「そんなの、絶対アグリちゃん目当てに決まってんじゃん」

「はぁ？」

　なに言ってんだこの男は。あまりのありえない空想に、亜玖璃がほとほと呆れ果てていると……なんと、それに工藤君とやらや、サリナまで乗ってきた。

「いや絶対アグリちゃんで『こいて』るって、そいつ」

「やだ、きもーい。もう、やめてよ工藤君」

「いやいや、二次元でぶひぶひ言ってるよりまだ健全な分いいんじゃね？　そういう意味じゃ、アグリちゃんってばマジ、オタサーの女神──」

《バンッ！》

　突然の衝しよう撃げきに、テーブルが大きく揺ゆれる。一体何事かと思ったら……

「（あれ、亜玖璃じゃん）」

　原因は自分だった。亜玖璃ときたら……自分でも気が付かないうちに、両手を思い切りテーブルについて立ち上がっていたらしい。……不思議なこともあるもんだね。

　一時的にかなり戸と惑まどったものの……だけど、意外な程あっさりと、腹は決まった。

　とりあえず亜玖璃は……啞あ然ぜんとする三人に、にこりと笑顔を見せる。

『…………』

　そうして、三人がどこかほっとした表情を見せたその瞬しゆん間かん。

　亜玖璃は、極めて穏おん和わな笑みを湛たたえたまま、ゆっくりと口を開いた。




「あ、ごめぇん。亜玖璃ぃ、その童貞キモオタ豚野郎と話す方が遥はるかに楽しいんでぇ、もう帰りますねぇ」




『え』

「ではぁ」

　戸惑う三人を尻しり目めに、亜玖璃は手早く財布から千円──はやめて五百円だけ取り出し、テーブルに放って鞄かばんを持ち、その場を去る。

　と、店を出たところで、当然の如ごとく──三島紗理奈が追ってきた。

　やれやれと振り返ると……そこには、絶対男には見せられない形相をしたサリナ。

「ちょっとアグリ！　あんた一体どういうつもり!?」

「どういうつもりも何も。ただ、本音を言って帰宅するだけの話だけど」

「な……！　ま、まさか、さっき言ってたアンタのカレシってそのゲーム同好会のキモオタ男じゃないでしょうねぇ？」

「いや、そうじゃないけど……」

　ゲーム同好会ではあるけれど、別の男子だ。亜玖璃がそれを説明しようか迷っていると、サリナはぐいっと迫せまってきた。

「だったら、なんなのよ、さっきのアレは！」

「アレって？」

「だから……！　カレシでもない男多少ディスられたぐらいで、なにキレてんのよ！　信じらんない！　そんなことで場を台無しにして……！」

「そんなこと？」

　ぴくりと反応する亜玖璃。サリナが「な、なによ……」と気け圧おされる中。亜玖璃は……真っ直すぐサリナを見て、返した。




「あまのっちは確かにキモオタ童どう貞てい野や郎ろうかもだけど──『そんなこと』じゃあ、ない」




「な、なによそれ。わけわかんない。か、カレシじゃないんでしょう、そいつ」

「だからなに」

「なにって……だってそれ……そんなの……。…………」

「なに？　特に言いたいこと纏まとまってないなら、もう行くね、亜玖璃」

　彼女に背を向け、歩き出す亜玖璃。が……数歩歩いたところで、突とつ如じよ、背後からヒステリックな罵ば声せいを浴びせられた。

「あんたっ、やっぱ全然変われてない！　結局『生き真ま面じ目めグリ子』のまんま！」

　その言葉に、亜玖璃は振ふり向くと。

　サリナに……もう二度と会うことはないであろう中学時代のクラスメイトに、一切曇くもりのない笑顔で返してやったのだった。
















「あははっ、それ、今日イチ嬉うれしいよ！　ありがとね、サリナ」





星ほしノ守もり千ち秋あき






　水曜、夜二十一時三十分。

　モニターの中央に大きく表示されたウィンドウの中、ドット絵の勇者が草原を南下していた。数秒後、魔ま物ものとエンカウント。サイドビュー方式の戦せん闘とう画面に移行し、序じよ盤ばんの雑魚ざこであるトカゲ天てん狗ぐ三体との戦闘が開始される。

　自分は手元のゲームパッドでカーソルを操作し、直接攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、その他特とく殊しゆ技を一通りまんべんなく試していきます。

「……あれ、属性補正がちゃんとかかってないですね、この技……」

　発見した設定ミスの概がい要ようをカタカタとメモ帳に打ち込み、再びテストプレイへ。そうした作業をしばらく続けていると、背後からドアをノックする音が響ひびきました。

『お姉ちゃん、今いい？』

「勝手に入ってきて大だい丈じよう夫ぶですよー」

　パッドを操作したまま振り返りもせずに応じると、遠えん慮りよがちにドアが開き、数秒後、自分の隣となりにパジャマ姿の妹──星ノ守心春このはがやってきました。

　彼女はモニターの中で動くドット絵の未完成ＲＰＧを見て「あれ」と声を漏もらします。

「いつの間にゲーム制作再開したの、お姉ちゃん」

「ちょっと前からです。今は中間デバッグ中」

「へぇー……意外。雨野センパイとの一件があるから、もうちょっと控ひかえるのかと思ってた。意外と気持ちの整理ついてたんだね」

　コノハに言われ、思わずぴくっとデバッグ作業の手が止まります。自分は人指し指で鼻の頭を搔かくと、隣に立つコノハを見上げて苦笑いを見せました。

「いえ、整理なんか全然ついてないですよ。ただでさえ状じよう況きようごちゃついてますし」

「それ、半分はお姉ちゃんのせいだけどね。あたしまで巻き込んでさ」

「う、す、すいませんです。あの時、突とつ然ぜんの不ぶ躾しつけなお願いに快く協力してくれたコノハには　とても感謝していますです」

「いや全然快くはないんだけど、あんな必死で姉に頼たのまれたらそりゃあ……。はぁ、まあいいよ。それで、気持ちの整理ついてないのに、またどうしてゲーム作ってるの？」

「それは……わざわざ心の整理を待つ程のこともない、単純な動機があるからですよ」

「？　というと？」

　心底不思議そうに首を傾かしげるコノハに、自分は……笑顔で応じます。




「自分は、ただ、どうしようもなく、ゲームを作ることが大好きだからです」




「……なるほど」

　自分の答えに、コノハも柔やわらかく微笑ほほえみ返してくれます。

　自分はモニターの方へと視線を戻すと、マウスを操作して……しばらく更こう新しん出来ていない《のべ》のブログを開きました。

「ブログでの《ヤマさん》との交流は……確かに近ちか頃ごろの自分の創作モチベーションの多くを占しめていました。だから……彼とどう接していいのか分からなくなっている現状、以前ほど精力的に創作に取り組めていないのも、事実です。……しかし……」

　ブログを閉じ、もう一度ゲーム画面へと戻ってくると、自分は勇者を動かしつつニヤリと笑みます。

「やっぱりそれが全てでは、ないから。とても小さくてか弱いけれど……それでも、一番大切な創作意欲の《核かく》は、いつだって、自分の奥底からこそ、沸わき上がるものだから」

「……お姉ちゃんは、凄すごいね」

　コノハがなんだかとても温かい眼まな差ざしを自分に向けてくれている。自分はなんだかそれがむず痒がゆくて、あせあせと繕つくろってしまいます。

「で、でもでもっ、それはつまり、あれです！　自分はまた違ちがう意味でゲーム廃はい人じんの駄だ目め野や郎ろうってことです！　まったく、勉強もしないで……ホントダメ姉ですね、うん！」

「うん、まぁ、ダメ姉の部分に関してはフォローコメントを差し控えさせて頂きます」

「うぐ……！……こ、コノハ。そ、そんな、姉をからかいに来ただけなら、さっさと出て行って下さいです。その、まだまだ作業は山積みですので！　はい！」

　自分がしっしと追い払はらうような仕し種ぐさをすると、コノハは「やーん、内うち弁べん慶けいの姉こわーい」などとふざけながらそれをかわし……一切立ち去る気配もなく、その場にとどまりました。

「……なんなんですか、コノハ」

　自分がジロッと睨にらみつけて訊たずねると、コノハは「んー」と何か考えるように宙へと視線を彷徨さまよわせて応じてきます。

「……なんていうか……改めて、ちゃんと姉の気持ち、聞いておこうかなーって」

「気持ち？　なんに対するですか？」

「決まっているじゃない」

　と、そこで突然コノハは真しん剣けんな眼差しで自分を見つめてきました。

　自分はこくりと唾つばを飲み込んで訊ね返します。

「…………ケータ、ですか？」

　無言で頷うなずくコノハ。……正直コノハがここまで真しん剣けん味みを伴ともなう意味は判然としませんが、しかし、彼女を巻き込んでいる以上は、素直に答えるべき質問でもあります。

　自分は椅い子すをくるりと回転させ、改めてコノハに向き直ると……一度深呼吸をしてから、焦あせらず……素直に……しかしだからこそとても不ふ甲が斐いない答えを、彼女に返します。

「分かりません」

「…………」

　コノハは、すぐには何も言わず、そのかわり厳しく自分を睨み付けてきました。

　それでも自分は負けじとその目を見返します。……そのまま何秒経たったでしょうか。コノハは小さく溜ため息いきをついた後、口の端はしを歪ゆがめ、どこか好戦的な表情を見せてきました。

「自分に対しても朴ぼく念ねん仁じんなお姉ちゃん自身が分かっていなくても、妹のあたしから見たら明白な答えが、あるんだけど。聞きたい？」

「…………」

　思わず黙だまり込む自分に、コノハは余よ裕ゆうの微笑を浮うかべて続けてきます。

「そもそもあたしにあんな依い頼らいする時点で、お姉ちゃんは──」




「結構です。他人の言葉で表現されるほど、自分の想おもいは安くないので」




　ピシャリと切り返す自分。コノハは一いつ瞬しゆん目を丸くし、次の瞬間心底可笑おかしそうに笑いました。

「あははっ、なにそれ、やっぱりかなわないなぁ、お姉ちゃんには。もう、ホント、潔いんだか悪いんだか……」

　そう呆あきれたようなことを言いながらも、どこか優しい目で微笑むコノハ。自分はこの段に至ってようやく「乗せられた」ことに気付き、恥はずかしさで俯うつむいてしまいます。

「な、なんかごめんなさいです、コノハ。あぅ……」

「いえいえ、なんのなんの。……だって今後、あたしの方が謝ることになるかもだし」

「？　どういう意味ですか？」

「さぁ？　ま、お姉ちゃんがモタモタしていると、徐じよ々じよに思い知ることになるんじゃないですかね。出で遅おくれから一転、超ちよう高こう速そくで巻き返しにかかる有能妹の脅きよう威いってやつを」

「？　なに言ってるんですか？　コノハは最初から全方面において自分の先を行っているじゃないですか。巻き返しも何も……」

「あー、もう、これだからなぁ。なーんか削そがれるなぁ、もう」

　やれやれと、今度は心底呆れた様子を見せるコノハ。……うぅ、また妹からの評価が下がった……。

　自分がしょんぼりしていると、コノハは髪かみをボサボサと搔いて「とにかく」と仕切り直してきました。

「流石さすがに、そろそろ雨野センパイと、お姉ちゃんが『どうなりたいのか』ぐらいは、決めておいてほしいんだよね」

「どうなりたいか……ですか？」

「そう。だってそうじゃないと……この前三人で会った時なんか顕けん著ちよだったけど、姉の半身……《のべ》や《ＭＯＮＯ》を背負っちゃっているあたしの立ち位置もぐーらぐらすんのよね。仲良くしていいんだか、むしろ突つき放すべきなのか……」

「う」

「……まあネット上の問題は複雑だから今すぐ決めろとはいわないけど……少なくとも、『星ノ守千秋』が『雨野景太』とどうしたいかぐらいは、そろそろハッキリしないと」

「そう……ですよね」

「……お姉ちゃんはさ。結局、彼と仲良くしたいの？　それとも、これまで通り喧けん嘩かをしていたいの？　もしくは……」

　そこでコノハは一いつ拍ぱく置いて、これまで以上に真しん摯しな問いかけをしてきます。

「……いっそ、距きよ離りを、置きたいの？」

「っ！」

　思わず息を吞のんでしまいます。……確かに……最近、彼を見るのは、辛つらい。……ううん。ハッキリ言いましょう。天道さんと笑う彼を見るのが、辛い。だからコノハから「距離を置く」という提案を改めてされた今……ぎくりとしました。自分は、きっと、無意識で近頃……そう、しようとしていたから。でも……それは……やっぱり……。

　考え込んでしまう自分に、コノハは声のトーンを軽くして切り出してきました。

「ま、今すぐ結論出せとは言わないけどさ。っていうか、ごめんね、急に」

「え、あ、いえ、そんな……」

　これに関しては明らかに自分が悪い。コノハはあっさりと引いてくれました。

「（……相変わらず、どっちが姉か分かりませんね……）」

　ピシャリと叱しかるところは叱りつつも、必要以上に心を追い詰つめはせず、自分で考えさせて成長を促うながすとか……妹にさせることですか、まったく。

　自分が深く反省していると、コノハは「さてっ」とすっかりいつも通りの明るさで声を上げて退室していきます。

「んじゃ、そんなわけで。おやすみー、お姉ちゃん」

　去り際、ドアの隙すき間まから笑顔を覗のぞかせつつ、小さく手を振ふってくれるコノハ。自分も慌あわててそれに手を振り返します。

「あ、は、はい。おやすみです、コノハ」

　パタンと、小さく音を立てて閉まるドア。

「…………」

　モニターの灯あかりだけが灯ともる暗い室内に一人残された自分は、椅子の上で膝ひざを抱かかえて座り込むと……ぽつりと、小さく、訊ねてみます。

「……自分は……自分は……ケータと……どう、したいの、ですか？」

　…………既すでにこの自問を、何度したことでしょう。

　ゲームキャラの信念や、それに基づいた台詞せりふや行動、それによって織りなす物語ならば、いつも、いくらでも、一切詰つまることなく、スラスラ描えがけたというのに。




　こと、この「星ノ守千秋」という人物の気持ちに限っては……未いまだに、どうにも捉とらえ切れないのでした。





上原祐






　九月第一週の木曜。三時限目終わりの休きゆう憩けい時間。

「えー、ゲーム同好会ない日なのに、今日も二人で遊べないのぉー？」

　多目的ホールの中庭に面した大窓の前で、亜玖璃が可愛らしくぷくりと頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎしてきた。

　俺は「わりぃな」と軽く頭を下げる。

「決意したからには、流石にそろそろ動かないとまずい案件があってな」

「？　なにそれ。受験勉強か何かの話？」

「いやそうじゃねぇんだが……まあ、人の将来を左右するって意味じゃ近いかもな」

　そう、言葉を濁にごしながら説明する俺。亜玖璃は「ふーん。……まあいいけどさ」と、まるで良くない調子で口を尖とがらせる。

　……正直、俺だってカノジョにこんな顔をさせるのは辛い。しかも実際問題俺は今日の放課後、亜玖璃以外の女子と会うためにカノジョの誘さそいを断わっているのだ。胸が痛まないと言ったら噓うそになる。しかし、今回ばかりはそれも致いたし方ない。なぜなら……。

「（そろそろ『星ノ守の味方』として具体的に動かねぇとな……）」

　そう心に固く決めているからだ。

　亜玖璃は俺の空気を察したのか、数歩前へ行って俺を振り返ると、半ば冗じよう談だんのように舌を出して拗すねてみせた。

「いいですよぉーだ。たまには亜玖璃だって、一人でゲーセンとか行って遊んじゃうもん。そこで祐以外の男と盛り上がっちゃったりしても、知らないんだから」

「えっと……」

　少しドキリとする。……亜玖璃が完全にジョークのテンションで言っているのは充じゆう分ぶん伝わってきていたのだが……なぜだろう。一瞬、雨野と亜玖璃が二人で楽しげにゲームに興じる姿を連想してしまったのだ。

「（まったく。いつまでそんな女々しい被ひ害がい妄もう想そうしてやがる、俺）」

　俺はすぐにそのイメージを頭の中から振り払はらうと、亜玖璃に笑顔を見せた。

「それは勘かん弁べんだな。じゃあ、亜玖璃が他の男と盛り上がるのを阻そ止しするためにも、用事が早く済んだら、ゲーセンに顔出してみるよ」

「ホント？」

「ああ。ただ、本当に時間読めないから待ってたりはしなくていいからな？　場合によっては全然行けないかもだし」

「うん、りょーかい！　えへへ、でも、ちょっとだけ期待して待っちゃうね」

　そんな風にはにかみつつ、「じゃあね！」と自分の教室へと去っていく亜玖璃。俺はそんな彼女を笑顔で見送った後、自分も二年Ｆ組へと戻もどるべく歩き出した。

「（しかしホント……星ノ守の件、どうしたものかね）」

　多目的ホールから教室に続く廊ろう下かへと向かいつつ、そんなことを考える。

「（あれからすぐ旅行だったし、その後もついつい亜玖璃やダチ連中に付き合ってしまったりで、中々星ノ守と二人で喋しやべれる時間とれずにいたからな……）」

　一応電話やらメールやらは出来るのだが、「雨野との恋れん愛あいについて」という話の性質が性質なので、最初はまず顔を突き合わせて切り出したいところであり。だが……。

「（なんか、星ノ守も若干俺を避さけ気味な気がしないでもないんだよな。妙みようにぎこちない態度とりやがるっつうか。同好会中も、普ふ通つうなようでいて、その実さりげなく俺との直接会話さけてるみたいだし……）」

　なにか腑ふに落ちない。更さらに、そこに加えて……。

「（雨野が急に亜玖璃と天道を同好会に誘ったりとか、妙な動きを始めたのもなぁ。まぁ、流れや関係性的にはおかしくはないんだが……あの雨野が積極的だったり、星ノ守が一切反対しないあたりが、どうにも……）」

　具体的にどういう裏があるのかは分からないが、なにかしらの計画が水面下で進行しているのは明白。となれば……俺も星ノ守との接せつ触しよくをダラダラと先延ばしにし続けるわけにはいかなくなってきた。

　二年Ｆ組の教室前まで来たところで、俺はぐっと拳こぶしを握にぎり、決意を固める。

「（だから今日こそは……ゲーム同好会もなく、尚なおかつ雨野が『脇わき目めも振らず必死で大好きなゲームを買いに走る』と決まっているこの放課後こそ、誰だれにも邪じや魔まされず星ノ守に接触するチャンス。亜玖璃には悪いけど、今日ばかりは星ノ守を優先させて貰もらうぜ）」

　俺が教室に入ると同時に、休憩時間終しゆう了りようのチャイムが校内へと鳴り響ひびいた。




　放課後。帰りのＨＲが終わると同時に、雨野が脱だつ兎との如ごとく教室を飛び出した。

「（じゃ、上原君、いってきます！）」

「（おう、頑がん張ばれ）」

　アイコンタクトだけでそんなやりとり交わす俺と雨野。と、俺の傍そばに寄ってきた雅まさ也やが、雨野の去った後の戸を見つめながら訊たずねてきた。

「な、なんだあれ？　相変わらずよく分かんないヤツだな……雨野って」

「そうか？　あれほど感情が分かりやすいヤツもそうはいないと思うが」

　俺の言葉に、困ったように眉まゆ根ねを寄せる雅也。

「そうかぁ？　まぁ……なんか張り切っているようには見えたけど。正解？」

「おぅ、正解。ちなみに、なんで張り切っているかは分かるか？」

「いやそこまでは流石に──って、あ、いや、アレだろ」

　そこで雅也は何かピンと来た顔を見せる。雨野がいつもゲームをしていることに気付いたのだろうか。俺がそう予想していると、雅也は……ニタニタと笑って答えてきた。

「噂うわさの格差カノジョ、天道さんに呼びだされているとかだ！　な、そうだろ？」

「…………あー……」

　俺は思わず頰をぽりっと搔かく。確かに……あんなに張り切って男が走るのは、カノジョのためという方が、しっくり来るか。しかし実態は違ちがうわけで。

　俺はなんだか若干天道が不ふ憫びんになってしまい、雅也に「ま、そんな感じ」とだけ答えると、さっさと身支度をして自分も教室を後にすることにした。俺は俺で、星ノ守が帰宅する前に捕つかまえなければ。

　クラスメイト達に軽く挨あい拶さつしつつ、星ノ守のいる二年Ａ組へと向かう。途と中ちゆう、ちらりと亜玖璃の在席するＣ組を覗いてみたものの、既に彼女はいなかった。もうゲーセンに向かったのだろうか。

「…………さっさと済ませて、合流してぇな」

　一いつ瞬しゆん再び亜玖璃が他の男と遊ぶ姿が頭をちらつき、そんなことを呟つぶやいてしまう。

　少し足早に歩きＡ組へと急ぐ。

「（さて、星ノ守は……っと）」

　入り口から星ノ守を捜さがして中を覗き込むと、最初に目がバッチリ合ったのは目的の女子……ではなく、同じくＡ組に在席する金きん髪ぱつ碧へき眼がんのアイドル女子だった。

　彼女は俺を見つけるや否いなや「上原君」と、なぜか周囲の取り巻き達を置いてこちらに向かって来る。……やばい、Ａ組生徒達の「なんだお前」的視線がキツい。

「（雨野はいつもこんな視線の中にいるのか……凄すげぇなあいつ）」

　俺がちょっと天道に声をかけただけで軽く泣きそうな程の敵意を向けられるのに、それのカレシとか。……想像したくもない。

　おれが引き攣つった笑顔で「よ、よぉ」と応じると、天道はいつも通りのビジネススマイルと共に俺の前までやってきた。

「丁度いいところに来てくれましたね、上原君」

「？　何の話だ？」

「いえ、私、上原君に少し相談がありまして」

　その意外な言葉に、俺は思わず首を傾かしげる。

「俺に？　雨野にじゃなくて？」

「はい。……というのも」

　そこで、天道は更に俺に一歩近づき、他に声が漏もれないように呟く。

「その、雨野君のことでして。……彼を、今一度ゲーム部に誘いたいのです」

「あー……」

　そいつはまた……難なん儀ぎな……しかしだからこそ俺に相談するのも納得な案件だ。

　が、俺には俺で他の用がある。俺は天道の頭あたま越ごしにＡ組教室内を見回した。

「それは了りよう解かいしたけどよ。……えっと、星ノ守ってまだいるか？」

「星ノ守さんですか？　ええ、まだ帰宅してなかったと思いますけど……」

　言いながら天道は振ふり返り……そうして、教室の隅すみでゆっくり鞄かばんに教科書を詰つめていたウェーブ髪がみの女子へと声をかける。

「あ、星ノ守さん！　上原君が何か用事ですって」

「！　へ!?　あ、う、上原さんが自分に……ですか……？……あわ……」

『？』

　なぜか途と端たんに軽くテンパり出す星ノ守。天道と二人首を傾げていると、彼女は覚おぼ束つかない手つきで支度を調え……ロボットみたいにかくかくした歩き方でこちらにやってきた。

　俺と天道の前にやってきた星ノ守が、目をぐるぐるさせながら喋り出す。

「そ、そのそのっ。あぅ、じ、自分は、そそ、その件につきまして、未いまだ答えが出せていないと申しますかっ、傷付ける覚かく悟ごがないと申しますかっ、だからその、今、二人でお話とかはその……！」

『？』

　彼女が何を言っているのかまるで分からず戸と惑まどう俺と天道。が……俺は、少し考えて、ハッとその言葉の解かい釈しやくを導き出した。

「（なるほど、まだ雨野への気持ちは答えが出てないと。略りやく奪だつ愛あいで天道を傷付ける覚悟までは出来てないと。だから、現状俺と二人で『雨野をオトす』算段について相談する段階にはないと。そういうことか）」

　考えてみれば確かに、俺側が性急だったかもしれない。気付けばすっかり自分側だけの事情で動いてしまっていた。俺の悪い癖くせだ。

　反省した俺は、星ノ守を安心させるべく、にこりと柔にゆう和わに微笑ほほえみ返す。

「了解した。悪かったな星ノ守。答えを急がせて……」

「!?　い、いえ！　そんな！　こ、この状じよう況きようで上原さんが自分の気持ちを知りたがるのは、当然のことと思います、はい！…………。…………あぅ……」

　俺と星ノ守の間に、なんだか微び妙みような空気が漂ただよう。と、なにやら天道が気を遣つかった様子で切り出してきた。

「えっと、よく分かりませんが、お二人の用件は済んだと見てＯＫでしょうか？」

「あ、ああ。そうだな。期せずして終わっちまったというか……」

「では、改めまして、雨野君をゲーム部へ誘う件の相談、よろしいでしょうか？」

「え？　ケータを再びゲーム部にですか？」

　天道の言葉に、星ノ守がキョトンとする。それを見て天道は「ええ」と苦笑した。

「話の流れでそういうことになってしまいまして……。あ、よろしければ、星ノ守さんにも相談に乗って頂けると幸いなのですけれど、どうでしょう？」

「へ？　自分にもですか？　いいですけど……」

　そう応じながら、ちらりとこちらを覗うかがってくる星ノ守。……この、当初の予定とは違い過ぎる奇き妙みような状況に、俺は思わず頭を搔く。

「（……まあ、星ノ守の恋愛相談が進められない以上、仕方ねぇか。ゲーム部の方も、それはそれで気になるしな……）」

　俺は二人に向かって頷うなずき返す。……と、ここにきて、俺はＡ組の生徒達から向けられる視線の刺とげ々とげしさがとんでもないことになっているのに気が付いた。学校を代表する美少女二人と、この俺みたいなイケメンがコソコソ何かやっていればそりゃ当然そうなる。

　俺は歪いびつな笑顔で二人に声をかけた。

「えっと、じゃあ、街の方に向けて歩きながらでいいか？」

　この視線から逃のがれるため。なにより、移動しながら相談をこなすことで少しでも早く亜玖璃と合流するため、そんな提案をする。

　二人の快い同意を得て、俺達はそそくさと移動を開始した。




「なるほど、ニーナさん達に発破をかけられてねぇ……」

　街へと続く道すがら、田園風景の中を歩きながら大まかな事情を聞き終えた俺は、思わず唸うなる。

　と、そんな俺のリアクションを受け、天道が不思議そうに首を傾げてきた。

「あれ？　上原君は、ニーナ先せん輩ぱいとお知り合いか何かでしたか？」

「ん？　そりゃまたなんで……って、ああ、俺の『ニーナさん』って呼び方か」

　確かに面識がなきゃ「大おお磯いそ先輩」って言っているところだもんな。

　星ノ守も見守る中、俺は端たん的てきに説明する。

「いや、夏休み中にちょっと、俺から声かけさせて貰う機会があってさ」

『…………へー』

　なんか女子達に一歩距きよ離りを取られた。

「お、おいお前等なんだそのクズを見るような目は！　い、言っとくけどナンパとかじゃねぇからな！　ただ、彼女とは、いい試合をさせて貰ったから……」

　俺がそう説明した途端……なぜか顔を真っ赤にして立ち止まる天道と星ノ守。

　二人は俺にドン引きしながら声を合わせて叫さけんできた。

『彼女と《いい試合》をした!?』

「いや変な風に《いい試合》を強調するなよ！　違うから！　そういう《夜のいい試合》的意味合いは全くないから！　あくまで格ゲーの話だから！」

『……かくげー……です、か』

「いや、なに今度は『かくげー』って言葉から無理やり卑ひ猥わいな隠いん語ごか何かを見つけ出そうとしているの!?　俺の信用、お前らの中でどういうことになってんだよ、今！」

　なんなの一体。俺っていつの間に「ナンパキャラ」みたいなの定着したの？　そ、そりゃ確かに多少八方美人なところはあるけれども……！　それだけで、浮うわ気きの前科もないのにこんな扱あつかいをされる謂いわれはないと思うんだが。

　俺はこほんと咳せき払ばらいをすると、話を立て直す。

「それで、天道は一体何を相談したいんだよ？　さらっと聞く限りだと、雨野に直接この話を持っていけばそれで済むんじゃないかって気がするけど……」

「あ、それは自分も気になりましたです」

　星ノ守も俺に続く。天道は俺達に力なく微笑むと、少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せた後、おずおずと切り出してきた。

「いえ、その……お恥はずかしい話なんですけど、直接切り出すのが、怖こわくて……」

『怖い？』

　天道の口から出た意外な言葉に驚おどろく俺と星ノ守。

　天道はこくりと頷いて続けてきた。

「その、以前一度、雨野君には入部を断わられているじゃないですか、私。それもその……なんていうか……こう、手ひどくフラれるみたいなカタチというか……彼の中での『ゲーム』と天てん秤びんにかけられて、敗北するカタチでというか……」

『…………』

　俺と星ノ守はなんと返していいのか分からず黙だまり込む。

　そんな俺達のテンションに慌あわてた天道が、あせあせとフォローしてきた。

「い、いえ、今となっては雨野君のゲームスタイルに以前より私も理解ありますし、まあ正直九割方断わられる覚悟もしているのですよ？　ただ、なんでしょうね……」

　天道は少しだけ俯うつむいて、寂さみしげに呟く。

「どうしてでしょう。前よりもずっとずっと私……雨野君に拒きよ否ひされるのが、怖くなってるんです……」

『…………』

　星ノ守と思わず視線を合わせる。……俺も星ノ守も、正直、天道がなぜ以前より雨野の拒きよ絶ぜつを恐おそれるのかは、すぐに理解出来た。

「（……雨野のことが、本当に好きなんだな、天道……）」

　彼のことが、以前よりもずっとずっと好きだから。だからこそ、彼の言葉の全てが重い。愛を囁ささやいてくれれば更さらに舞まい上がる一方で……その拒絶は、今や、あまりに痛い。

　天道が続けてくる。

「少し前に……デート中の雑談の中で軽く誘さそってみた時に『勘かん弁べんして下さい』とやんわりかわされたことがあるのですけど……たったそれだけのことでさえ、私、実は内心凄すごくハラハラさせられてしまって。そんなですから……」

「……雨野の答え、聞くのが怖こえぇのか」

　俺の言葉に、こくりと頷く天道。……俺達はしばらく無言で歩いた。

　ジリジリと激しい陽ひの光が肌はだを焼く。まだまだ残暑は厳しいが、ふと道どう路ろ脇わきを見ればそこには乾かわいた蟬せみの亡なき骸がら。不意に、少しだけ涼りようを感じさせる風が吹ふいた。

　そんな、重苦しい沈ちん黙もくを最初に破ったのは……意外にも、星ノ守だった。

「……いいんじゃないでしょうか」

『？』

　俺と天道はよく言葉が聞き取れず、星ノ守の方を見る。しかし彼女は俺達ではなく、なぜかジッと前方を見つめたまま、言い直してきた。

「喜んで、いいんじゃないでしょうか。ゲーム部への誘い、断わられたら」

『え？』

　ちゃんと聞き取れたのはいいものの、今度は言っている意味が分からなかった。

　俺と天道が啞あ然ぜんとしていると……星ノ守は相変わらずこちらを見ないまま……しかしなにやら強い意志を瞳ひとみに宿らせて、まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「だって……だって、ケータって、元々、そういう、ヤツじゃないですか。気弱なくせに変なところで頑がん固こで、生きつ粋すいのオタク野や郎ろうで、だから、時に自分がリア充じゆうになることよりゲームを楽しむことを優先しちゃうヤツで……」

『…………』

「でも、だからこそ……」

　そこまで言って、初めて、星ノ守は俺達の方を見て。

　そして──力強く、笑った。




「だからこそ、天道さんは、ケータを好きに、なったんですよね？」




『！』

　その言葉に、表情に、俺達はハッとさせられる。

　天道は、ただただ、大事な原点に改めて気付かされた、その感動に。

　しかし俺の場合は……それに加えて……。

「（星ノ守、それは……それは、本当は、天道じゃなくて、お前の……）」

　思わずぎゅうっと拳こぶしを握にぎり込む。

　……目の前には、笑顔で天道にエールを送る星ノ守の姿。

「だから、怖がることなんてないですよ、天道さん。だってだって、そんな誘いを断わってこその、ケータじゃないですか。特に今日なんてほら、彼の大好きなゲームが出るんですよ？　下手へたするとこれ、ヤツなら、明日あしたから同好会活動もしばらく休止しようとか言い出す勢いですよ。そういうゲームバカなんです、ケータは」

「……星ノ守さん……」

　天道の瞳に活力が戻もどってくる。

「そう……そうよね。うん、確かに、そうだわ。……ふふっ、私や友達よりも、ゲームを選んじゃうのが雨野君。そしてそんな雨野君が私は……。……そうだったわね」

「そうですよ。本当に、あのバカは、ゲームが全てなんです。だから……」

　そこから先、星ノ守は誰だれにも聞こえないように俯いてなにやら小さく呟く。

　相変わらず天道は雨野と真逆で、そういう呟きに一切気付かない様子だったが……。

　流石さすがに……今の星ノ守の全てに注目していた俺には、彼女の呟きがなにもかも、聞き取れて、しまった。

「（だから……自分も、進むことにします。たとえその先が、恋こい仲なかじゃなくたって）」

「っ！」

　天道に聞こえないよう……友達としてきちんとエールを送りつつも、しかし一方でひっそりと、自分の中だけで小さな決意を固めるように呟く星ノ守。

　そんな彼女に、俺は……俺は、忸じく怩じたる思いを抱いだき、更に拳を強く握る。

　……が、しかし当然そんな状じよう況きように全く気付かない天道は……。

「そうなのよ星ノ守さん。もうホント、雨野君ときたら、この前のデートでも……」

　まさかのそのまま星ノ守を相手取っての惚のろ気け話コースに突とつ入にゆうしようとしやがったので、俺はたまらず咳払いをしつつ、その間に強引に割って入った。

「ご、ごほんごほん！」

「ひゃっ？」「ちょ、上原君」

　少し強引すぎて、期せずして女子二人と密着してしまうようなカタチになってしまう。

　が、こればかりは致いたし方あるまい。確かに今、俺は誰かに見られたら完全にアウトなナンパ野や郎ろう状況ではあるが、行動自体に全く後こう悔かいはないし、そもそもこんな田舎いなかの歩道で偶ぐう然ぜん知り合いに見られる確率なんざ──

「た……祐？」

「へ？」

　──突とつ然ぜんすぐ背後から声をかけられ、間ま抜ぬけな表情で振ふり返る俺。

　と、そこには……なにやら絶望に染まった瞳をした、うちのカノジョさん……亜玖璃さんがいらっしゃった。

　直前まで俺に声をかけようとしていたのか、こちらの肩かたに伸のばしかけていた手がフルフルと震ふるえている。……やばい。明らかに、やばい。やばいのは分かるのだが……咄とつ嗟さに何も上手うまい言葉が出てこない。それは天道も星ノ守も同様だった。

　皆みなが皆、混乱で何も言い出せないまま、地じ獄ごくのような時間が過ぎていく。

　そうして、永遠にも思える数秒が経過した後。亜玖璃が震える唇くちびるを動かす。

「う……」

「……う？」

　彼女はそのまま、瞳にたっぷりと涙なみだを蓄たくわえると…………直後、ダッと、俺達の脇わきを抜ぬけて街の方へと走り出した！




「浮気の証しよう拠こがすぎるでしょうよぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」




「何か覚えのある叫さけびのテンション！」

　そんなツッコミをしつつ、当然の如ごとく慌ててその背を追う俺──達。

　なぜか天道と星ノ守も全力で走ってついてきている。なにやら若干の責任を感じているらしい。二人は必死で亜玖璃の背に向かって叫んでくれた。

「亜玖璃さん！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　上原君なんて、私にとって、雨野君にまとわりつく虫みたいなものですから！」

「ですです！　上原さんに好かれて光栄に思える時代はとうに過ぎ去りましたよ！」

「二人ともフォローありがとう！　しかしなんでだろう、俺今若干傷ついている！」

『浮気男は黙ってて下さい！』

「わぁぁぁあん！　うちのカレシが浮気相手達からさえ浮気男認定されてるぅぅう！」

　地獄みたいな泥どろ沼ぬま状況だった！　亜玖璃が謎なぞの嘆なげきパワーで更に超ちよう加速し、街の中へと消えていく。っていうか、軽く原付を追い抜いていたぞアイツ。やべぇ、どんどん姿が小さくなっていく。

　そうしていよいよ亜玖璃を見失いかけた時、俺や星ノ守より少し先行していた天道が前方を指差した。

「亜玖璃さん、ゲームセンターに入っていったみたいですよ」

「おお、サンキュ、天道。急ごう……と言いたいところだが、星ノ守が限界みたいだな」

「す、すいませんです……」

　息を切らしながら応じる星ノ守。俺はそれに「大丈夫」と笑った。

「元々亜玖璃とはゲーセンで遊ぶ予定だったんだ。そこに入っていったっつうことは……あいつはあいつで、若干落ち着く時間を取ろうとしてんだろう。こっちもゆっくり行ってやるぐらいで丁度いいさ」

『…………浮うわ気き発覚時の対応がこなれてる……』

「うん、お前等、もうこれ俺が何やっても低評価に繫つなげる勢いだな」

　まあそんな天道と星ノ守の疑念はさておき、俺達は息を整えながらゲーセンへと向かう。

　──と、案の定亜玖璃は中の自じ動どう販はん売ばい機き横で拗すねたように膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。俺と天道と星ノ守が必死に今日の流れを説明する。

　天道から雨野のゲーム部再勧かん誘ゆうに関する相談を受けたこと、たまたま星ノ守もその場に居合わせたので一いつ緒しよに相談に乗ることになったこと、天道は雨野の拒絶を恐れていたこと。

　と、そのあたりまで聞いたところで、ようやく亜玖璃は落ち着きを取り戻した。

　彼女はその場で立ち上がると、ぺこりと女子二名に向けて頭を下げて謝罪した。

「ごめんね。亜玖璃、なんか勝手にテンパって、二人を悪者扱あつかいしたみたいで……」

『いえいえ《亜玖璃さんは》悪くないですよ』

「おいなんだその、他に諸悪の根源がいるみたいな言いぐさは」

　なんなのゲーム同好会女性陣じん。俺の評価いつここまで下がったの？

　俺ががっくり肩を落としていると、亜玖璃は照れ笑いを浮うかべつつ、「で？」と天道を見つめる。

「その、あまのっちをゲーム部に誘う自信がどうとかって相談。結論、どうなったの？」

「あ、それはですね。やはりゲームをカノジョや友人より優先しちゃうのが『雨野君らしい』ということで決着をみて──」

　そう、天道が説明を始めた瞬しゆん間かんだった。亜玖璃が唐とう突とつに何かを思い出したように「あ！」と大きな声を上げる。俺達三人が驚おどろいていると、亜玖璃は慌あわてた様子でスマホを取り出した。

「？　どうした亜玖璃？」

　俺が訊たずねると、亜玖璃は何やらメッセージアプリのログを確認し、「あちゃあ」と自らの額を叩たたいて、画面を俺に見せてきた。

「いや、亜玖璃、さっきあまりにショックで、祐達がここ来るまでの間に、愚ぐ痴ち聞いて貰もらうべくあまのっちを呼びだしちゃったんだよ。すぐに訂てい正せいしとかないと、無む駄だにここに来ちゃうよ……」

　しかし亜玖璃のそんな焦あせりに……俺達三人は顔を見合わせ笑う。

　キョトンとする亜玖璃に、代表して星ノ守が説明を始めた。

「亜玖璃さん、多分ですけど、そんなに訂正焦らなくても大丈夫ですよ」

「？　どして？」

「だって今日は彼にとって人生で一番楽しみにしているゲームの発売日ですから。それの入手争いをしている今なんて、とてもじゃないけどあのゲーム最優先バカがすぐこっちに来たりは出来ないハズで──」

　そう、星ノ守がケラケラ笑って説明しかけた、その瞬間だった。




「アグリさん！」




　ゲームセンター内に場ば違ちがいな大声が響ひびく。客達が何事かと注目する中……しかしその人物は、そんな視線などお構いなしといった様子で、息急せき切って、玉のような汗あせを搔かきながらも、真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらに近付いてきた。

　そうして、啞あ然ぜんとする俺達の前まで来たところで……ようやく状況の不可解さに気付いたのか、「？」と首を傾かしげた。

「アグリさん……？　あの、上原君と決別して死ぬ程落ち込んでいたんじゃ……？」

　その言葉に、亜玖璃は「あ、はは……」と気まずそうに笑う。

「あ、あれね。えーと……その……なんていうか……えーと……」

「……アグリさん。まさかとは思いますが……」

　ジトッとアグリを睨にらむ雨野。そんな彼に、亜玖璃は「えへ」としなを作って笑う。

「か、勘かん違ちがいでした♪　てへぺろ」

「やっぱりですか！　なんですか、もう！　心配して損しましたよ！　まったく！」

「ご、ごめんねぇ、あまのっちぃ。このとおり！　このとおり！」

「『このとおり！』って言いながら一切頭を下げないそのスタイルなんですか！　はぁ、もう……。……まぁ、取り越こし苦ぐ労ろうで良かったですよ、ホント」

　顎あごに滴したたる汗を拭ぬぐいながらも、そう安あん堵どしたように亜玖璃に笑いかける雨野。

　そんな雨野に……俺、天道、星ノ守の三人は……。

『（あ……れ……？）』

　胸に奇き妙みようなざわつきを覚えた。

　そんな俺達を代表するように、天道がおずおずと雨野に声をかける。

「あ、雨野君？　あの……どうしてここに？」

「？　はい？　どうしてって……ですから、アグリさんに、凄すごく深刻そうに呼びだされたからですけど？」

「えっと……それは、その、そうかもだけど。えっと、雨野君……今日は、貴方あなたの中でトップクラスに楽しみにしているゲームソフトを買いにいってたんじゃ……」

「あ、はい、そうです。……けど、それが何か？」

　しれっと答える雨野。俺、天道、星ノ守の胸が妙みような不安感にバクバクと脈打ち始める中……天道が、あくまで平常心を装いながら……しかし俺達がどうしても確かめたくて確かめたくて仕方なかった「核かく心しん」を、遂ついに、突つく。

「だ、だから、あれよね。いつだってゲーム最優先の雨野君だもの。当然、まずはゲームを手に入れてから……その上で、ここに駆かけつけたという認識で、いいのよね？」

　天道のその質問に。雨野は…………なにやらキョトンとした表情で、当然の如く、それに……衝しよう撃げき的な答えを返してきた。




「え？　そんなの当然途と中ちゆうで切り上げましたよ。だってゲームどころじゃないでしょ？」




『（────────────んん？）』

　俺、天道、星ノ守の表情が、歪いびつな笑みのまま固まる。

　そうこうしていると、亜玖璃がなにやらケラケラと笑いながら雨野の肩に手を置いた。

「あははっ、なにしてんのさ、あまのっち。汗でべっとべとじゃん。うわー、確かに『キモオタ童どう貞てい豚ぶた野や郎ろう』マジきもいかもー。ひくわー。亜玖璃、ひくわー」

「なんですかその大暴言！　ほっといて下さいよ！　こちとらゲーマーのもやしっこですよ!?　こんな炎えん天てん下かを全力で走り続けたら、そりゃべとべとにもなるでしょうよ！　それもこれも、早とちり身勝手ギャルが考えもなしに呼び出したせいですし……！」

「あはははははっ、もう、ホントに馬ばっ鹿かだなぁ、あまのっちは。ま、でも、ありがとね。正直ぜーんぜん、今回亜玖璃の役には立ってないけどさ」

「なんですかそれ。もう……まったく。しょうがないですねぇ、アグリさんは」

「ふーんだ、しょうがないのは、あまのっちの方ですぅ」

　そのまま、一体なにが可笑おかしいのか、けらけらと笑い合う雨野と亜玖璃。

　そんな彼らの仲なか睦むつまじい姿を前に、俺達三人は……。




『（んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん!?）』




　まるで「地下で人知れず育っていた大だい怪かい獣じゆう」の出現に慄おののく、民衆の如く。

　ただただ呆ぼう然ぜんとその目を見張ることしか、出来ないのであった。

















あとがき






　どうも、著者の葵あおいせきなです。今回は最初の挨あい拶さつを短く済まさせてもらいます。

　というのも、あとがきが三ページしかなくてですね。……こう書くと、一部の好こう事ず家かさん方（葵せきなが長文あとがきで四苦八苦するのを楽しむ風変わりな方々）は、

「おいおい、最近葵せきなタルんでんじゃないの？　全然あとがき長くねぇじゃん。昔のお前はどこ行ったんだよ！　ガッカリだよ！　これだから初心忘れたヤツは！」

　と憤ふん慨がいしそうなものですが、お待ちください。そもそも私は「あとがき長い」という特性ではなく「あとがきのページ数に恵めぐまれない」という特性だったはずです。つまりは、そう……。

　皆みなが「そろそろ長文のターンが来ないとな……」と願い始めたこの時期に、長いあとがきのターンが来ないのもまた必定だったのです！

　なんていやらしいヤツなのでしょう、あとがきの神様！　本作で登場人物達を弄もてあそぶ「すれ違ちがいの神様」と同じかそれ以上に邪じや悪あくな神様なのでしょう！

　いや、実際ホント、私も、その、なんだろう……まあ、ぶっちゃけ「そろそろ、あとがき長くて嘆なげくくだりやりたいよな……」とか思っていまして（あまりにみじめな告白）。

　なのに、私がそう思ったが最後、野や郎ろうは「はい、そういうの要いらなーい。ドッキリにこなれた芸人みたいで、凄すごくうざーい。なので、今回三ページでーす。長文回は、充じゆう分ぶん油断した頃ころにやりまーす。おつかれー」と来るわけですよ。もう、勘かん弁べんして欲しい。

　かといって本編調整して長いあとがき始めたらそれはそれで負けな気がするので、今後も運命に抗あらがわずいきたいと思います。やー、私も、長いの書きたいわー（実際三ページは楽だなと座ざ椅い子すに背を預けつつ）。

　さて、今巻の内容について語っておくと……誰だれ々だれ回、というよりは、混線回でした。ある意味とてもゲーマーズらしい巻だったかなと。コノハ周りの状じよう況きようについては、編集さんに「こういう絡からみ方になるとは思っていませんでした」と感想を貰もらい。私はそれに「だろう、だろう、そうだろう」と大おお仰ぎように頷うなずいた後、胸を張って言ってやりましたよ。

「自分もです」と。…………。………………ふぅ。

　なにはともあれ、色んな意味で激動の四巻でございました。五巻の展開をお楽しみに。……なにせ、私も楽しみにしておりますので。ど、どうなるんだろうね、ゲーマーズ！




　さて、今回も最後に謝辞を。まず、魅み力りよく的な大おお磯いそ新にい那なの表紙、及および口絵＆挿さし絵えを描かいて頂いた仙人掌サボテンさん。本当にありがとうございました。一巻でゲーム部の誘さそいを蹴けった雨あま野のはホント馬ば鹿かじゃないかと思う今日この頃ごろです。今後ともよろしくお願い致いたします。

　そして、プロットもなしに勝手に二転三転する「ゲーマーズ！」の原げん稿こうを快く受け容いれてくれる担当さん。ありがとうございます。おかげで雨野達ものびのびやれているようです。ただ、彼らが急に異世界転生して冒ぼう険けんを始めたら、「葵さん、確かに意表突つく展開だだけどそれは違う」と言ってやって下さい。私が正気に戻もどるかどうかは分かりませんが。

　そして、既すでに四巻もこの先が読めないラブコメにお付き合い頂いている読者様。色々面めん倒どう臭くさい話ですが、それでも最終的には「ラブ」と「コメディ」こそを主しゆ軸じくにした物語で一いつ貫かんしていく所存ですので、安心してゲラゲラお楽しみ頂ければ幸いです。

　それでは、また五巻でお会い致しましょう！





葵あおい　せきな　
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葵せきな

●あおいせきな



ネットでゆるい繋がり方を出来るゲームが好きです。基本人見知りで臆病な私は、一時的に目的を共有したりその場でだけ競いあったり……みたいな関係性の中でやるゲームが心地良くてですね。

一方、部屋に集まったり、ネット回線を通じて喋りながら遊び、深く苦楽を共にしてこそ得られる深い感動があるのも、また事実でして。




この作品のキャラ達もまた、それぞれの距離感を模索し始める第四巻。お楽しみ頂ければ幸いです。
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